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プロローグ　修学旅行の始まり




第一日目　スプリット・オブ・イリーナ

第二日目　ザ・ウーマン・ラッシュアワー！

第三日目　コミカル・シルフィー・マーチ




最終日　ポジティブ・グッド・ハザード




エピローグ　修学旅行の終わり／騒乱の始まり




　あとがき

　ドラゴンマガジン掲載読切短編












プロローグ　修学旅行の始まり









　未来世界に転生してからというもの、俺は慌あわただしい日常を過ごし続けていた。

　その極めつけが、ついさっきようやく決着がついた、時間旅行である。

　神を自じ称しようする何者かにより、俺とイリーナ、ジニーは古代世界へと飛ばされ……

　各々、一生忘れられないであろう思い出を心に刻んだ。

　……いやまったく、実に疲ひ労ろう困こん憊ぱいする出来事であった。

　ゆえに修学旅行では平へい穏おん無事に過ごしたいと考えている。

　実際、何事もあるまい。いくら俺が、平穏という概がい念ねんから離はなれた場所に在ろうとも、そう頻ひん繁ぱんにおかしな事態を迎むかえるわけもないのだ。

　修学旅行は穏おだやかな気分で、のびのびと楽しもう。

　そんな心持ちで、俺は皆みなと共に旅行先である古都キングスグレイヴの大通りを歩く。

　行き先は、最初の学修体験の場。国内でもトップレベルと称されし研究院である。

　研究院というのは学問に関連する国家機関の最さい高こう峰ほうだ。

　国民はまず学園へ入ることで、学徒という身分を得る。そうなって後、数年間の研けん鑽さんを積み、さらなる学問の追究を求めた者は大学院へと進学。そこで一定の成果・成績を収めた者だけが研究院へと進み、一いつ生しよう涯がいの智ち識しき探求を許される。

　この学問機関が調査・研究する概念は多た岐きにわたるのだが……魔ま法ほう学がくにはとりわけ関心が集まりやすい。

　そして、古都キングスグレイヴに在る研究院は国内でもトップクラスの名門とされ、毎年多種多様な研究成果が発表されている、らしい。

　そんなキングスグレイヴ研究院へと足を運んだ我われ々われを迎え入れたのが、当研究院の長にして、世界的な魔法学の権けん威い。禿はげ頭あたまと立派な髭ひげが特とく徴ちよう的てきな、この老ドワーフの名は──

「知っての通り、この儂わしこそが千年に一人の天才、ドクトル・ノーマンである」

　研究院の入り口、広々とした中庭の前で、太陽光を浴びて禿頭を光らせる老人。

　天才を自称する者はおおよそたいしたことのない人間が大半だが……このノーマンは例外である。

《不可能技術ロスト・スキル》とされる今や誰だれも使えなくなった魔法のいくつかを、現代の魔法術式にて再現してみせるなど、ノーマンの功績は実に輝かがやかしい。

　そんな彼の案内を受けながら、我々は研究院の中を歩いた。

　名の通り、施し設せつの内部は余すところなく、徹てつ底ていして学問追究のみに集中した造りとなっており、室内は当然のこと、通路でさえ研究物などで溢あふれかえっている。

「この壁かべに掛かけられた術式図面は、儂が最初に再現した《不可能技術ロスト・スキル》、魔力抽ちゆう出しゆつを表すもの。この技術により世界がどう変わったかは、まぁ、言うまでもなかろう」

　彼の研究成果は誇こ張ちようなく、世界レベルの変革をもたらした。例えば、この魔力抽出の技術を復活させたことで、魔鉱石を動力とした利便性の高い魔道具の数々が生まれ、今や人々の生活に欠かせぬものとなっている。

「で、この術式図面は電熱応用。こちらは運動力のエネルギー変へん換かん。そしてこれが──」

　自らの研究成果を、居い丈たけ高だかな態度で見せつけていくノーマン。

　気付けば生徒達は皆、彼に尊敬の眼まな差ざしを注いでいた。

　……確かに、この時代水準で見れば桁けた外はずれの偉い業ぎようなのだろうが、俺からするとやはり物足りないものを感じてしまう。

　そうした考えが表情に出ていたのだろうか。ノーマンは研究成果の説明……という名の自じ慢まん話の最中、俺の顔をキッと睨ねめつけて、

「君はアレだ。アード・メテオール。王都にて急速に頭角を現しつつある、歴史的超ちよう天才。このノーマンを。ありえんことだが。そう、このノーマンを超こえる逸いつ材ざいだとか、絶対にありえんことを噂うわさされている神童。君がそれだろう？」

「えっ？　い、いや、私はそのような──」

「その通り！　史上最高の頭脳を持つ超絶天才魔導士！　それがあたしのアードよっ！」

「そうですね～。私達のアード君はあらゆる存在を過去にしてしまう、史上最高にして至高の存在。残念ながら、ノーマン博士ですら、私達のアード君には敵かないませんわ。あぁ、本当に凄すごい！　私達のアード君！」

　俺を褒ほめ称たたえながら、火花を散らせ合うイリーナとジニー。

　……そんな彼女等の態度が、ノーマンの逆げき鱗りんに触ふれたのだろう。

　彼はこめかみに青筋を浮うかべながら、ドワーフ特有の厳いかめしい顔をピクピクさせて、

「ほほう。この儂を、そこらへんのムシケラ以下の凡ぼん夫ぷだと。そう言いたいのか」

「いや、別に私は──」

「よかろう！　そこまで言うなら、貴様に真の天才がなんたるか、教えてやろう！」

「あの、だから、私は──」

「ついてこいッ！　未発表の研究物を見せてやろうッ！　これを目にしてなお、儂以上の天才であるなどと大口を叩たたけるかッ！　あぁ、見物であるなッ！」

　人の話を聞け。そう突つっ込こむ暇ひまさえ、ノーマンは与あたえてくれなかった。

「……スケジュールとは違ちがうが、まぁ、いいだろう」

　担任にして責任者であるオリヴィアの決定により、我々生徒一同はノーマンの未発表研究物とやらを目にすべく、彼に従う形で通路のド真ん中を歩く。

　そうして行き着いた施設の一室で、我々が視認したのは──

「な、なんだ、これ？」

「わ、わかんねぇ、けど……き、気味が悪わりぃな……」

　生徒達が口々に言い合う。その顔には室内の様相に対する嫌けん悪おや不ふ審しん感かんがあった。

　無理からぬ話であろう。

　室内に在るのは、無数の管と……

　それが行き着く先。大小様々な容器に入れられた、幼よう獣じゆう達。

　半はん透とう明めいな緑色の水すい溶よう液えきに浮かぶそれらは、一定のリズムで口元から気き泡ほうを出し続けており……初見であれば誰もが顔を顰しかめるような、不気味さを漂ただよわせていた。

　さりとて、俺からすれば特別どうということはない。ただ……少々、驚おどろいてはいる。

「どうかね、アード・メテオール。これらは──」

「《人造生命ホムンクルス》、ですか」

　言葉を遮さえぎられ、答えを先出しされたことが不快だったらしい。ノーマンは「チッ！」と盛大に舌打ちして、床ゆかを蹴けった。が、すぐさま勝かち誇ほこった顔となって、

「ふん。さすが、神童と呼ばれるだけのことはあるな。その他大勢の凡ぼん愚ぐ共とは違い、初見でこの研究のなんたるかに気付くとは。しかし……だからこそ、儂の桁外れな才覚に戦せん慄りつせざるを得ぬだろう？」

「……えぇ、そうですね」

　リップサービスではない。心からの称賛であった。

　まさか、この時代に俺と同じ研究へ行き着く者が居ようとは。

　極めて信じがたいことだった。

「この研究はッ！　儂がこれまでの生しよう涯がいをかけて、探求し続けてきたものだッ！　これを極めたならッ！　人は神の領域に踏ふみ込むだろうッ！　生命創造による無限の労働力生産ッ！　そして永遠の命ッ！　文ぶん献けんによると、この《人造生命ホムンクルス》はかの《魔王》陛下さえ投げ出した超難題であるというッ！　それをこのノーマンは極めようというのだッ！」

　バッと両手を広げ、高笑いする老ドワーフ。

　彼の言葉には間違いがある。研究を投げ出した、というのは偽いつわりだ。

　研究は完かん了りようした。完全に。もはや探求するところがないレベルまで。

　だからこそ俺は失望し、この魔法に関する全てを削さく除じよしたのだ。

　俺が《人造生命ホムンクルス》の研究に着手した理由は……失った仲間達を、取とり戻もどすためだった。

　そうすれば、孤こ独どくから解放されるだろうと、そう思った。しかし……

　蘇よみがえった彼等は姿形こそ同一だったが、その人格は別人。

　当然ではある。何せ霊れい体たいが違うのだ。当人を構築する全ての情報源たる霊体が違うのなら、とどのつまり、この魔法で創り出せるのは他人のそら似でしかない。

　希望を砕くだかれた俺は行き場のない怒いかりに囚とらわれ、半ば八つ当たりのように、研究内容を放ほう棄きした。

　……まぁ、そんな過去の話は捨て置こう。

　大事なのは、そう、このノーマン博士が桁外れの天才だということ。

　この《人造生命ホムンクルス》は、あらゆる魔法学を究めることで自然と到とう達たつする、ある理論に基づいて構築される。そこに至るまで俺は一〇〇年以上を要した。

　それをこの男は、たかだか数十年で到達したというのか。

　まったく、なんという天才──

「ふはははは！　驚いて声も出ぬかッ！　むべなるかなッ！　中ちゆう途と半はん端ぱに才ある者ゆえに、このノーマンの天才が誰よりも理解できるのだろうッ！　《魔王》陛下でさえ長年かけて導き出したケイオス理論を解明しッ！　究極の魔法学へ行き着いたこの儂の──」

「えっ？　ケイオス理論？」

　それはもう、完全に無意識的な呟つぶやきであった。

　……人というのは、間違いを正そうとする生き物である。目前に間違いを犯している者がいたなら、人はなぜだか勝手にそれを正そうとするのだ。これはきっと、人が持つ七罪のうち一つ、傲ごう慢まんによるものだろう。俺もまた、その七罪に動かされ──

「なぜ、ケイオス理論が出てくるのです？　《人造生命ホムンクルス》の根幹となるのは、第三法則の不可測定理──」

　言わんでもいいことを口にしたと、そう気付いたのは、この直後であった。

「あ？　第三法則の不可測定理？　そんなもの──────あれ？」

　しばし固まってから、ノーマンは俯うつむき、頭を抱かかえ、

「いや、待て。ちょっと待て。ケイオス理論を応用した冥めい界かい法則の乱れは……まさか、第三法則の方が効率的に……？　あれ？　だとすると……」

　何か、不味まずいことが起きつつある。そんな予感を抱いだいた俺は、急ぎその場から離り脱だつしようとしたのだが。

「アァァァァド・メテウォォォォォォォルッ！　ケイオス理論の霊体関かん与よは、不完全であると言うのかぁあああああああああああああッッ!?」

「えっ、いや、私は、その──」

「ケイオス理論の限界点をッ！　貴様は知っているというのだなッ!?　だから第三法則なのだッ！　そうだろうッ!?」

「いや、あの」

「確かに第三法則を用いた方が──あれ？　でも待てよ。第三法則を用いた場合、その限界地点は──あれ？　想定よりも──あれ？」

　……この老ドワーフは間違いなく、希代の天才であったのだろう。おそらく、古代世界に生まれたなら、神話に名を刻むほどの存在であったのだろう。

　だからこそ、彼は到達してしまったのだ。俺と同じ場所へ。

　即すなわち──自らが生涯をかけて研究し続けた概がい念ねんは、己が望んだほどではない、陳ちん腐ぷな内容であるということに。

「いや、それは第三法則を用いた場合でしかなく……ならば別の理論を……いや、そもそもそれ以外の理論が……となると……いやいや、そんな…………」

　しばし、ノーマンはブツブツと呟き続け、やがて。

「ふ、ふふ……ふふふふふふ……」

　天てん井じようを見上げながら、白目を剝むいて、笑い出した。

「ふはっ！　ふはははっ！　ふはははははははっ！　そっかァ～～～！　儂わしの研究って、こんなもんだったのかァ～～～！　儂の数十年、完全に無む駄だだったわァ～～～～！　たはァ～～～！　青春の全てを捨て去って頑がん張ばったのになァ～～～！　ぜんっぜん、意味なかったわァ～～～～！　たはァ～～～～！」

　……わかる。わかるぞ、ノーマン。俺もかつては同じような状態になったよ。

　辛つらいよな。時間を費やし、必死こいて進めていたものが、己にとって価値のないゴミだとわかった時というのは、実に辛い。

　だから。

「あっ！　そうだ！　いいこと思いついた！　研究者やめて、子供に戻ろうっ！　捨てた青春を、今からやり直すのだっ！　よぉ～～～し、そうと決まったら、まずは虫採りだぁ～～～～！　あははははははははははは！」

　それからノーマンは、「ぶぅ～～～～ん！」とか叫さけび、羽ばたく虫のような仕草をしつつ、部屋を出て行き……

「ははははははは！　人生なんてシャボン玉ぁ～～～！」

「せ、先生っ！　もうやめてくださいっ！」

「ぶぅ～～～～～ん！　……おい、誰だれだこんなの置いた奴やつ～～～！　虫さんごっこが捗はかどらんだろうがッ！　えぇい！　こんなもん、こうしてくれるわッ！」

「さ、昨年の研究成果がぁあああああああああああああっ!?」

「と、止めろぉおおおおおおおおおお！　誰か先生を止めろぉおおおおおおおおおお！」

　……もう、しっちゃかめっちゃかであった。

「ア、アードの野や郎ろう、凄い奴だとは思ってたが……！」

「まさか、かのノーマン氏を知識で以もつて破は壊かいするとは……！」

「魔ま法ほうだけでなく、学の力も桁けた外はずれ……！　これがアード・メテオールか……！」

　生徒達が、畏い怖ふの念を向けてくる。

「ふふんっ！　だから言ったのよっ！　あたしのアードは史上最高っ！　アードの前にアードはなく、アードの後にアードはないのよっ！」

「まさにアード君による、アード君の、アード君による才能、ですねっ！」

　なんかわけのわからんこと言いながら笑うイリーナとジニー。

「……この幼獣って、焼いたら食べられるかしら？」

　涎よだれを垂らす馬鹿シルフイー。

　そして──

「いやぁ、さすがだなぁ～」

　こちらの肩かたを摑つかみながら、美しすぎる笑顔を見せる、我が姉貴分オリヴイア。

「それにしても懐なつかしいなぁ～。わたしの弟分も学者達の心をへし折り、廃はい人じんの山を築いていたっけなぁ～～～」

　その顔はまさしく美の女神のようだが……俺は知っている。

　こいつの笑顔、その奥底には、恐おそろしいものが潜ひそんでいることを。

「は、はは……」

　通路にて、ノーマンが騒そう動どうを起こす中、俺は乾かわいた笑声を零こぼすのだった。







　……予定外の出来事もあって、修学旅行のスケジュールはかなり押している。

　時間的にはもう次の学修地へと赴おもむかねばならんのだが、まさかノーマンをこのまま捨て置くわけにもいかない。

　俺は彼の精神を修復すべく、魔法をかけた。

　するとノーマンは即そく座ざに心を落ち着かせ……

　暴走を止めてからすぐ、泣きべそかきながらこちらを睨にらみつけてくる。

「き、貴様なんぞ……！　貴様なんぞ！　我が師に比べればなぁ！　どうということはないわぁあああああああああああッ！」

　指差し、禿はげ頭あたまを真っ赤にして叫ぶノーマン。

「ちょうどいいッ！　本日はあの御お方かたがご足労くださる！　もうすぐこちらへ到とう着ちやくされる頃ころだろう！　そのときが貴様の最期だッ！」

　我が師。あの御方。

　……現代生まれであれば、誰が来ようとも驚おどろくことは何もない。

　だが、なんだろう。

　どうにも嫌いやな予感がする。

　第六感が、早急にここを離はなれるべきだと、警けい鐘しようを鳴らし続けている。

　よって。

「残念ながら、これ以上スケジュールを遅おくらせることは出来ません。学友に迷めい惑わくがかかりますので、失礼をば──」

　と、早口で言い終えてから、さっさと部屋から出ようとした、その瞬しゆん間かん。




「うぇ～～～い！　神様が降臨しましたよぉ～～～っと！」




　……まるで運命によって定められていたかの如ごとく、奴が、我が目前に姿を現した。

　扉とびらを開け、入室したそいつ。

　姿形は幼き可か憐れんな少女であるが、瞳ひとみにはどこか老ろう獪かいさが宿っている。

　そんな彼女へ、ノーマンは愛想笑いを作った。

「おぉ、師し匠しよう！　お久しゅうございまする！」

「ゲヒャヒャヒャヒャ！　相変わらずハゲてるねぇ、ノ……なんだっけ？」

「ノーマンでございます、師匠！　いい加減名前を覚えてくだされ！」

　何がそんなに面白いのか、腹を抱えて笑う幼女。美しい金糸のような頭とう髪はつを揺ゆらす彼女のもとへ、ノーマンは縋すがるように駆かけ寄よると、

「どうだアード・メテオール！　恐れ入ったか！　この御方こそ！　我が師にして、史上最高の頭脳！　天才を超こえし至高の学者神ッ！　その名も──」

「ヴェェェェェダ！　アル！　ハザァアアアアアアアアアドでぇえええええええすッ！　気軽に神様って呼んでちょ～だいっ！☆」

　なぜだか海え老び反ぞりしながらこちらを見み据すえ、満面の笑みを作る。

　ヴェーダ・アル・ハザード。

　天才にして天災。神域を犯す者。究極の知性。……多種多様な異名を有するこの少女のことを、知らぬわけもない。なにせ、こいつはかつて、我が配下だったのだから。

　ヴェーダ・アル・ハザード。古代において、四天王の一角を担った人物である。

「おやおやぁ～？　そこにいるのはぁ……オリヴィアちゃんじゃないか！　チョー久しぶりじゃ～～～～ん！　元気してた～～～～？」

「……あぁ」

　どこかげんなりした様子で反応するオリヴィア。

　嫌そうに獣けもの耳みみを垂らす彼女へ笑いかけると、続いて、ヴェーダは我われ々われに目を向けた。

　瞬間、イリーナとジニーがビクリと体を震ふるわせる。

　無理もない。古代世界での珍ちん道中において、ヴェーダには色々と煮にえ湯ゆを飲まされた。

　またもやアレが繰くり返かえされるのかと、警けい戒かいするのが普ふ通つうだろう。

　だが……

「おやまぁ、シルフィーちゃんまで！　懐かしい顔ぶれが揃そろってるねぇ～！」

「はぁ。ヤな奴に出くわしたのだわ……」

　我々が飛ばされた古代世界と、現在の世界は、地続きになっていないらしい。

　いわゆる並行世界というやつだろう。よってこのヴェーダと我々は初対面である。だからか、こちらに対して絡からんでくるようなことは──

　ない、と、そう思ってからすぐのことだった。

「う～～～ん？」

　大きな瞳を俺の方へ向けながら、ヴェーダが小首を傾かしげた。

「……何か？」

　落ち着いた体で尋たずねているが、内心には緊きん張ちようが満ちていた。

　まずい。こいつの眼めを以てすれば、俺＝《魔王》だと気がついてもおかしくはない。

　そうなってしまったなら、これまで築き上げてきた、平へい凡ぼんな村人としての虚きよ像ぞうがブチ壊こわしになってしまう……！

　手に汗あせを握にぎりながら、ヴェーダを見つめる。

　果たして、彼女が次に述べた言葉とは。

「なかなかの天才だねぇ～～～！　君、名前はなんていうのかな？」

　幼い顔に笑みを浮うかばせるヴェーダ。

　……バレなかったのか？

　心の中で安あん堵どの息を吐はきながら、俺は言葉を返した。

「アード・メテオールと申します。かの御ご高名なヴェーダ様に拝はい謁えつ出来るとは、我が生しよう涯がいにおいてまたとない幸福にございます」

　一礼してみせる。……特別、追つい及きゆうされるようなことはなかった。

　これはバレていないと見て間ま違ちがいないか？

　冷や汗を流しながら、奴の顔を窺うかがう。

　その一方で、ノーマンがヴェーダへ泣きつくように近寄ると、

「師匠！　この小こ僧ぞう、とんでもなくイキがっております！　学者神の座は貰もらったとか、そんなことを息巻いているのを、このノーマン、確しかと耳にいたしました！　ここは一つ、真の天才が誰なのか、あの無礼な小僧にわからせてやってください！」

「ほほう？　それはまた、聞き捨てならないねぇ」

　こちらを見つめながら、ニヤリと笑うヴェーダ。

　俺は即座に弁明しようと口を開くのだが、一瞬、遅おそかった。

「よぉ～～～し！　君の挑ちよう戦せんを受けてあげようじゃないか！」

「いや、お待ちくださいヴェーダ様。私は──」

「けれども、今すぐじゃあない！　数日ほど準備させてもらうよ！」

「ちょっ、私は何も──」

「ふはははははは！　修学旅行をせいぜい楽しむがいい！　旅行の最終日が、貴様の命日になるだろうからなぁ！　ふはははははははは！」

　ぜんっぜん人の話を聞かんな、この師弟共。

　……付け加えるなら。

「おいおい、アードがあのヴェーダ様に喧けん嘩かをふっかけやがったぞ」

「今回ばかりは流石さすがにヤバいだろ」

「そんなことないわ！　アード様ならきっと、かの学者神にだって勝てる！」

「そうよそうよ！　アード君は無敵なんだから！」

　周囲の者達も、俺の意思などおかまいなしだった。

「ふふん！　今回の修学旅行は刺し激げき的てきなものになりそうね！」

「四天王をも打ち負かすアード君……あぁ、想像しただけで涎が」

「頑がん張ばんなさい、アード！　久しぶりにヴェーダの悔くやしがる顔が見たいのだわ！」

　期待の眼まな差ざしに、俺は乾いた笑いを返す。




　──この時点では、知る由もなかった。

　俺の心を騒がす存在が、ヴェーダだけではなかったことを──




　と、こんなモノローグの通りにならぬよう、俺は心の底から祈いのるのだった。








第一日目　スプリット・オブ・イリーナ









「あたし、ママになりたいっ！」

　白昼堂々。

　燦さん々さんと輝かがやく太陽に照らされた大通りにて。

　我等らがイリーナちゃんが、胸を張りながら叫さけんだ。

「……えっと、ミス・イリーナ？　唐とう突とつに何をおっしゃるのかしら？」

「なによ、その顔！　引いてんじゃないわよ！」

「いやだって。いきなりママになりたいとか……ねぇ？」

　同意を求めるようにこちらを見るジニー。

　俺は一つ頷うなずいてから、口を開く。

「いったい、どうされたと言うのです？　突とつ然ぜん身ごもりたいだなんて…………いや、まさかとは思いますが、既すでに身ごもっているとか？　もしそうでしたら、お相手の名前と居所をお教え願いたい。ちょっと挨あい拶さつに行きますので」

　挨拶ついでに八やつ裂ざいてくれる。

　ウチのイリーナちゃんを傷物にするなど万死に値するわ。

　心中にて暗黒色の感情を渦うず巻まかせていると、イリーナは小さく首を横へ振ふって、

「いや、そういうんじゃなくてさ！　あたし、さっきの話に感かん銘めいを受けたのよ！」

　つぶらな瞳をキラキラさせるイリーナちゃん。

「さっきの話、とは」

「もしかして聖母様のお話、ですかぁ？」

　頷くイリーナに、俺とジニーはなるほどと得心する。




　つい先程のことだ。

　ノーマンの研究院を出てから、我々は聖母像と呼こ称しようされる観光名所もとい学修地へと赴おもむいた。

　修学旅行の第一日目における、団体行動の最終地。

　そこには巨きよ大だいな女の像が建てられていた。

　現地のガイド役となる小人族の女性は、そんな像を前にしてこう語った。

「え～、これがかの有名な、《魔ま王おう》様とオリヴィア様を育てたとされる、アイシャ様の巨像でございま～す」
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　続いて、ガイドは語る。

「《魔王》様と、その配下たる伝説の使徒・オリヴィア様が姉弟分であったことは、皆みなさんも知っての通り。お二人は貧民街にて出会い、絆きずなを育んだ。……ですよね？　オリヴィア様」

「……あぁ」

「当時、お二人は荒すさんだ生活をなさっていたと、聖書には書かれております」

「……まぁ、そうだな」

「お二人には両親がおらず、愛に飢うえていた。そんな《魔王》様とオリヴィア様の前に突とつ如じよとして現れ、親としての愛情を注いだのが、このアイシャ様なのです！」

「……間違ってはいないが」

「しかし！　そんなアイシャ様ですが！　ある日、《魔王》様の存在を知った邪じや神しんが、卑ひ劣れつにも奸かん計けいを働かせ！　お二人の命を狙ねらった！　アイシャ様はお二人を救うべく身を挺ていし……その命と引ひき替かえに、お二人を逃にがしたのですっ！　あぁ、なんたる悲劇っ！」

　涙なみだを流すガイド。周りを見回してみると、生徒一同、皆同じような様子だった。

「うぅっ……！　なんて可哀かわい想そうなの……！」

「聖書はそれこそ擦すり切れるほど読んでますけど……離り別べつの場面では、どうしても泣いてしまいますわ……」

　イリーナもジニーも、ハンカチで目頭を押さえている。

　しかし。

「……？　なんか、聞いた話と違うのだわ……？」

　シルフィーのみ、怪け訝げんな顔で首を傾げていた。

　その横に立つオリヴィア、そして、俺はというと。

　なんかもう、苦笑いするしかない。

　なにゆえ奴やつが聖母などと伝えられているのか、まるで理解できん。

　確かにあの頃ころ、俺とオリヴィアはアイシャという小人の女に育てられてはいた。

　けれども、手習ったことはギャンブルにおけるイカサマだとか、スリの方法だとか、そんなのばかり。また、奴はとてつもない守しゆ銭せん奴どであり……

『なんだいなんだい！　今日の儲もうけはこんなもんかい！　か～っ！　あんたら才能ないわぁ～！　こんなんだったら自分で稼かせいだ方がマシだわ～！』

　我々がスリやギャンブルで稼いだカネをせしめては文句を言い、浴びるように酒を飲んでは暴言を撒まき散ちらしていた。

　正直クズと呼んで差し支えない人間だったので、尊敬の念も恩義も皆かい無むである。

　そして別離の日、だが……これも全部でたらめだ。

　アイシャは死んでない。身を挺して守るどころか、全力で逃げたからだ。

　襲おそってきた連中は皆、俺が一瞬で片付けた。

　それを境に俺とオリヴィアは反乱軍を旗はた揚あげしたのだが……それはさておき。

　以降、アイシャのことは見ていない。そこらへんでのたれ死んだのかもしれんし、お大だい尽じんにでも昇のぼり詰つめたのやもしれん。

　いずれにせよ、奴のその後に興味はなかった。

　……まさかそんな女が、聖母として崇あがめられているとは。

「アイシャ様はまさに、世の女性の理想像であります！　女子の皆さん！　お子さんが出来たらアイシャ様のような母親になりましょうね！」

　いや、あんな母親になったら子供がグレるわ。

　まったく、なぜこうも正反対な内容が伝わったのやら。

　……とはいえ、訂てい正せいするのも憚はばかられる。

「アイシャ様は、母親の鑑かがみねっ！」

「ミニチュアサイズの銅像、おみやげに買っていきましょ！」

「そうね、部屋に飾かざれば、良い戒いましめになるわ」

　現代において、あのクズは世の女の規き範はんとなっているようだ。

　ならばもう無理に訂正せず、捨て置いた方がよかろう。

　真相を知る俺やオリヴィアからすれば、かなり複雑ではあるが。




　……で。

　さんざくたありもしない逸いつ話わを聞かされた末に、我われ々われは班行動の時間を迎むかえたのだった。

　俺からしてみれば、よくもまぁあんなでまかせが伝わったもんだなと、呆あきれるしかない。

　だが、イリーナは別の感情を抱いだいたらしい。

「アイシャ様の逸話を聞いてたらね、あたし、ママのことを思い出したの！」

　当然だが、彼女にも母が居る。

　とはいえ……その姿を見たことは、一度さえないのだが。

「ママは、あたしの憧あこがれだった。アイシャ様も凄すごいけど、あたしのママだって凄い人だったわ。だから……あたし、ママみたいになりたいの！」

　なるほど。

　ママになりたい、ではなく、正確には、ママみたいになりたい、か。

　聖母の逸話を聞いたことで、そうした情熱が再燃したというわけだ。

　なんとなしに気持ちはわかるぞ。ちょっと違うかもしれんが、俺だって時たま建築関係の本など見てると、昔の創作意欲が蘇よみがえってくる。また城的なものを造りたいとか、そういう感じになるのだ。

「でも、あんまり自信、ないのよね。自分が子供を持ったとして、あたしはちゃんとママができるのかな、って。そもそもママみたいになるどころか……しっかりしたお母さんになれるのかな、って」

「まぁ、育児は大変って言いますものねぇ。……けれどミス・イリーナ。貴女あなたはそういう心配をする段階ではないかと」

「どういう意味よ？」

「……子供の作り方、わかります？」

「はぁ!?　ば、馬ば鹿かにしないでよっ！　そ、そんなのちゃんと知ってるし！　あ、あれでしょ？　す、すす、好きな人と、その……チュ、チューしたらできるんでしょっ!?　そんなのあたしだって知ってるわよ！　パパが前に教えてくれたもんっ！」

「いやいやイリーナ姐ねえさん。さすがにそれは、アタシでも間ま違ちがってるってわかるのだわ。いい？　赤ちゃんはね……コウノトリが運んでくるのよっ！　ふっふん！」

「いや、貴女のそれも全然違うんですけど」

「だわっ!?」

　彼女等のやり取りを見ながら、俺もジニーと同じ思いを抱いた。

　確かに、イリーナはまだ、憧れの母になれるか否かを悩なやむ段階ではない。

　何せ子供の作り方さえ知らないのだから。

　だが、それでいいと俺は思う。

　彼女はそんなこと知らんまま生きてほしい。

　いや、俺だってわかっている。イリーナとていずれは子を成すだろう。

　しかし……

　そのときを想像しただけで、相手の男に対する殺意が湧わいてくる……！

　俺にとってイリーナちゃんは親友であり、実の娘むすめのような存在なのだ。

　それが傷物にされるなど、断じてあってはならぬ。

　彼女の幸福を願ってはいるが、こればっかりはどうにもならん。

　よって俺は、彼女と子を成すような相手が現れぬことを──




　と、考えている最中のことだった。




　我々からほど近い空間に、亀き裂れつが走る。

　それを視認した瞬しゆん間かん、皆の顔に緊きん張ちようが宿った。

　彼女等だけではない。民衆もまた同様の顔色となる。

「……事件とは常に突とつ発ぱつ的てきなもの、ではありますが。旅行中は勘かん弁べん願いたいものですね」

　目を眇すがめながら、虚こ空くうに浮うかぶ裂け目を注視する。

　ややあって、それは次第に大きく開いていき──

　ドン、という重低音が響ひびいたかと思えば、亀裂の中から何者かが飛び出てきた。

　人間、である。

　尖とがった耳を有するところからして、種族はエルフか。

　性別は女。年ねん齢れいは……かなり幼い。

　そして、我々と同じ学生服を身に纏まとっている。

　だが、学友ではなかろう。

　その容姿を見た瞬間、俺だけでなく、イリーナ達も皆、同じことを考えたに違いない。

　我々の目前に突如として現れた、幼い少女は、

「ミ、ミス・イリーナ……!?」

　そう、幼い頃のイリーナとまったく同じ顔だった。

「あ、あんた、誰だれ……!?」

　まるで鏡に映った自分へと語りかけるように、イリーナはゆっくりと尋たずねた。

　そんな彼女へ、相手方はなぜだか懐なつかしげな顔をする。

　けれども、それは一瞬のこと。

　すぐに表情を決然としたものへと変えて、幼き少女は胸を張った。

「あたしの名はエリス！　未来からやって来た戦士っ！」

　瞠どう目もくせざるを得ない言葉を放ちながら、エリスと名乗った少女はイリーナを指差し、叫さけんだ。

「今日、この日！　貴女になんかヤバいことが起こるっ！　あたしはそれを防ぎ、貴女を守るために未来からやって来た！　もし、あたしが貴女を守れなかったら──」




「この世界はっ！　滅めつ亡ぼうするっ！」




　　　　◇◆◇




　なんの前まえ触ぶれもなく現れた、未来人を自じ称しようする少女。

　当然ながら、民衆の視線は我々にのみ注がれている。

　……なんというか。

　酷ひどく、居心地が悪い。

「えぇっと、エリスさん、でしたか？　ちょっとこちらへ」

「あぁん!?　何よ、その可哀想な子を見るような目は！　つーか触さわんないでよ変態！」

「まぁまぁ。ちょっとこちらへ。……ほら、皆みなさんも」

　いそいそとその場を離はなれ、俺達は人気のない路地裏へと移動した。

　そうしてから、俺はエリスへ目をやって、問いを投げる。

「貴女は、どこから来たのですか？　身元と目的をお教え願いたい」

「はぁ!?　あんた馬鹿なの!?　さっき全部言ったでしょうがっ！　あたしはエリス！　未来からマ……じゃなくて、イリーナを守りに来た戦士っ！　まったくもう！　同じこと言わせないでよねっ！」

　かなりツンケンした態度で怒ど鳴なりながら、睨にらみ付けてくる。

「……いや、未来から来た戦士って。そんなの……ねぇ？」

　他の面々と同様、ジニーもまた嫌けん疑ぎの念を見せていた。

　未来からの使者。にわかには信じがたい話である。

　何せ過去へ戻もどることなど、俺ですら不可能だ。

　とはいえ。

　未来からの使者というのが、絶対にありえぬというわけではない。

　思い出されるのは、つい数時間前のこと。

　俺とイリーナ、ジニーの三名は、神を自称する子供によって、古代世界へと飛ばされた。

　ならばこのエリスは、あの神を自称する子供の手によって送り込まれてきたのだろうか。

　そう尋ねてみたのだが。

「は？　神様？　誰それ？」

　どうやら違うらしい。

　であれば、いったいどうやってこの時代へ来たと言うのか。

「秘密よ！　絶対に言えないわ！　パ……じゃなくて、あの変態野や郎ろうに止められてんのよ！　たいむぱらどっくす？　とかが起こるからって！　つーかなによ、たいむぱらどっくすって！　あたしにもわかるように言いなさいよっ！」

　なぜだか俺のことを指差して、ぷりぷりと怒おこるエリス。

「……アード君、この子ひょっとして、《魔ま族ぞく》の手先では？」

　その可能性も十分に考えられる。

　だが……もしそうだったとして、奴やつ等らの意図がまるで読めん。

　一方で。

　俺が今、頭に思い浮かべた人物が犯人だったとしたなら。

　その可能性が一番高いと考えた俺は、まず探知魔法を発動。

　奴の居場所を把は握あくし、続いて、召しよう喚かん魔法を発動する。

　刹せつ那な、我々の目前にある石いし畳だたみに魔法陣じんが顕けん現げんし……

　もくもくとした煙けむりを伴ともないながら、召喚対象が現れた。

　それは、天才にして天災たる魔法学者、元・四天王、ヴェーダ──

　だけでなく。




「うおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」




　なんか、中身をくりぬいた車輪状の装置？　らしきものの中に入って、必死の形相で走るノーマンの姿もあった。

　……なにしてんだ、こいつら。

　ガラガラガラガラガラガラ。

　音を立てながら、車輪状の装置が回る。

　その動力源であるノーマンが、汗あせを飛び散らせながら叫んだ。

「うおおおおおおおおおお！　ところで師し匠しよう！　これはいったい、どんな実験なのですかぁああああああああああああああ!?」

「そりゃあ君、アレだよ。………………なんだろうね？」

「なんだろうねってどういうことですか!?　まさかこれ、なんの意味もないんですか!?」

「おいお～い、そんなわけないじゃないか。君さぁ、ワタシを誰だと思ってんの？　ワタシだよ？　わかる？　ワ・タ・シ。まったくもう、勘弁してよ～。……ところで君、名前なんだったっけ？」

「ノーマン！　ノーマンです師匠！　もう流石さすがに覚えてくだされ！」

「いやぁ～、ワタシ興味ない相手の名前覚えるの苦手でさぁ～」

「数十年来の弟子に興味ないってどういうことですか、師匠!?」

　……本当に何をしてるんだ、こいつらは。

　ええい、もう、奴等のペースに付き合ってはいられん。

　俺は頰ほおをヒクつかせながら、ヴェーダへと声をかけた。

「あの、すみません。ちょっとお話があるのですが」

「うん？　ややっ！　アード君じゃないか！　なんでここに……って、あれ？　場所が変わってるねぇ。もしかして、君が召喚魔法で呼び出したのかな？」

「左様にございます。……時間が勿もつ体たいないので単刀直入にお尋ねしますが。こちらの少女は、貴女あなたの差し金ですか？」

　これが真相ではないかと俺は睨んでいる。

　おそらく、エリスはイリーナの複製か何かだろう。それを利用して、此こ度たびも何かつまらぬことを目論もくろんでいるに違いない。

　……と、そう考えていたのだが。

「え？　そんなことした覚えはないけど」

　小首を傾かしげて見せるヴェーダに、イリーナ達は疑ぎ惑わくの目を向けた。

　反面……

　俺は、冷や汗を流す。

　ヴェーダの発言が噓うそではなかったからだ。

　問いかけた際、俺は奴に悟さとられぬよう複数の魔法を発動した。

　それらは真しん偽ぎを見分けるためのものであり……

　その全てが、ヴェーダの発言は真実であると証明している。

「まさか、本物の未来人……？」

「え、未来人？　どこ？　あ、もしかしてこのちっちゃい女の子？　ふぅ～ん？　確かに、なんだか霊れい体たいがちょっと変わってるね。よし、じゃあ早速、解かい剖ぼうを──」

「お手数をかけました。もう結構ですので、お戻りください」

　再び魔法を発動し、ヴェーダとノーマンを転送する。

　……さて。

「エリスさん。貴女は、いったい何者ですか？」

「だ～か～ら～！　未来から来た戦士だって言ってんでしょうが！　このおたんこなす！」

　……彼女もやはり、噓はついていない。

「アード君、ま、まさか、本当に？」

「えぇ。どうやら、エリスさんは本物の未来人と見て間ま違ちがいなさそうです」

「て、ことは……」

「これからヤバい事件が起きるっていうのも、事実ってことだわ？」

　我われ々われは顔を見合わせ、そして、同時にエリスへと目を向けた。

　あぁ、まったく。

　なにがどうして、こうなったのやら。

　……こうなればもう、全てを受け入れるほかあるまい。

「それで、エリスさん。そのヤバい事件とやらはどういったものですか？」

「わかんないわっ！」

「……では、いつ発生するのです？」

「わかんないわっ！」

「…………」

「なによ、その馬ば鹿かを見るような目はっ！　しょうがないじゃないの！　いきなりの事態だったんだものっ！　ある日、唐とう突とつに世界が崩ほう壊かいし始めて……パ、じゃなくて、変態が事情を調べたら、この時代でマ……じゃなくて！　イリーナとかいうエルフがヤバい事件に巻き込まれたのが原因で、世界が滅亡し始めたとかなんとか！」

「それ以外は何もわからなかった、と？」

「そうよっ！　なんか時空の乱れがどうとか、観測がどうとか言ってたけど……よくわかんなかったから聞いてなかったっ！」

「……左様にございますか」

　盛大なため息が、勝手に漏もれ出る。

「今のところ、パッと思いつく対応策としては……異空間に閉じこもるとか。そうして、今日という日が終わるまで過ごす、というのはいかがでしょう？」

「多分無理っ！　パ、じゃなくて腐くされド変態が言ってたわ！　マ、じゃなくてイリーナを隔かく離りしても、因果だとか真理だとかのせいで、事件の発生と結果は変えられないって！」

　因果と真理、か。となると運命の書かき換かえでもしない限り、全ての行動は無意味だ。

　事件はどう足あ搔がいても発生する。

　また、イリーナに危機が訪れるという結果にも変わりはない。

　この場合、対策は一つだけ。

「事件が発生した際、イリーナさんを害するものことごとくを、真正面からねじ伏ふせる。……これしかありませんね」

「わかりやすくて助かるのだわっ！」

「まぁ、こちらにはアード君がいるわけですし、何も問題ありませんわね」

　エリス以外の面々は皆一様に安心感を抱いだいている様子だった。

　イリーナなどは誰だれよりも俺を信しん頼らいしてくれているらしい。一切の緊きん張ちようを顔に浮うかべることなく、むしろ可か憐れんな美び貌ぼうを穏おだやかに綻ほころばせて、

「事件が始まるまで待つ。あたし達に出来ることはそれだけってことね。でも……そのときまで無む駄だに緊張してても、結果が変わるわけじゃないし。ここは一つ」

　そこまで言うと、イリーナはエリスの顔を見やった。

「旅行を楽しみましょっ！　エリス！　あんたも一いつ緒しよに、ね！」

「……うんっ！」

　なぜだか、エリスはイリーナにのみかなり懐なついているようだ。

　満面に華はなが咲さいたような笑みを浮かべて、イリーナの豊満な胸へと飛び込んでいく。

　かくして、我々は裏道を出て、旅行を再開。

　エリスを加え、五人で街を巡めぐる。

「ふぅ～ん、この時代のキングスグレイヴって、こんな感じなのね」

「未来の街並みとは違うんですか～？」

「うん。未来にはこんなにも人がいないから……なんだか新しん鮮せんね！」

　目を輝かがやかせながら、周囲を見回す。

　その姿はもう、ただの観光客でしかなかった。

「ねぇマ、じゃなくて、イリーナ！　あたし、お腹なか空すいた！　アレ食べたい！　アレ！」

「蜂はち蜜みつパン？　いいわよ、買ってあげる」

「わ～い、マ……イリーナ大好きっ！」

　二人並んで、露ろ店てんへ向かうイリーナとエリス。

　そのやり取りを見ていると、なんというか。

「もぐもぐもぐ……この時代のパンも美味おいしいわねっ！」

「未来にもパンはあるの？」

「そりゃそうよ。だって、あたしが来た時代とこの時代、そんなに離はなれてないし」

「へぇ～。にしてもあんた、ホント、幸せそうに食べるわね」

「もぐもぐ……そりゃあね……もぐもぐ……美味しいもの、食べてるときが……もぐ……二番目に幸せ、だし……もぐ…………うっ、の、喉のどが！」

「あぁ、はいはい、水水」

「……ふぅ～。死ぬかと思った」

「もう。ご飯食べるときはゆっくり食べなさいよ。ママに教わらなかったの？」

「……ちゃんと教わった。ごめんなさいマ、じゃなくて、イリーナ」

「あたしは別にいいけど。ていうかさ、さっき美味しいもの食べてるときが二番目の幸せとか言ってたけど。一番はなんなの？」

「それは当然、マ……じゃなくて、イリ……いや、これはいいのかな？　えぇっと……マ、ママと一緒にいる時間が、一番幸せよっ！」

「……そうね。あたしもそう思う」

　微笑ほほえみ合う二人。

　その姿は、なんというか、まるで。

「まるで親子みたいですねぇ、あの二人」

　俺の考えをジニーが代弁してみせた。

　……まぁ、確かにな。見た目そっくりだし、なんというか他人同士とは思えぬ絆きずな的なものが見みえ隠かくれしている。

　だが、そうかといって、まだ現段階では〝まるで〟という域を超こえてはいない。

　エリスはイリーナのそっくりさんというだけの可能性が高──

「次はアレが食べたい！　いいでしょママ……って！　ち、違うの！　い、今のは、その」

「あはは。気にしなくていいわよ。あたしもあんたと同い年の頃ころ、村のおばちゃんのこと、よくママって呼び間違えてたもの」

「そ、そう！　呼び間違い！　呼び間違いだから！　えへへ！」

　……いや、まだ確定してない。

　全然、確定では──
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「あっ」

「ちょ、エリス!?　大だい丈じよう夫ぶ!?　もう！　足下見ないから転ぶのよ！」

「う、うぅ……うわぁああああああああああああああん！　痛いよぉおおおおおおおおおおおおおおおおお！　膝ひざすりむいちゃったよぉおおおおおおおおお！」

「あぁもう、泣かない泣かない！　泣いたら幸せが逃にげるわよ？」

「うぅ……」

「そうそう、我が慢まん我慢」

「……エリス、えらい？」

「うん、偉えらい偉い。ほら、痛いの痛いの飛んでけ～！　はい、もう大丈夫！　ね？」

「うん！　ありがとう、ママ！」

　……もう隠す気皆かい無むか。

　信じがたい、というか、信じたくないことだが。

　あのエリスとかいう娘むすめは、いや、まだそうではない可能性の方が高いと思うのだが。

　もしかすると、エリスは……イリーナの子供、やもしれぬ。

　いや、そうではないとは思うが。全然、そんなわけがないと思っているのだが。

　何せイリーナは清純という言葉を体現せし、この世に舞まい降おりた天使である。それが、どこの馬の骨ともしれん男になびいて、こ、ここ、子供を……作る、など……！

　やはりないッ！

　断じてないッッ！

　もしそうだったとしても、俺は認めんぞッッ！

　イリーナちゃんは、誰の嫁よめにもやらんッッッ！

　絶対にッッッッ！

「ど、どうしたのだわ、アード？　オーガみたいな顔して」

「お気になさらず。仮想敵みらいのはなむこを八やつ裂ざきにするプランを練っているだけですので」

「……いや、メッチャ気になるのだわ。どうしたのよマジで」

　怪け訝げんな顔をするシルフィーを無視しつつ、俺は妄もう想そうに耽ふけり続けた。

　そうしている間にも着実に時は流れ……

　現在、時刻は夕暮れ時。

　暮れなずむ空の下、エリスはイリーナだけでなく、ジニーやシルフィーとも談笑しつつ、笑う。この短時間で、かなり打ち解けたようだ。

　……しかし。

　皆みなには心を開いた様子のエリス、なのだが。

　俺に対してはというと。

「エリスさん、足下を見ていないとまた転んでしまいますよ」

「……あんたに言われなくたって、わかってるわよ」

　これである。

「エリスさん、お腹は空いておりませんか？」

「あのさ、あたしさっきたくさん食べたよね？　見てなかったの？」

　これである。

「エリ──」

「口を開かないで。息が臭くさい」

　こ　れ　で　あ　る。

　俺が何をしたというのだ。

　途と中ちゆう、イリーナに「そんな口利いちゃダメでしょっ！」と𠮟しかられ、涙なみだ目めになったのだが、それでも決して態度を改めようとはしない。

　……別に、どこの誰とも知らん子供に嫌きらわれようと、俺の心は揺ゆれ動うごいたりしない。

　このアード・メテオールは今でこそ平へい凡ぼんな村人だが、前世では《魔ま王おう》と称しようされし男。

　それが年とし端はもいかぬ小娘如ごときの機き嫌げんを窺うかがうなど、あろうはずもないのだ。

　ましてや、小娘の態度に傷付いたりとか、絶対にない。

　……だからこれは、純じゆん粋すいな好こう奇き心しんゆえの発言である。

「エリスさん。貴女あなたはわひゃ……私のことが、嫌いなのですか？」

　途中、嚙かんでしまったが、別に緊張などしていない。

　嫌われてたらどうしようとか、これっぽっちも思ってない。

　自分だけ嫌われてたら、なんか色んな意味で嫌いやだなとか、そんなこと一切考えてない。

　……少々気温が高いので、脂あぶら汗あせが浮かぶのもごく自然なことだろう。

　そんな俺に、エリスがジトッとした目を向けて来た。

「あんたさ、妻と子供がいるのに、たくさん女の人侍はべらせてるような男、どう思う？」

「えっ？　それは……汚きたない言葉になりますが、相当なクズではないかと」

「そうよねぇ？」

「はい。相手のことを思えば、妻以外の女性となんらかの関係を持つなど、決してありえないことです」

「しかも、そいつの浮うわ気き癖ぐせのせいで妻が頻ひん繁ぱんに泣いてたとしたら？」

「それはもう、許されざることかと」

「そんな男は？」

「万死に値しますね」

「うん。つまりはそういうことよ」

　どういうことだよ。

　……結局、エリスは俺に心を開かぬまま、自由時間が終しゆう了りようとなった。

「さて、もうそろそろ宿へ帰らねばなりませんが」

「まだ何も起きてない、わよね？」

「一日の終了まで、残り五時間ぐらい、ですけど。その間に事件が起きるのかしら？」

「とりあえず、エリスも連れて宿に行くのだわ～」

　宿への道中、俺はエリスの後ろ姿を見つめつつ、考えを巡らせた。

　事件が起こる気配は、今のところまったくない。

　予兆めいたものさえ皆無だった。

　絶えず探知魔法で街の中を探り続けているのだが、怪あやしげな人物や動きはなかった。

《魔族》が潜せん伏ぷくしている、というわけでもないし、ヴェーダも現時点では大人しくしている。少なくとも、これから数時間以内に未み曾ぞ有うの大事件が起こることは、まずなさそうだ。

　となると、一つ、疑ぎ惑わくが生まれる。

　エリスは、噓うそをついているのではないか。

　未来人であることは事実だろう。

　だが、今日中に事件が起きるという内容が噓だとしたら？

　彼女はそれを、イリーナに接近するための方便として使っていた場合……

　エリスこそが真の敵ということになる。

　……その可能性も、やはり否めない。

　しかし、現段階では全てが推測の域を出ないというのもまた事実。

　俺に出来ることはと言えば、警けい戒かいを続けることのみだ。

　……そう、自分に言い聞かせていたからこそ、だろうか。




　第六感が鳴らす警けい鐘しように、体が素早く反応したのは。




　何かヤバい。そんな感覚が生じたと同時に、俺は防ぼう御ぎよ魔法を発動。

　魔法陣じんが顕けん現げんし、次いで、半はん透とう明めいな防ぼう壁へきが我われ々われを覆おおう。

「えっ、なに？」

　イリーナが怪訝な顔をしてからすぐ、防壁に水すい弾だんが炸さく裂れつ。

　衝しよう撃げきの度合いからして、そう大した攻こう撃げきではなかった。防御しなかったとしても、大事にはならない程度の威い力りよくだ。

　けれども、妙みようではある。

　先刻の攻撃は、イリーナを狙ねらったものではなく……

　エリスを標的としたものだった。

　いったい、どういうつもりなのか。

　それを問い質ただすべく、俺は頭上を見上げた。

　中空。オレンジ色の空に走る亀き裂れつを背景に浮うかぶ、一人の少女。

　ローブを纏まとい、頭部をフードで覆い隠している。

「……貴女は、我々の敵とみてもよろしいか？」

　反応はない。相手方はただこちらを見下ろすのみ。

　そんな少女に痺しびれを切らしたのか、エリスが怒ど鳴なり声をあげた。

「あんたが事件の犯人ねっ!?　そうでしょう!?　なに企たくらんでんだか知らないけど、好きにはさせないんだからっ！　あんたを倒たおして、あたしは未来世界を救う！」

　ここで、少女がピクリと体を震ふるわせた。まるで、怒いかりを体現するかのように。

　そして。

「酷ひどい言い様、デスね。何もかも自分のせいだというのに」

　よく見れば、フードから露ろ出しゆつした口元が、ピクピクと動いている。

「あぁんっ!?　なに言ってんのよ！　もっとデカい声で言いなさいっ！」

　なおも怒鳴るエリスに、少女は我が慢まんの限界を迎むかえたかの如ごとく、盛大な舌打ちをかまして、

「あぁ、そうデスかっ！　じゃあおっきな声で言ってあげマスよっ！　アナタのせいでね、私の時代は大変なことになってるんデス！　アナタがこの時代に干かん渉しようしたことで、時空変動が起きて、パラドックスが発生しちゃったんデスよっ！」

「はぁっ!?　なに言ってんの!?」

「あぁん、もうっ！　小さい頃はこんなにもお馬ば鹿かだったんデスかっ！　じゃあ、今のアナタにもわかるように言ってあげマスよっ！」

　怒鳴り声を返すと、少女はフードに手をかけ──勢いよく、脱ぬぎ捨すてた。

　果たしてその顔は、

「私はアイリス！　未来からアナタを元の時代へ帰き還かんさせるためにやってきた戦士っ！　さぁ、大人しく未来へ戻もどりなさい、マ……じゃなくて、エリスっ！」

　イリーナに瓜うり二ふたつなエリスに、そっくりだった。




　　　　◇◆◇




「未来から、って……どういうこと……!?」

　突とつ然ぜんの事態に困こん惑わくするエリス。我々もまた、大なり小なり動どう揺ようしている。

「エ、エリス。あの子、あんたの仲間なの？」

「わ、わかんない……あたし、あんな奴やつのこと、知らない……」

　脂汗を流しながら、目を瞬またたかせるエリスに、アイリスと名乗った少女はキッと目め尻じりを吊つり上あげた。

「知らなくて当然デスっ！　なにせ私は、アナタの時代よりもさらに先の未来からやって来たのだからっ！」

「あたしの時代よりも、先？」

　困惑を深めるエリスであったが……

　反面、こちらとしては、おおよその全ぜん貌ぼうが見えてきた。

「アイリスさん、でしたか。いくつか質問があるのですが、よろしいでしょうか？」

「……なんデス？」

「先程、貴女はこうおっしゃいましたね？　エリスさんがこの時代に干渉したことで、パラドックスが発生した、と」

「はい、そうデス」

「ということは……今回の一件、全てはエリスさんがこの時代へやって来たことが原因であると解かい釈しやくしてよろしいか？」

「なっ!?　なに言ってんのよ、あんた！」

　目を丸くしてこちらを見やるエリス。だが、アイリスは首を縦に振ふって、

「その通り。おそらく、マ……じゃなくて、エリスはアナタ達にこう述べたのではありまセンか？　この日、おば……じゃなくて、イリーナの身に災いが起こる、と。結果、未来世界が崩ほう壊かいしてしまう、と」

　間ま違ちがいない。

　首しゆ肯こうを返すと、アイリスは宙に浮かんだまま、やれやれと肩かたを竦すくめてみせた。

「事件が発生する、というのは事実デス。けれど、内容は把は握あくできていまセン。ただ確実なのは……マ、じゃなくてエリス。その事件はね、アナタがこの時代へやって来たことで発生したものなのデスよ」

「な、なに言ってんの!?　そんなこと、あるわけないじゃないの！」

　狼ろう狽ばいするエリスをよそに、俺はアイリスへ問いを投げる。

「であれば……エリス嬢じようが元いた時代へ戻れば、事件が発生することはなくなる、と？」

「その可能性が高いと見てマス。少なくとも、私の時代で発生したパラドックスは解消されるかと」

「ならば──」

　続きを言う前に、エリスがアイリスへ怒ど声せいを放った。

「元の時代に戻れって!?　バッカじゃないの!?　ありえないわ、そんなこと！　あんたが敵かもしれないっていうのにっ！」

　そう、エリスの発言もまた、否定出来ないものだった。

　おそらくこの議論は、どうあっても平行線だろう。となれば──

「はぁ。幼い頃のあの人が、こうもわからず屋だったなんて。だったらもう仕方ありまセン。力ちから尽ずくで元の時代へ戻しマス」

「やれるもんなら、やってみなさいよ……！」

　こうなるのが自然というものだろう。互たがいに戦せん闘とう意思を発はつ露ろさせ、今まさに、戦いを始めようとする二人。その間へ割って入るように、イリーナが声を出す。

「ま、待ちなさいっ！　こんなとこで暴れたら──」

　と、その途と中ちゆう。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……

　地鳴りのような音が響ひびいたかと思いきや、次の瞬しゆん間かん、足下が大きく揺ゆれ動うごいた。

「じ、地じ震しん……!?」

「な、なんだか、嫌いやな予感がするのだわ！」

　果たして、シルフィーの勘かんは、大正解だった。

　震動が収まった直後、我々からほど近い石いし畳だたみが割れ始め……

　大地が裂さけた。

　逃にげ惑まどう民衆。避ひ難なんが遅おくれ、割れ目に落ちていく者達を、俺は魔ま法ほうによって救出する。

　そうしていると、地割れの中で黄金色の光が生じ、まるで柱のように天へと伸のびていく。

　次第に光は薄うすくなり……

　そして、何者かが姿を現した。

「え～、わたくし、ウリエルと申します～。基本世界の崩壊を防ぐためにやって参りました～」

　そう語った妙みよう齢れいの女性は……

　イリーナに瓜二つなエリスにそっくりなアイリスと、似通った容姿だった。




　　　　◇◆◇




「えぇっと……ウリエルさん、でしたか？　申し訳ありませんが、もう一度言ってくださいませんか？」

「はい～。え～、わたくし、ウリエルと申します～。基本世界の崩壊を防ぐためにやって参りました～」

　おっとりとした調子で繰くり返かえす。その姿は大人になったイリーナ、エリス、アイリスといった感じで……

「貴女あなたは、アイリスさんよりも先の時代から来られたのですか？」

「いいえ～。アイリス様の世界は第１８７５８２基本世界。わたくしが住まう世界は、第９８５４５基本世界です～」

「えぇっと、つまり……貴女は並行世界からやって来た、と？」

「その通りです～」

「なんだか、凄すごいことになってきましたね……」

「ちょっともう、ついていけないのだわ……」

　俺もジニーやシルフィーと同意見だが、誰だれかが話を進めねばならぬ。

　ゆえにげんなりしながらも、俺は口を開いた。

「それで……貴女の目的は？」

「はい～。エリスさんとアイリスさんの争いを止めに参りました～。お二方が戦闘状態になった時点で第８４８５８８１７４２２基本世界から第１０８５４８７５８４４５基本世界が消しよう滅めつしてしまいました～。このまま戦闘が続行されますと、順々に基本世界が消失していき～、最終的にはこの第４８７基本世界を含ふくめた全ての世界が消滅してしまいます～」

　なんだか頭が痛くなってきたが、思考を放ほう棄きするわけにはいかん。

「つまり、こういうことですか？　エリスさんとアイリスさんが戦闘せず、お二方が元いた世界の、元いた時代に戻れば、事件が発生することはなく……貴女がおっしゃる、基本世界でしたか？　それが消滅することもなくなる、と」

「そういうことになりますね～」

　正直、もう事件なら起きてるような気がするのだが。

　まぁ、それはあえて気にしないでおこう。

　今、問題になるのは。

「な、なんなのよ、あんたっ！　いきなり出てきてっ！」

「怪あやしい、デス。信用できまセン」

　これである。

　となれば。

「う～ん、困りましたねぇ～。世界樹様のおっしゃる通りになってしまいました～。お二人はわたくしを信じてくださらず～、戦いは止められない～。だから、力づくになるだろう、って～。わたくしとしては、平和的に終わらせたかったんですが～…………まぁ、しょうがないか」

　刹せつ那な。

　ウリエルの全身から殺気が迸ほとばしり……

　彼女の背面に、無数の輝き刃じんが生まれる。

「ちょっと痛い目を見ることになりますけど～、我慢してくださいね～？」

　言い終わるや否や、エリス、アイリス、両者に向かって、群れなす刃やいばが殺さつ到とうした。

「はん！　上等じゃないの！」

「私がすべきことに、変わりはありま、セン……！」

　そして、三つどもえの戦いが勃ぼつ発ぱつする。

　イリーナに瓜二つなエリスにそっくりなアイリスの顔立ちと似通ったウリエル。

　三名の激げき烈れつな戦いは、古都キングスグレイヴ全土に害を及およぼした。

「おそらく、これがエリスさんの言うヤバい事件、なのでしょうね」

　呟つぶやきつつ、俺は探知魔法で街全域を把握。

　全ての生命反応に対し、防ぼう御ぎよ魔法を施ほどこした。

　これで人命が失われるようなことは決してない。

　反面、建築物は秒を刻む毎ごとに崩壊していく。

　我われ々われは現在、大通りのド真ん中に立って騒そう乱らんを眺ながめているのだが……

　そこを中心にどんどんと周囲の建物が消えていくものだから、見晴らしもまたよくなる。

　結果として、地上に居るにもかかわらず、消失していく街を一望することが出来た。

「ア、アード君！　は、早く止めないと！　ま、街が！」

「えぇ、そうですね……」

　急せかすジニーだが、俺は腕うでを組み、難しそうな顔を作るのみだった。

　止めようと思えば、二秒以内に出来る。

　だが……

　あえて、それはやらない。

　なぜか？




　街が崩壊していく様に、爽そう快かい感かんを得ているからだ。




　……確かに、このキングスグレイヴを創り上げるまで、かなりの苦労があった。ゆえに思い入れはある。

　しかしながら、それ以上に。

　このキングスグレイヴには、トラウマがゴロゴロと転がっているのだ。

　それもこれも全部──




　リディアが悪いッッ！




　例えば、そう。

「あぁっ！　《魔王》道化の大おお舞ぶ台たいがっ!?」

　今し方破は壊かいされた、大通りの真ん中にドンと設けられた雛ひな壇だん。

　アレは《魔王》が民衆を楽しませるべく、自らが道化に扮ふんして芸を披ひ露ろうした……などという逸いつ話わが残っているが、それは大間違いだ。

　俺は、率先して芸を披露したのではない。

　罰ばつゲームとして、芸を披露させられたのだ……！

　当時、リディアの馬ば鹿かがこの街へ頻ひん繁ぱんに遊びに来ては、俺に喧けん嘩かを売りまくっていた。

　あの頃ころは奴やつのやり口に慣れていなかったため、負けることもしょっちゅうあり……

　その結果が、あの雛壇である。




『はい、オレの勝ちィ～～～～！　罰ゲームとしてお前、道化に扮して芸でもやれ』

『……何を馬鹿なことを。王たる者がそのような』

『あ、できないんだ？　王様のくせに芸事の一つもできないんだ？　ごっめ～ん、オレが悪かったわぁ～。普ふ段だんなんでもできますよ的に振ふる舞まってるくせに、お笑いネタの一つも持ってないなんて──』

『誰が出来んと言ったッ！　このヴァルヴァトスに不可能などないわッ！』




　挑ちよう発はつにまんまと引っかかった俺は、街でも一番人目につくであろう場所へ雛壇を作り、道化に扮して芸を披露した。

　笑ったのはリディアだけだった。

　民衆達は王が必死こいて芸をこなすさまに、ドン引きするのみであった。

　心が痛かった。

　しかし今。

　そんなトラウマの一つが跡あと形かたもなく消え失うせ──

　正直、めちゃくちゃ気分がいい。

「あぁっ！　伝説の《魔王》全ぜん裸ら疾しつ走そう橋がっ!?」

　実に素晴らしい。

　あんなものは真っ二つにしてしまえばいいと常々思っていた。

「あぁっ！　伝説の《魔王》様、食い逃げ事件で有名なお店がっ!?」

　これでめでたく閉店である。

　ていうか数千年もよく潰つぶれなかったな。ビックリしたわ。

「あぁっ！　伝説の《魔王》様、穴があったら入りたい事件の大穴がっ!?」

　完全に埋うまっている。

　ふふん、最高の気分だ。

「あぁっ！　《魔王》様大だい爆ばく発はつ事件を記念して作られた像がっ!?」

　ものの見事に木こっ端ぱ微み塵じんだな。

　ていうか俺が大爆発したことを記念して作られた像ってなんだ。

　そんなもの、なんの記念にもならんだろうが。

「あぁっ！　《魔ま王おう》様でんぐり返し記念館がっ!?」

　なくなってせいせいするわ。

「あぁっ！　《魔王》様、勇者に膝ひざ小こ僧ぞう蹴けられて泣いた像がっ!?」

　リディアの頭だけ粉々である。

　ざまぁみろ。

　ふはははは。あの三人にはもっとやれと言いた──

「あぁっ！　魔王城がっ!?」

　…………え。

「あぁっ！　魔王城だけ執しつ拗ようにやられてるっ！」

　ちょっ。

「あぁっ！　塔とうの一部が木っ端微塵にっ!?」

　な、なな、な……







　なにをしてくれてんだ、貴様等らぁあああああああああああああああああああッッ！




　我が城、キャッスル・ミレニオンが見みる影かげもないじゃないかッ！

　あぁ、なんてことをッ！

　アレを造るのに、どれだけの情熱と苦労を費やしたかッ！

　リディアの馬鹿に両断されたり、シルフィーの馬鹿に爆破されたり、シルフィーの馬鹿に爆破されたり、シルフィーの馬鹿を爆破したり……！

　そのたびコツコツと修復と改造を積み重ね、ようやく完成した我が愛城をッ！

　よくもよくも！　瓦が礫れきの山やまに変えてくれたなぁあああああああああああッッ！

　もう許さんッ！

　あの馬鹿共、三人まとめて尻しり叩たたきの刑けいにしてくれるッッ！

　激しい情動が、俺の足を動かす──

　が、一歩を踏ふみ出す、その直前だった。




「なぁあああああにやってんのよ、このバカチンがぁああああああああッ！」




　鼓こ膜まくを破らんばかりの大音量が、古都キングスグレイヴ全域に響ひびき渡わたった。

　瞬しゆん間かん、エリス、アイリス、ウリエルの三名はビクゥッと全身を震ふるわせ、身動きを停止。

　そんな彼女等のもとへ、イリーナは全力疾しつ走そうで駆かけ寄よると、

「エリスはその剣けんを下ろすッ！　アイリスは魔法を消してッ！　ウリエルッ！　あんたは降りてきなさいッッ！」

　顔を真っ赤にして怒ど鳴なるイリーナに、逆らうことが出来る者はいなかった。

　皆みな、大人しく従い、そして。

「三人とも！　ちょっとそこに正座なさいっ！」

「「「は、はい……！」」」

「別にね、喧嘩するなとは言わないわよ。でも、限度ってものがあるでしょうが」

「い、いや、だってあいつらが──」

「口答えしないッッ！」

「はい、ごめんなさい！」

「ていうかウリエル！　あんたね、刃は物ものなんか飛ばして、危ないでしょうが！　皆が怪け我がしたらどうするの!?」

「い、いや～、アレぐらい、わたくしの世界では危ないうちには～……」

「余よ所そは余所ッ！　ウチはウチッ！」

「あ、はい……」

「まったく！　人様に迷めい惑わくかけんじゃないわよ！」

「……アナタの大音量も十分迷惑デスけど」

「あぁんっ!?」

「ひぃっ!?　ご、ごめんなさいっ！」

「揚あげ足あしとってんじゃないわよ！」

　縮こまった幼女、少女、女の三名に説教を食らわせ……

「罰として、お尻一〇〇叩きだからねっ！　まずはエリス！　あんたからよ！」

「えぇっ！　い、嫌いやよ、そんなの！」

「口答えしないの！　この子はもぉ～～～～！」

　尻を叩きながら怒おこるその姿は、まさに。




　あまりにも立派な、お母さんであった──




　　　　◇◆◇




　我われ等らがイリーナちゃんによるお母さん的制裁によって、キングスグレイヴに平へい穏おんが戻もどった。

　以降、話は急速に纏まとまっていき……

　エリス、アイリス、ウリエルが元の時代へと戻ることが決定。

　当初はエリスが渋しぶっていたものの、

「あたしの言うことが聞けないの!?」

「ひぃっ!?　い、いや、でも！　あたしが元の時代に戻ったら全てが解決するって保証は、どこにも──

「保証ならあるわよ」

「え。ど、どこに？」

「あたしの勘かんっ！　これが何よりの保証っ！」

「えぇ～～～……」

「なによその目？　またお尻叩かれたいの？」

「め、滅めつ相そうもないですっ！」

　こうなったイリーナちゃんは無敵である。

　誰だれも反論することはなく、皆、元の時代、元の世界へと戻っていく。

　アイリスとウリエルは、イリーナから逃にげるように亀き裂れつへと身を投げ込んだ。

　一方で、エリスは虚こ空くうに浮うかぶ亀裂を前にして、

「……短い時間だったけど、楽しかったわ」

「あたしもよ。ま、暇ひまになったら遊びに来なさい。いつでも歓かん迎げいするから」

　微笑ほほえむイリーナに、エリスは困ったような笑みを浮かべ、頰ほおを搔かいた。

「え～っとね、残念だけど、それは出来ないの。時間逆行は、一回限りの大魔法だから」

「えっ。てことは……あたし達、もう会えないの……？」

　悲しげな顔となるイリーナに、エリスはなぜだかクスリと笑って、

「ううん。そんなことはないよ。また、必ず会えるから」

　彼女はイリーナに近づいてハグを交わし……

　頰へキスして、こう言った。




「またいつか、未来で会おうね、ママ」




　華はなが咲さいたような、眩まばゆい笑みを浮かべて。

　エリスは、元の時代へと帰って行った。

「やっぱり、あの子はミス・イリーナのご息女だったんですねぇ」

「えっ。えっ。あ、あたしの、こ、子供？　エリスが？」

「あ～、言われてみれば、納得だわ。見た目そっくりだったもんね」

　得心するジニーとシルフィー。その間で、目を白黒させるイリーナ。

　そうか、確定してしまったのか。

　どこの馬とも知れぬ男によって、イリーナちゃんの貞てい操そうが奪うばわれてしまうという、最悪の未来が……！

　いや。

　諦あきらめてはならない。

　未来とは常に、己の力で切り開いていくものだ。

　あぁ、俺は諦めんぞ。

　気に入らない運命など、この手で粉ふん砕さいしてくれるわ！

　決意を新たに、俺は拳こぶしを天に──

　突つき上げようとした、そのときだった。

「うぉおおおおおおおおおいっ！　たいへん！　たいへんだぁあああああああああっ！」

　ドタドタと音を立てながら、何者かがこちらへ近づいてくる。

　ヴェーダであった。

　彼女は黄金色の髪かみを揺ゆらしながら、我々のもとへ駆け寄ると、

「ふぅ～……あぁ、疲つかれた。おや？　あの未来人ちゃんはどこかな？」

「先程、未来へとお帰りになりましたよ」

「えぇ！　それは残念だなぁ。解かい剖ぼうしたかったのに。先っちょだけでもよかったのに」

　無念そうな顔で唸うなるヴェーダに、俺は肩かたを竦すくめながら問うた。

「それで、なんの御ご用ようですか？　何やら叫さけんでおられましたが」

「あぁ、そうそう！　つい数時間前にさ、ワタシ、君に言ったよね？　今回の一件はワタシの差し金じゃないって」

「えぇ。事実、貴女あなたは無関係──」

「ごめん！　それ噓うそだった！」

「……はい？」

　自然と、頰に冷ひや汗あせが浮かぶ。

「あの、何を、言っておられるのですか？」

「いやね、ワタシもついさっき知ったんだけどさ。え～っとどっから話すべきかな？　偉い大だいなる学者神たるワタシが生まれたときから？」

「……要点だけを、かいつまんでお願いします」

「えぇ～？　ま、いっか。アレはそう……三〇〇年ぐらい前かな？　当時、ワタシは並行世界に干かん渉しようするための魔ま導どう装置を作ってたんだけどね、これがまぁ～、難しかった。ワタシの神頭脳を以もつてしても難航したんだよね」

「……では、そのプロジェクトは閉へい鎖さした、と？」

「いやいや！　諦めの悪さも学者には必要だからね！　根気よく進めていったよ。で、なんとか魔導装置のプロトタイプを造ったんだけど……何をどう間ま違ちがえたのか、起動してくれなかったんだよね」

「ほう。実験を始めることすら出来なかった、と」

「うん。したらもう、温厚なワタシもさ、キレちゃったわけだよ。ねぇ、なんでワタシの言うこと聞いてくれないの!?　なんでワタシのことだけ見てくれないの!?　って」

「……はぁ」

「どれだけ呼びかけても応えてくれないもんだから、我が慢まんの限界が来ちゃってさ。もういいよ！　君のことなんか知らないんだからね！　二度と顔見せないでよ！　つって、蹴けり入れて別れてやったよ。それからすぐ新しい研究対象こいびと見つけて、ワタシはあいつのことを忘れた……」

「それ実験の話ですよね？　恋こいバナとかじゃありませんよね？」

「あれから、今日でだいたい三〇〇年。もう、あいつのことなんて本当に忘れてた。でも……エリスちゃんを見た瞬間、なぜだかあいつのことを思い出したの。最初はね、もうどうでもいいって、そう考えたんだけど……でも、なんだか気になっちゃってさ」

「それって装置のことですよね？　元カレとかじゃありませんよね？」

「久しぶりに、会いに行ったんだ。あいつに。そしたらさ……あいつ、起動してやんの。三〇〇年もほっといてさ、いまさら起動してやんの。ワタシは言ってやったよ、なんのつもり!?　って。でも、あいつは何も言い返さなかった」

「まぁ、無機物ですもんね。ただの魔導装置ですからね」

「ヨリ戻したいなんて言ってもダメなんだから！　ワタシにはもう、新しい実験こいびとが居るんだから！　って、振ふってやったよ。でもあいつ、それでも何も言わなくて……なんだか、こっちが悪いことしてるのかなって、そう思ったりもしたんだけど──」

「あの、すみません。もうちょっとわかりやすく説明してくれませんか？　もう事情説明なんだか恋バナなんだか、全然わかんないので」

「はぁ。しょうがないな。じゃあもう、結論から言うね」

　一度区切ってから、ヴェーダは淡たん々たんと説明し始めた。

「三〇〇年前に造った、並行世界に干渉する魔導装置が今になって起動したの。多分、あの未来人ちゃんがやってくる直前かな」

「……つまり、彼女の来訪はその装置が影えい響きようしていた、と？」

「そうそう。で、質問なんだけどさ、それから何人か、こっちに来なかった？」

「えぇ、二人いらっしゃいましたが、それが何か？」

「……あちゃ～」

　ヴェーダの額に一つ、冷や汗が浮かんだ。

　瞬しゆん間かん、俺は悟さとる。

　今回の一件、エリスが帰き還かんしたことによって全てが解決したと、そう考えていたのだが。

　それは間違っていた。

　事件は解決を見せてなどおらず、むしろ──

　始まってすらいなかったのだ。

「あ～、どうやらあいつ、暴走しちゃってるみたいだねぇ～」

「……詳くわしく説明しなさい。早く」

「まぁ、簡単に言うとさ、あの装置って、この世界に存在する特定の人物と縁えんのある存在を、向こう側からこっちへ移動させるよう仕向けるためのものなんだよね」

「因果と真理を書かき換かえて、両世界に存在する二者の間に縁を創る、ということですか？　その対象に今回、偶ぐう然ぜんイリーナさんが選ばれた、と。だから彼女の近親者がこの世界へやってきたわけですね？」

「まぁ、そういうことだね。で、こっからが重要なんだけど……設計上、あの装置は一度の起動につき一人だけを呼び出すものだった。なのに、一度の起動で三人も来ちゃった。これはもう装置の暴走としか言いようがない。こうなってくると──」

「まさか」

　最悪の未来が、頭に浮かぶ。

　その、次の瞬間だった。

　暮れなずむ天空に巨きよ大だいな亀裂が走り、そして。




「我が名はゴッド・イリーナ。この世界を浄じよう化かしに参った」




　巨大な、神々しい姿の、イリーナに似た何かが現れる。

　しかし。

　これで終わりではなかった。

　天空にて、また新たに亀裂が生まれ──

「わ・た・し・は・メ・モ・リー・イ・リー・ナ。こ・の・世・界・の・記・録・を・観・測・に・来・た」

　しかし。

　これで終わりではなかった。

　天空にて、また新たに亀裂が生まれ──

「うぅぅぅ我ぁぁぁぁが名は魔界大たい帝ていッ！　ブラッド・イリィィィィィナだぶぅるぅああああああああああッッ！」

　これで終わりではなかった。

　天空にて、また新たに亀裂が生まれ──

「うぉおおおおおおおおお！　マウンテン・イリーナじゃあああああああああいッ！」

　これで終わりでは（以下略。

「吾わが輩はいはミステリアス・イリーナ！」

「儂わしはサウザンド・イリーナ！」

「ぼくはメタモルフォーゼ・イリーナ！」

「あたいはスパークリング・イリーナ！」

「我われはメタリック・イリーナ！」




　～～～中略～～～




「ウチはアルティメット・イリーナ！」

「小生はギガンティック・イリーナ！」

「オレはコスメティック・イリーナ！」

　次々に現れる、並行世界の連中。

　一日目でこれなら、二日目以降はどうなるんだ……




　悪夢のような光景を前に、俺は心の底からグッタリするのだった。
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第二日目　ザ・ウーマン・ラッシュアワー！









　なんやかんやあったが、修学旅行第一日目も無事に終しゆう了りよう。

　生徒達は皆みな宿へと入り、三人一組にあてがわれた部屋へ入室。

　それから夕ゆう餉げと入浴を済ませると、すぐに就しゆう寝しん時間となった。

「ではおやすみなさい、ミス・イリーナ、ミス・シルフィー」

「えぇ、おやすみ」

「今日はなんだか疲れたのだわ～」

　ランプの灯あかりを消すと、室内には瞬またたく間まに闇やみが広がった。

　イリーナ、シルフィーがベッドへと入る。

　ジニーもまた、毛布を被かぶり……

　数秒後。

「ぐご～～～！　ぐご～～～！　あぁっ！　リディー姐ねえさん、それは《魔王》の頭じゃなくてパイナップルだわ！」

　とんでもない速さで眠ねむりに就いたシルフィーによる、いびき＆寝ね言ごとのせいでまったく眠れそうになかった。

「……ミス・イリーナ、起きてます？」

「……この状じよう況きようで寝られる方がおかしいわよ」

「はぁ。騒そう音おん対策でもしましょうか」

　およそ一五分後。

「ぐげががごごごごごごご！　おぼ！　おぼべばばばばばば！」

「「ダメだこりゃ……」」

　騒音対策はなんの効果もなかった。猿さるぐつわを嚙かませたり、鼻の穴を布で塞ふさいだり、顔に落書きしたりなど色々やったが、むしろ騒音は悪化するのみ。

「はぁ。もう、しょうがないわね」

「……眠くなるまで、お話でもしましょうか」

　互たがいに頷うなずいて、雑談を始める。

　喧けん嘩かばかりしている印象の二人だが、実のところ、アードが絡からんでいなければ衝しよう突とつするようなことはない。

　……そう、アードさえ絡まなければ。

　一時間、二時間と談笑が続くと、必然、話題も尽つきてくる。

　そしてとうとう、例の話がジニーの口から放たれた。

「ねぇミス・イリーナ、貴女あなた、好きな人はいらっしゃるの？」

「修学旅行の定番って感じね」

　苦笑してから、イリーナは黙だまり込んだ。

　言うまでもない、ということだろう。

　ジニーもあえて追つい及きゆうはしない。

　それから二人は、例の彼以外に対する恋れん愛あい経験などを語り合う。初はつ恋こいは誰だれだったか、とか、理想的な恋愛の形は何か、とか。

　けれども結局は、例の彼へと話が戻もどっていく。

「あたしやっぱり、どうしてもあんたの考えには賛同できないわ。ハーレムだなんて気持ちが悪いもの」

「それに関しては、もはや平行線ですわねぇ」

「……これだけはホンットに理解できない。好きな人の周りに自分以外の女の子が居るのに平気だなんて」

「私にとって彼は、独どく占せんすべき存在ではありませんので」

　この考えに迷いはない。そう、思っているのだが。

　なぜだか妙みように胸がモヤつく。

「はぁ。ま、あんたがそれでいいなら、別に何も言わないけど……でも、断言しとくわ。こればっかりは、あんたの好きにはさせないんだから」

「そっくりそのままお返しいたしますわ～」

　最後の話題が終わると共に、強きよう烈れつな睡すい魔まがやってきた。

　これならシルフィーの騒音があろうとも、眠ることが出来るだろう。

「では、今度こそ」

「えぇ、おやすみなさい」

　瞼まぶたを閉じる。依い然ぜんとして騒音は鳴なり響ひびいていたが、次第にそれも聞こえなくなり……

　ジニーの意識は、ゆっくりと沈しずんでいった。




　　　　◇◆◇




　気付けば、ジニーは森の中に立っていた。

　まるで御お伽とぎ噺ばなしに出てくるような雰ふん囲い気きの、なんだか温かみのある森林だった。

　しかし……

　どうにも、まともとは言い難い。

　まず、空に浮うかぶ太陽。

　燦さん々さんと煌きらめくそれには無む駄だに濃こゆい顔が描えがかれており、眩まぶしすぎる笑顔を見せている。

　また、森の中では虫達による、




　デンデデデンデン♪　デンデデデデデデ♪

　デンデデデンデン♪　デデデデデン♪




　と、無駄に軽けい妙みような大合唱が常に鳴り響いており、それに合わせて小動物が二足歩行で踊おどり狂くるっていた。

「……新手の悪夢ですわね、これ」

　顔を顰しかめるジニー。一いつ旦たん意識を覚かく醒せいさせて、この夢を終わらせたい。そう願うのだが、どうやっても起き床しようすることができなかった。

「あぁもう、どうしたものかしら」

　虫達の大合唱、踊り狂う小動物達をバックに、ジニーは腕うでを組んで悩なやむ。

　そうしていると。

「ふぇっ、ふぇっ、ふぇっ。お嬢じようさん、この林りん檎ご──」

「あ、結構です」

「最後まで言わせてよ！　ノリが悪いなぁ、もうっ！」

　ぷんすかと怒おこりながら地面を蹴けったのは、黒いローブを羽織った老ろう婆ば……ではなく。

「なんでヴェーダ様が夢に出てくるのかしら」

　そう、元・四天王の一人にして、伝説のトラブルメーカーであった。

「ふふん。これは夢であって夢じゃないんだよ、ジニーちゃん。ワタシはある目的のために君の意識だけをこの固有空間へ──って、ちょいちょいちょい！　話聞こうぜ!?　なんで木登りなんかしてんのさ!?」

「いや、この大木のてっぺんから飛び降りたら、意識が戻るかなぁって」

「よく試そうと思ったね!?　普ふ通つうやらないよ!?　こんな得体の知れない空間でさ！　リスクを恐おそれるもんでしょ、普通は！　まったく、さすがのワタシもビックリだよ！　マジで引くわ！　現代人マジで怖こわいわ！」

「貴女の方がよっぽど怖いんですけど。……で、いったいなんの御ご用ようですか？」

「あぁ、うん。そうそう。なんかペース狂っちゃったけど、気を取り直して……本題へ入ろうか」

　普段浮うかべている気味の悪い笑みが、ヴェーダの幼い美び貌ぼうに宿る。

　そして彼女は右手を差し出し、その掌てのひらを天へ向けた。

　すると、前まえ触ぶれなく手中が煌めき……

「あ、間ま違ちがえた。これじゃねぇわ」

　なんか聖せい剣けん的てきな雰囲気の武器が出てきたが、ヴェーダはそれをどこかに放り捨てた。

　それから再び、彼女の掌が煌めいて……

　数すう瞬しゆん後、ヴェーダの手元に小さな小さな瓶びんが現れた。

　その中には無色透とう明めいな液体が充じゆう満まんしている。

「なんですか、それは？」

「君が今もっとも欲しいもの。そう────惚ほれ薬さ」

　ピクリと、勝手に眉まゆが動いた。

「惚れ薬？　……私は別に、そんなもの必要とはしておりませんわ」

「そうかな？　ワタシは君の本心を見み抜ぬいてるつもりだけど」

「……どういう意味ですか？」

「君はさぁ～、アード君の一番になりたいんだろ？」

　沈ちん黙もくを返すジニー。

　少し前の彼女であれば、ありえないと即そく答とうしていただろう。

　だが、今の彼女には、それが出来なかった。

　なぜか？

　そう自問したことを見抜いたのか、ヴェーダは笑みを深くして、答えを代弁する。

「自信が付いたからさ。ジニーちゃん。彼に出会う前の君は、実にネガティブな女の子だった。彼と出会ってからも、すぐにはそれは変わらず……だからこそ、歪ゆがんだ考えが生まれたんだよ。ハーレム容認という歪んだ考えがね」

　言い返そうと思ったが、しかし、言葉が出てこない。

　ヴェーダの発言は、否定出来ないもの、だったから。

「全ては君のネガティブさゆえの歪みだ。自分なんかが彼を独占していいわけがない。自分なんかが、彼の一番になれるわけがない。自分なんか、自分なんか、自分なんか。そういう後ろ向きな気持ちばかりが、君の中にはあった。けれど……今は違う」

　ジニーを指差しながら、ヴェーダは言う。

「君は成長し続けた。心身共に、ね。その成長率はきっと誰よりも高いだろう。ライバル視してるイリーナちゃんよりもよほどね。そうだからこそ、君の心からネガティブな思考が薄うすれていき……歪みもまた、解消されつつある」

　ゆっくりと近寄りながら、ヴェーダは囁ささやくように言葉を紡つむいだ。

「君はもう昔の君じゃあない。だから……彼を独占し、一番になる権利がある」

　なんて甘かん美びな言葉だろう。

　少なくとも、悪い感じはしなかった。

　けれども……まだ、それを認めるには至らない。

「私は、別に、彼のことを独占しようとは……思ってません。彼は、その……皆みなの恋こい人びとで……多くの女性に囲まれている姿が、私には……そう、一番魅み力りよく的てきに……感じます、から」

　ヴェーダの発言が、自身の中にあったモヤを増ぞう幅ふくさせたからか、口にする言葉はまるでつぎはぎのようで、その中心に芯しんが通っていなかった。

　そんな心理を見抜いたか、ヴェーダは唇くちびるを吊つり上あげながら、右手に持つ小瓶を差し出してくる。

「まぁ、なんにしてもだよ。これは持っておいて損はない。そうだろう？」

　受け取るべきか否か。

　頭はそう悩んでいる。

　しかし、体は正直な反応を示した。

　気付けばジニーの左手は、吸い寄せられるように小瓶へと向かい……

　惚れ薬を、手中に収めていた。

「そう。それでいいんだ」

　ニッコリと、まるで御伽噺に登場する魔女のような笑みを浮かべると──

「いよぉおおおおおしっ！　前置き終しゆう了りようっ！　こっからはルール説明の時間だっ！」

「は？　ルール説明？」

「そのと～り！　君に渡わたした惚れ薬は、ただ飲ませるだけで効果を発揮するような、つまんないもんじゃあないのさ！　相手を惚れさせるためにはルールがある！　一回しか言わないからよ～く聞くんだよっ！」

「えっ、あ、はい」

　ヴェーダが語った、惚れ薬のルールは次の通りである。





『前提項こう目もく』

　一つ！

　まず自分が半分の量を飲まなければならない！

　二つ！

　飲んでから一二時間以内に、対象となる人間へ、三種存在する〝基本アクション〟のうちいずれかを実行しなければならない！

　三つ！

　基本アクションを一度クリアする毎ごとに一ポイント贈ぞう呈てい！

　三ポイントを取得した時点で惚れ薬の効果が発動する！

　ただし基本アクションＮｏ．３のみ例外となる！　詳しよう細さいは次の項目で！




『基本アクション』

Ｎｏ．１

　対象に「すき」あるいは「すき」が入った単語を言わせる！

　これは「好き」というニュアンスでなくても可！

Ｎｏ．２

　対象に「キス」をする！

Ｎｏ．３

　相手に直接惚れ薬を飲ませる！

　この基本アクションを満たした場合、一発で三ポイント贈呈！






「以上を踏ふまえて、正々堂々、スポーツマンシップに則のつとり、悔くいのない恋れん愛あいバトルを楽しもう！　それじゃ、ワタシはこのへんで失礼するよっ！」

　彼女が右手を上げた瞬間、急速に意識が遠のいていく。

　おそらく、もう三秒と経たたぬうちに目が覚めるだろう。

　そんなことを考えた矢先。

「あっ！　しまった！　言い忘れてた！　三種の基本アクションには隠かくしルールが──」

　言葉の途と中ちゆうで。

　ジニーの意識は、完全に断たれたのだった。




　　　　◇◆◇




「う、うぅ……」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、唸うなり声をあげるジニー。

　ゆっくり瞼まぶたを開けると、そこは珍ちん妙みような森の中ではなく、あてがわれた三人部屋であった。

「悪い夢、だったのかしら……？　きっとそう、よね……さもなきゃ、この世界のヴェーダ様が、私の気持ちなんてわかるわけ……」

　と、呟つぶやく最中のことだった。

　手元に何か、異物の気配。

　おそるおそる、毛布の中から手を出してみると……

「これ、って」

　ジニーの手には、夢の中でヴェーダが渡してきた小瓶が握にぎられていた。

　闇やみの中、瓶に入った無色透明な液体がタプンと揺ゆれる。

「……私は」

　か細い声が、室内の暗闇に溶とけて消える。

　気付けば、彼女はヴェーダに言われた言葉を反はん芻すうしていた。




　君の歪みは解消されつつある。

　アード君の一番になりたいんだろう？




　……図星だった。

　彼に出会ってからというもの、信じられない出来事をいくつも経験して、ジニーは心身共に変わっていったのだ。
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　弱気で、後ろ向きな自分はもういない。

　そうだからこそ、今、ジニーは心のどこかで、こう思っている。

　彼に、振ふり向むいてほしい。

　自分だけを見てほしい。

　周りに有象無象が居ても構わない。ただ、自分が一番であったなら。

「……この薬さえあれば、思いが叶かなう」

　小さな瓶を見つめながら、ジニーは生なま唾つばを飲み込んだ。

　そして。

「……けれど、私はこれを絶対に使わない」

　その言葉には、固い決意が込められていた。

　惚れ薬を用いれば、至極簡単に彼の心を奪うばえるのだろう。だが、そんな惰だ弱じやくすぎる考えに囚とらわれるほどジニーは弱くない。

　そもそも、プライドが許さないのだ。

　意中の相手は己の魅力で以もつて仕留める。

　これはサキュバスという種族全体に伝わる、一種のアイデンティティーであった。

「ヴェーダ様には悪いけれど、これは放ほう棄きさせていただきましょう」

　惚ほれ薬を捨て去るべく、ジニーは身を起こした。

　その、次の瞬間。

「う、うぅん……」

　隣となりのベッドで眠ねむっていたイリーナが唸り声をあげ、ゆっくりと瞼を開ける。

　しばしもぞもぞとしていたが、やがて彼女もまた上体を起こした。

　きっと用でも足しに行くのだろう。

　そう思い、ジニーはイリーナに対し、さしたる興味を抱いだかなかったのだが……

「あれ？　あんた、その小こ瓶びん」

「あぁ、これはただの──」

　適当な言い分を口にしようとした、その直前のことだった。

　ジニーの瞳ひとみが、それを捉とらえたのは。

　薄暗闇の中。

　イリーナの手元で、キラリと何かが光る。

　それは間ま違ちがいなく──

　惚れ薬が入った、小瓶そのものであった。

「ミ、ミス・イリーナ……！　そ、その小瓶は……！」

「……どうやらヴェーダ様の夢を見たのは、あたしだけじゃなかったようね」

　その後、互たがいに深呼吸を繰くり返かえして現状を受け入れると、二人は自らのベッドに座り、面と向き合った。

　両者共、小さな瓶を握り締しめ、困こん惑わくを顔に浮うかべている。

　しばし沈ちん黙もくが二人の間に流れていたが……やがて、イリーナがおずおずと口を開いた。

「どうするの？　これ」

　はぁ、とため息を吐ついてから、ジニーは己の考えを口にする。

「私はコレ、放棄しますから」

「そっか」

「当然、ですよね。こんなの使って好きになられても、スッキリしないでしょう？」

「そうね」

「やっぱり、好きな人には正せい攻こう法ほうで振り向いてもらいたい。そう思いませんか？」

「えぇ、その通りよ」

「こんな薬に頼たよって相手の心を奪うだなんて、卑ひ怯きよう者ものの行いですわ」

「ぐうの音も出ないほどの正論ね」

「ですからミス・イリーナ。これから一いつ緒しよに、この薬を捨てに行きましょう」

「うん。やだ」

　………………

　…………

　……今、なんて言った？

「あ、あの。私の聞き間違い、ですかね？」

「なにが？」

「いや……さっき貴女あなた、やだ、って」

「うん。そう言ったけど？」

「えっ？」

「えっ？」

「……ちょっと、話を整理しましょう。私は惚れ薬を使うつもりがない。だってそれは、卑怯者がすることだから。貴女もそう思う。……ここまでは問題ありませんよね？」

「うん」

「でしたら……何をすべきか、わかりますよね？　この惚れ薬はぁ？　つ・か・わ？」

「ない、のはあんたの勝手だけど、あたしにそれを強制しないでちょうだい」

「……いや、そういうことじゃなくて。貴女、同意しましたよね？　惚れ薬を使うなんて卑怯なことだって、同意しましたよね？」

「うん」

「だったら普ふ通つう、どうします？」

「まぁ、捨てに行くわよね」

「わかってんじゃないですか！　じゃあそうしましょうよ！」

「やだ」

「なんでっ!?」

「なんでも何も、これ使ったらアードはあたしのことしか見なくなるんでしょ？　だったらもう、安あん泰たいじゃない。あんたがアレコレ動こうとアードは見向きもしなくなる。あたしはあんたにイライラしないで済む。何もかも完かん璧ぺきじゃないの」

「……いや、ちょっと、待ってください」

　頭が痛くなってきた。

　コメカミを押さえながら、ジニーはなんとか口を開く。

「貴女、プライドとかないんですか？　心が痛んだりしないんですか？　卑怯な行いだってわかってるんですよね？　なのに、薬を使うんですか？」

「そりゃあね、プライドは傷付くし、心だって痛むわよ。出来ることならこんなの使いたくはないわ。けれど……」

「けれど？」

　ジニーのオウム返しに、イリーナは「ふぅ」と一息吐くと。

　好戦的な笑みを浮かべながら、言った。

「これを使ってあんたの計画をブッ潰つぶせるなら、プライドなんて犬にでも食わせてやるわ」

　挑ちよう戦せん的てきな発言を受けて、ジニーは無意識のうちに頰ほおをひくつかせていた。

　……あぁ、そうだ。そうだった。

　自分達は、そういう関係なのだ。

　普段こそ、特別不仲というわけではない。だが……

　決定的なところで、自分達は絶対にわかり合えないのだ。

　アードに関する問題が決着しない限り、この関係は変わらないだろう。

　即すなわち──

「ねぇジニー、あんたがあたしをどう思ってるかは知らないけれど。あたしの意見はね」

「おほほほ、皆みなまで言わないでくださいませ。こちらもきっと、同じ考えですから」

　両者共に、牙きばを剝むくように笑う。

　心の中にある思いは、互いに同じ。




　──こいつは、敵だッ！




「ミス・イリーナ。私はね、ずっと貴女が嫌きらいでしたわ。何せ貴女は……いつだって、あの人の一番だから。私が座りたい椅い子すに、いつだってふんぞり返ってる」

「あぁ、そう。あたしもね、あんたが嫌いよ。いつもいつもあたしとアードの間に割って入ってきて、鬱うつ陶とうしいったらありゃしない」

　ふふふふふふ。

　うふふふふふ。

　笑みを零こぼし合いながら、しかし、相手を射殺すように睨にらむ。

「蹴け落おとして差し上げますわ、ミス・イリーナ」

「ブッ潰してあげるわ、ジニー」




　かくして。

　恋こいする乙女おとめ達による、血で血を洗う抗こう争そうが、幕を開けたのであった──




　　　　◇◆◇




　早朝。

　生徒達が目を覚まし、宿の中にさざめきが満ち始めた頃ころ。

　ジニーとイリーナは二人、同時に惚れ薬を口へ含ふくんだ。

　ちょうど半分の量を飲み込むと、その瞬しゆん間かん。




【ＧＡＭＥ　ＳＴＡＲＴ！】




　頭の中に、こんな文字列が浮かび上がった。

「これから一二時間、悔くいのなきよう」

「言われずとも。全身全ぜん霊れいをかけて戦うわ」

　その果てに勝利を摑つかむのは、自分だ。

　両者共、戦場に臨む将軍のような顔つきであった。




　それから二人はシルフィーを叩たたき起おこし、肩かたを並べて食堂へと赴おもむく。

　広々とした室内には既すでに幾いく人にんかの生徒が入っており……

「おはよっ！　アードっ！」

　彼の姿を見た瞬間、駆かけ出だすイリーナ。

　そのさまはまるで、主人の帰宅を喜ぶ子犬のようだった。

「おはようございます、イリーナさん。本日もご機き嫌げん麗うるわしゅうございますね」

「うんっ！　アードが傍そばに居るからねっ！」

　太陽のような煌きらめく笑顔で、イリーナは彼の腕うでを組み……その豊満な胸を押し当てた。

　アードの腕を挟はさむそれが、むにゅりと柔じゆう軟なんに形を変える。

　まるで、ジニーに見せつけるかの如ごとく。

（普段であれば、私も対抗してアード君の腕をとって色いろ香かを振ふりまく場面……）

（けれど、今はそのときじゃない）

（ミス・イリーナ。現状において、貴女の行動は悪手ですわよ）

　ジニーはあえてアード達からやや距きよ離りを置いたポジションを維い持じする。

　そうしつつ朝食を注文し、料理皿が載のった盆ぼんをテーブルへと運ぶ。

　ここにおいても、イリーナはアードにベッタリであった。

「ねぇアード、隣となり座っていい？」

「えぇ、もちろん」

「やった！　ありがとっ！」

　盆をテーブルへ置き、肩がくっつくほど近くへ寄りながら着席するイリーナ。

　そうしながら……ジニーをチラと見やり、鼻で笑う。

（普段よりもずっとベッタリ）

（きっとこれは挑ちよう発はつ行こう為い、でしょうね）

（まったく、愚おろかなことだわ）

（開幕早々、悪手を積み重ねるだなんて）

　ジニーはシルフィーと同様、アードの対面へ移動し、着席する。

「……ジニーさん、どうかされましたか？」

「どうか、とは？」

「いえ、その。いつもでしたら……」

　自分の隣に座らないことを不ふ審しんに思っているのだろう。

　怪け訝げんな彼に、ジニーはニッコリと微笑ほほえんだ。

「えぇ。今日の私には、ここがいいんですよ。このポジションが、実にいい」

　なぜならば、どのような事態にも対応が可能だからだ。

　オフェンスだけを考えれば、アードに密着するべきだろう。

「すき」と言わせるにしても、キスをするにしても、薬を飲ませるにしても、距離が近い方が有利ではある。

　だが……ゲームはオフェンスのみにあらず。ディフェンスもまた肝かん要ようである。

　それを思えば、ジニーのポジションはベストなものだった。

　ほどよい距離感を保ち、相手方の様子を常に把は握あく可能。怪あやしい言動があれば随ずい時じ対応が出来るうえ、オフェンスに回ることも不可能ではない。

　欠点としては、対象との距離が開いているため、キスをするのが難しいところだが……

　これもまた、策略の一いつ環かんであった。

（初手からしばらくは、基本アクションＮｏ．１……すきと言わせることに集中する）

（ハナからキスを諦あきらめていると相手が油断したなら、そのときは奇き襲しゆうをかけて、アード君にキスを叩き込む）

（確かに、距離的にはキスしづらいけれど、工夫次第でどうとでもなるわ）

（重要なのは、オフェンスとディフェンスのバランス）

　その点において、イリーナのポジションは最低である。
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　至近距離ゆえオフェンス的には完璧だが、ポジションの関係上、こちらは相手の動作全てを封ふう殺さつできる。

　いくらオフェンシブでも、ポイントに繫つながる行動全てを潰されてしまっては意味がない。

（くだらない挑発行為の代だい償しようは高く付きますわよ、ミス・イリーナ）

　ニヤリと笑みを浮うかべるジニー。

　その様子に何か、感じ入るものでもあったか。

　早速、イリーナが仕し掛かけてきた。

「あ！　アード！　アレを見て！」

「え？　なんでしょう？」

　よそ見した隙すきに、イリーナは胸元から薬液の入った小こ瓶びんを取り出した。

　流れるような動作で蓋ふたを開け、アードの手前にある料理皿へ中身をぶちまけようとする。

　基本アクションＮｏ．３……一いち撃げき必殺を狙ねらっての動き。

　それを見み逃のがすわけもない。

「あら、あんなところに小バエが」

　微笑を浮かべながらナイフを手に取ると──

　一切の躊躇ためらいなく、イリーナの手元へ投とう擲てきする。

「ッ！」

　反射的に身を引いて回かい避ひするイリーナ。料理への薬液混入は叶かなわなかった。

　避よけられたナイフは向こう側に座っていた生徒達の間を通過し、壁へき面めんに突つき刺ささってビィィィンと音を鳴らしながら振しん動どう。その様子に幾人かが青ざめるが、ジニーは気にしない。

「……？　あの、イリーナさん？　アレとはいったいなんだったのですか？　……イリーナさん？　聞いてますか？　イリーナさん？」

　尋たずねてくるアードを無視しながら、イリーナはジニーを睨む。

「ふふふふ。きっとおかしな幻げん覚かくでも見たのでは？　ミス・シルフィーのいびきがうるさかったもので、ミス・イリーナは昨晩まるで眠ねむれなかったようですから」

「えぇっ!?　ア、アタシ、そんなにうるさかった？」

　場に流れる空気は、依い然ぜんとして和やかなもの。

　しかし、ジニーとイリーナの間では、激げき烈れつな闘とう争そう心しんが渦うず巻まいていた。




　……以降、イリーナが薬液を直接飲ませるべく動き、それをジニーが阻そ止しするという、単調な戦いが展開し続けていた。

　そんな状じよう況きようも八合目を過ぎた頃、さすがに一撃必殺は難しいと悟さとったか、イリーナは戦略を変へん更こうしたらしい。

「ねぇねぇアードっ！　昨日はホント、大変だったわねっ！」

「えぇ。危うく世界が滅めつ亡ぼうするところでしたからねぇ……」

「でも、アードの大だい活かつ躍やくで無事解決っ！　あのときのアードも格好良かったわっ！　ヒーリング・イリーナをボッコボコにするときの決きめ台詞ぜりふなんてもう、鳥とり肌はだ立っちゃった！　ねぇ、アレもっかい言ってちょうだいっ！」

「え？　……私、何か言いましたかね？」

「忘れちゃったの～？　ほら、相手の足下を見て」

「足下がお留守ですよ？」

「いや、それじゃなくてっ！　ほら、すで始まる言葉よ！」

「す？　あぁ、そういえば。貴女あなたはす──」

「ストイックさが足りません、と、確かそうおっしゃってましたわよねぇ？」

　ジニーが割って入った瞬間、イリーナは顔面をテーブルへと打ち付けた。

「イ、イリーナさん？」

「……なんでもない」

　睨ねめつけてくる彼女に、ジニーは涼すずしげな顔をする。

　先程、ジニーが口にした内容は不正解であった。

　正しくは、「隙（すき）が多すぎますね」である。

（どうやら、第一アクションに方針転てん換かんしたようね）

（けれど、無む駄だなこと）

（ここいらでカウンターを叩き込んで差し上げますわ）

　そして、言葉を用いての戦いが幕を開ける。

「ねぇアードっ！　ちょっと気が早いけど、冬休みは何して過ごそうかしらっ!?」

「そうですね。数日ほど里帰りして、久しぶりに村での生活を楽しみたいですね」

「確か、お二人の故郷には、すぐ近くに山があるとか」

「えぇ。よくそこで狩かりをしたものです」

「でしたら……冬の遊びを楽しまれてはいかがでしょう？」

「冬の遊び？　山でとなると……例えばス」

「すわっしゃあああああああああああああああ！」

　突とつ如じよとして絶ぜつ叫きようし、なぜだかアードに抱きつきながら、彼の発言を阻はばむイリーナ。

「ど、どうされました？」

「……いや、ちょっとなんか、降りてきたから」

「なにが!?　なにが降りてきたんですか!?」

　両者のやり取りを見つめながら、ジニーは内心ほくそ笑む。

（バレバレですわよ？　ミス・イリーナ）

（スキー、と言わせたかったのでしょう？）

　それを見み抜ぬいたジニーは、イリーナのプランを横から奪うばい取とったのだ。

　結果として、失敗したものの……

　先程の一合は、第一アクションを中心とした勝負の本質を突いたものと言えるだろう。

（ふふ。ミス・イリーナ、貴女は第一アクションにおける攻こう防ぼうを理解していない）

（第一アクションを達成するためにもっとも重要なのは、思考の読み合い）

（対象に何を言わせたいのか。これを読み合い、いかにして相手の想定外を突くか）

（推理力とアドリブ力が試される。そういう勝負なんですよ、これは）

（こちらの狙いを読ませず、相手が出した話題を利用し、相手が考えつかなかった〝すき入り単語〟を言わせる。そういった知略戦）

（まさに……私の得意分野、ですわ）

　口元を吊つり上あげながら、ジニーは次の手を打つ。

「そういえばアード君。もうお耳に入ってますか？　例の俳優に関する話」

「あぁ、レイバック氏の」

「そうそう。驚おどろきましたわよねぇ～。まさか、かの高名な舞ぶ台たい俳優が裏であんなことをしていただなんて」

　話題を振ふった瞬しゆん間かん、イリーナの顔に変化が生じる。

　こちらの手を読んだぞと、内心で高笑いしてそうな、わかりやすい表情だった。

「いやぁ～、ホンット驚きよねぇ～。まさかまさかの～？　ス？　ス？」

「えぇ、まさかのス」

「スキャンダルだったのだわ！」

「……シルフィー、あんた、後でお尻しりペンペンするからね」

「なんで!?」

「まぁまぁ。そんなことよりも。惜おしかったですね～。人間的にはアレでしたけれど、彼のお芝しば居いは実に見事なものでしたもの～」

「えぇ。実に残念でなりません。彼の俳優としてのス──」

「うぴょああああああああああああああああああッッ！」

　野生動物の如ごとく、アードへ飛びかかるイリーナ。

　全身を使ったその行動により、彼の発言は途と中ちゆうで止まった。

「ど、どうされたのですか、イリーナさん」

「……なんか、その。アレよ。野生のうぴょあああああが居たから、ビックリしちゃって」

「野生のうぴょあああああってなんですか」

　怪け訝げんな顔のアードに、脂あぶら汗あせを流すイリーナ。

　そんなやり取りを、ジニーはやはり悠ゆう然ぜんとした顔で見ていた。

（あらあら、もう少しでしたのに）

（俳優としてのスキルは抜ばつ群ぐんだった……そうおっしゃる前に、潰つぶしてきましたわね）

（とはいえ、先程の動きは間ま違ちがいなく野生の勘かんによるもの）

（こちらの手を読んだわけではない。焦あせった様子が何よりの証しよう拠こ）

（このまま想定外の単語を出させるよう仕向けていけば……）

（いずれ反応できなくなる）

（まずは一ポイント、確実に取らせていただきますわよ……！）

　内心で宣言した通り、ジニーは巧たくみな話術で以もつてイリーナを翻ほん弄ろうした。

　あえてこちらの手を読ませ、そこに意識を持っていき、別の単語を自然な会話の流れで言わせるよう仕向ける。

　このフェイク作戦はイリーナを苦しめ……

「どぱぁああああああああああああああああ!?」

「ちょっ、き、極きまってます！　肘ちゆう関かん節せつが極まってますよ、イリーナさん！」

　ついでに、イリーナの反応によってアードもまた苦しむことになった。

　状況は完全にジニーのペースである。

　このまま行けば間違いなくポイントが入るだろう。

　確信を抱きながら責め続け……

　次第に、

「そぉぉぉぉいッ！」

「熱う!?　スープ熱っ!?」

　イリーナの行動は、

「うわっしょいッ！」

「ぎゃあああああああ!?　パ、パイが目にいいいいいいいいいいいいい!?」

　過激にエスカレートしていった。

　アードからしてみれば、まっことさんざんである。

（それにしても、粘ねばりますわねぇ）

（想定よりもだいぶしぶとい……）

　もう少し何か、工夫が必要だろうか。

　そう考える最中、イリーナは先程アードの顔面へ投げつけたパイを取り除き、ハンカチで彼の顔を拭ふき続けていた。

「うん、綺き麗れいになった。ごめんね？　アード」

　謝罪し、なぜだか彼に抱きつくイリーナ。

「い、いえ。大だい丈じよう夫ぶです。……それにしてもイリーナさん。今日は随ずい分ぶんと、その」

　瞬間──

　ジニーの全身に電流が走る。

　流れ行く時が、まるで無限のように引き延ばされ、そして。

　彼女の脳内に一つの文章が浮うき上がった。




〝スキンシップが過か剰じようですね〟




　……しまった！

　目を大きく見開いてイリーナを見やる。

　と、彼女もまたこちらに目をやって──

　ニヤリと、唇くちびるを歪ゆがめた。

　まるで、計画通りだと言わんばかりに。

　その表情を確認したことで、ジニーは己の愚ぐを自覚する。

（や、やられたッ！）

（初手、第三アクションをことごとく完かん封ぷうされたのも！）

（第一アクションで私に翻弄されたのも！）

（全ては演技ッ！）

（ミス・イリーナは愚者を装い、本命を隠かくしていたッッ！）

　それこそが、アードへの過剰な身体接せつ触しよくだったのだ。

　出会い頭から今に至るまで続いていたそれを、当初、ジニーは単なる挑ちよう発はつ行こう為いだと考えていた。そこに作為があるとは、考えもしなかった。

　なぜか？

　ジニーはイリーナを、自分以下のド低脳だと決めつけていたからだ。

　それゆえに、こんな頭脳プレーをしてくるとは微み塵じんも思わなかった。

「ふふ」

　目を眇すがめ笑みを深めるイリーナ。その視線は、雄ゆう弁べんに彼女の心理を物語っている。

〝油断大敵って、よく言うじゃない？〟

〝あるいは、窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむってやつかしら？〟

〝知能的にはまさに、あんたが猫で、こっちはネズミ〟

〝けれどね、窮地に陥おちいったなら、ネズミだって必死に頭を使うのよ〟

〝あんたはそれを読めなかった。あんたの中の驕おごりが、そうさせた〟

〝そして、あんたの驕りが今〟

〝あたしに、ポイントを運んで来るッッ！〟

　確信を抱いた目に、ジニーは顔を歪めた。

　まずい。

　もはやアードは口を開き、舌を動作させている。

　どうあっても、妨ぼう害がいは間に合わない。

　負ける。ポイントを奪われる。

　一ポイント。

　だがしかし、極めて重要な一ポイント。

　これを取られてしまったなら、ジニーは認めることになってしまう。

　全てにおいて、イリーナが自分の上を行くと。

　それを認めれば、お終しまいだ。

　メンタルは瓦が解かいし、流れは向こうにつく。

「なんといいますか」

　やめろ。やめてくれ。

　言うな。その先を言うな。

　ダメだ。

　ダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメダメ……




「かなり積極的ですね」




　……………………

　………………

　…………

　……

　長い長い、まるで永遠にも思えた沈ちん黙もく。

　その末に。

「あぁん、もうっ！」

　いち早く現実を受け止めたのか、イリーナが涙なみだ目めになりながら机を叩たたいた。

「ど、どうされたのですか、イリーナさん？　わ、私なにか、不味いことでも……？」

　バンバンと机を叩きまくり、悔くやしがるイリーナの姿を見て、ジニーはようやっと現状を把は握あくし──

「ふ、ふふ、ふふふふふ。せ、正義は勝つ……！」

　自分でもどうしてこんなことを言ったのか、よくわからなかった。

　しかし、とにかく、今はただ喜ぼう。

　何気なくスプーンを手に取り、スープをひとすくいして、口に運ぶ。

「あぁ、美味おいしい……！　とっても美味しい……！　アード君も召めし上あがってみてはいかが？　それと……ついでに、ミス・イリーナも。ま、ミス・イリーナの場合、私とは真逆の味がするんでしょうけどねぇ？」

　クスクスと含ふくみ笑わらいをしてみせるジニーに、イリーナは「ぬぐぐぐぐ……！」と下した唇くちびるを嚙んだ。それはまさに、敗者の苦く悶もんである。

　彼女の思おも惑わくは見事崩くずれ去さり、ポイントは両者共ゼロのまま。

　あぁ、まったく、気分がいい。

「そんなにも美味しいのですか？　このスープ」

　こちらの上じよう機き嫌げんぶりに首を傾かしげつつ、アードはスプーンを手に取った。

　それを尻しり目めに、ジニーは思し索さくする。

（ふぅ～～～～）

（いや、実に幸運でしたわ）

（まさかあのタイミングで、積極的なんて言葉を出すとは）

（どうやら、《魔ま王おう》様が私に味方してらっしゃるようね）

（この戦い、流れもツキも、この私のもとにある！）

（今回の一件で、ミス・イリーナにはケチがついた！）

（これは中々、立ち直れるものでは──）

　と、勝利への確信を深めていく、その最中のことだった。

　アードがスープを口に含んだ、その瞬しゆん間かん。





【アクションの達成が認められました！】

【イリーナに一ポイント贈ぞう呈てい！】






　こんな文章が、頭の中に浮かび上がった。

「…………は？」

「おや、どうされました？　ジニーさん？　あの、ジニーさん？　聞こえてます？　お～～～い、ジニーさ～～～～～～ん？」

　目前でアードが手を振ふるのだが、彼の姿など、今のジニーには見えていなかった。

　一ポイント、贈呈だと？

　イリーナに、一ポイント、贈呈？

　……なぜだ？

「ミ、ミス・イリーナッッ！」

　鋭するどく声を発しながら、敵方へと目を向ける。

　何か、したのか？

　こちらが想定し得なかった策で以もつて、ポイントを得たというのか？

　そう考えながら、敵の顔を見る。

　しかし。

　イリーナの美び貌ぼうに浮かんでいる心情は、勝かち誇ほこったそれではなく。

　むしろ、強い困こん惑わくだった。

　なにゆえこうした状態となったのか、当の本人さえも理解できていない様子。

　あるいは、芝しば居い？

　いや、あの表情は芝居で出来るものではない。

　……ならば、なぜ？

　なぜ、イリーナにポイントが入ったのか？




　目前に現れた謎なぞに、ジニーは困惑を極めるのだった。




　　　　◇◆◇




　朝食を終えてすぐ、修学旅行の第二日目が本格的な始まりを見せた。

　まずは前日と同様、団体行動。クラス毎ごとに特定の観光地などを巡めぐり、古都キングスグレイヴでの一時を楽しむ。

　そうしている間も、ジニーとイリーナの戦いは続いていたのだが。

　両者共なんらアクションを起こさず、朝のそれとは打って変わり、静かな立ち回りが続いた。

　ジニーもイリーナも、思考に没ぼつ頭とうしていたのである。

　その末に団体行動は終しゆう了りようし、二日目の班行動へと移行。

　時刻は昼前。

　残り時間は、六時間を切った。

　そんなときである。

「あ、ごめんだわ、皆みんな。アタシちょっと野暮用があるから、単独行動させてもらうわね」

　何やらシルフィーがいそいそと駆かけ出だし、班から抜ぬけた。

　平常時であれば気になる行動だが、今はどうだっていい。

　現在、もっとも重要なのは……

　朝の出来事、その真相である。

「ではお二人とも、本日はどこへ参りましょうか？」

「アード君にお任せしますわ～」

「アードが行きたいところが、あたしの行きたい場所よっ！」

　表向きはいつものように接しつつも、行動は普ふ段だんのそれと異なっていた。

　アードから三歩分、後ろに離はなれた場所を維い持じしながら歩くジニー。

　これはイリーナも同様であった。朝のようにアードへくっつくことはなく、ジニーの動きを牽けん制せいするように見つめてくる。

「あの、お二人とも。別に求めているわけでは全然ないのですが。……どこか、距きよ離り感かんが遠くないですか？　いつもと比べて」

「大だい丈じよう夫ぶです～」

「うん、大丈夫」

「……いや、何が大丈夫なのか、よくわからないのですが」

　アードの言葉さえ、今の二人には頭に入っていない。

　両者共に、思索の最中であった。







（惚ほれ薬の効果……少々長いので、Ｈ効果と略りやく称しようしましょう）

（Ｈ効果を発動させるには、三種の基本アクションのうちいずれかを行う必要がある）

（アクション一、すきと言わせること）

（アクション二、対象にキスをする）

（アクション三、直接薬を飲ませること）

（アクション一と二は三回条件を満たす必要がある。三は一いち撃げき必殺。けれども初動がわかりやすいので、まず一〇〇％阻そ止しされてしまう）

（……ミス・イリーナにポイントが入った際、彼女はどの条件も満たしてはいなかった）

（なら、なぜポイントが入ったのか？）

（それはおそらく……）

　ジニーの脳裏に、ヴェーダの言葉が蘇よみがえる。

　夢から覚める間際、彼女はこう言っていた。

　各基本アクションには、隠かくしルールが存在する、と。

（この隠しルールの条件を、ミス・イリーナは満たしていた。だからポイントが入った）

（問題は、その隠しルールの内容）

　当時の状じよう況きようを思い返す。

　イリーナにポイントが入ったのは、アードがスープを口に含んだ、その瞬間だった。

（怪あやしいのはスープ、そして……スプーン）

（正解はおそらく後者）

（アード君がスープを口にする前、ミス・イリーナは机を派手に叩き続けていた）

（そのときの振しん動どうで、アード君のスプーンとミス・イリーナのそれが入いれ替かわった）

（結果……アード君はミス・イリーナのスプーンを使ったことで、間接キスが成立する）

（きっとそれが、隠しルール）

　これについてはイリーナも同じ結論に達しただろう。こちらを睨にらむ目つきが、あからさまに変化した。

（隠しルールに気付いたとしても、同じ発想を相手がしてしまえば、容易に阻止されてしまう。間節キスについては、もう二度と出来ないと考えるべき、かしら）

（……このゲームは心理的な駆け引きや騙だまし合いがメインだと考えていましたが）

（実のところ、その本質は発想力の勝負）

（隠しルールにいち早く気付き、相手よりも先に実行した者が勝利する）

（駆け引きや騙し合いは、添そえ物ものでしかない）

（なんにせよ、ここからはアグレッシブに行かないと……！）

　イリーナもまた、同じ考えを抱いだいたらしい。

　観光地へと赴おもむく道中。観光の最中。両時間中、二人は多種多様なアプローチを実行した。

　けれども……

「隙すきありぃいいいいいいいいいいい！」

「いいえ、隙なしぃいいいいいいい！」

　偶ぐう然ぜんか必然か。

「おっと足が滑すべっちゃったぁあああああああ！　このままじゃアードにキス──」

「あ～！　私も手が滑っちゃいましたぁああああああ！　そしてなぜだかミス・イリーナの顔面にクリィィィン・ヒィィット！」

「きゃいんっ!?」

　互たがいに同じ発想を繰くり返かえし、行動を妨ぼう害がいし合う。

　結果として、思いついた内容が正解かどうかわからぬまま、時間だけが過ぎていく。

（拮きつ抗こう状態、ですわね）

　次なる観光地へ赴くまでの道すがら、ジニーは爪つめを嚙かみながら思索に耽ふけった。

（この勝負、相手が思いもつかない発想が出来なければ、まず確実に妨害が出来てしまう）

（といって、奇き想そう天てん外がいな発想が出来たとしても、それが間ま違ちがいであったなら無意味）

（……考え方を、変える必要がありますわね）

（大事なのは、相手よりも一歩先を行くこと）

（一つの発想以外の全てを捨すて駒ごまにする大だい胆たんさ……！）

（もはや、賭かけに出るほかないッ！）

　一いつ瞬しゆんにしてプランを構築すると、ジニーは早速、布石を打った。

「あぁっ！　急に目め眩まいがっ！」

　わざとらしく宣言し、石いし畳だたみへと倒たおれ込む。

　が、地面に衝しよう突とつする直前。

「ジ、ジニーさん!?　大丈夫ですか!?」

　咄とつ嗟さにアードが動き、彼女の華きや奢しやな体を抱だきかかえた。

　刹せつ那な、イリーナの瞳ひとみがギラリと光る。

　おかしな真ま似ねをすればすぐに潰つぶす。そんな意思が眼光に宿っていた。

　けれどもジニーは萎い縮しゆくすることなく大胆に、それでいて慎しん重ちように行動する。

「だ、大丈夫ですわ～。軽い貧血か何かだと思います～」

　言い終えるや否や、顔をイリーナの死角へと移し、アードにしか聞こえぬ声量で呟つぶやいた。

「……私……れたら……プ……てください」

「えっ？　それはどういう──」

「もう回復しましたわ～！　ご心配をおかけして申し訳ございませ～ん！」

　スッとアードから離れ、笑顔を作ってみせるジニー。

　先刻の行動に対し、イリーナは不ふ審しん感かんを抱いているようだが……

　おそらく、こちらの意図を見み抜ぬいてはいまい。

（布石は打った。あとは、これが活いきるかどうか）

　祈いのりを捧ささげつつ、再び妨害合戦を展開する。

　何度となく新たな隠しルールを発想したものの、互いに行動を潰し合い……

　依い然ぜんとして、ただの一度さえ行動を完かん遂すい出来ていない。

　けれども、それはジニーにとって想定通りの展開であった。

（もうそろそろ、先刻打った布石に対する印象が弱くなっているはず）

（動くなら今……！）

　ジニーは意を決し、アードへと急接近した。

　目的は、キスである。

　狙ねらいは唇くちびる……ではない。

　もっとも面積の広い、胴どう体たいを狙う。

（基本アクションＮｏ．２のルールは、相手にキスをすること）

（ただし……どこにキスをするか、指定されてはいない）

（よって、どこにキスしようとも条件は達成される）

（これが隠しルールである可能性は高い……！）

　けれども。

　極めてシンプルかつ、可能性が高いと思えるがゆえに。

「させるとでも思ったの？」

　敵方もまた、高確率で思いつく。

　ゆえにイリーナは、ジニーの行動をあっさりと封ふうじてみせた。

　接近する彼女へ、風の魔ま法ほうを叩たたき込こんで吹ふき飛ばす。

　今回のアタックもまた、情なさけ容よう赦しやなく潰されてしまった。

　そう──

　ジニーの思おも惑わく通りに。

「イ、イリーナさんっ!?　い、いったい何を!?」

「……いやらしい波動を感じたから、つい」

「いやらしい波動ってなんですか!?」

　ツッコんですぐ、アードはジニーの身を案じた。

「だ、大丈夫ですか？　お怪け我がは？」

「……いえ。なにも、問題はありませんわ」

　微笑しつつ、ジニーはアードへ目をやり……それからすぐ、視線を横へずらした。

「ずいぶんと明るい顔になっておられますわねぇ？　ミス・イリーナ」

「えぇ。ちょっとした閃ひらめきを得たものでね」

　腕うでを組み、大きな胸を張って仁王立ちするイリーナ。

　地べたを這はいながら、目を眇すがめるジニー。

　そして。

「あの。なんですか、この空気？　なんで見つめ合ってるんですか？　二人とも」

　困こん惑わくするアードだが、二人は完全に無視を決め込んだ。

「ちょっとした閃きとは、どういうことかしら？」

「あの。質問に答えて──」

「特別に教えてあげるわ！　あたしはね、この勝負における必勝法を見つけたのよっ！」

「いや、勝負ってなんですかイリーナさん」

　ちょくちょくアードが入ってくるが、二人はやはり無視を貫つらぬいた。

「必勝法？」

「そうよ。さっきまで、あたしもあんたと同じ考えだったわ。この勝負は先にＨ効果を発動させた側が勝者だってね」

「Ｈ効果ってなんですか」

「けれど、その考えがそもそもの間違いだった」

「えっと。聞こえてますよね？　私の声、絶対聞こえて──」

「あんたとは違って！　あたしには二つ選せん択たく肢しがあったッ！」

　無視され続けた結果、とうとうアードが凹へこみ始めたのだが、今の二人には関係なかった。

「二つの選択肢？」

「そうッ！　あんたはこっちよりも先にＨ効果を発動させるという選択肢しか用意されていない反面！　あたしには、制限時間まで逃にげ切きるっていう選択があったッ！」

「……ふぅん。それが、貴女あなたの言う必勝法ですか。なるほど。こちらの行動を妨害することに徹てつしたなら、確かに、Ｈ効果を発動させるのは困難になる。制限時間まで妨害が成功したなら、私の思惑を潰すという目的だけは達成されますわねぇ。……しかし」

　得意満面に胸を張るイリーナを見つめながら。

　ジニーは、クスクスと笑う。

「何がおかしいのよ？」

「ふふ。貴女はご自分が何を言っているのか、まったく理解していない。そこが実におかしくて、ね。……ミス・イリーナ、貴女、実に愚おろかですわ」

　愛らしい顔をむすっとさせるイリーナへ、ジニーは唇を吊つり上あげた。

「この勝負は貴女が仕し掛かけたもの。そんな貴女が逃げの一手を打ち、それを必勝法などと呼ぶだなんて。これはまさしく……敗北を認めたに等しい」

　途と端たん、イリーナの顔が僅わずかに紅あかくなった。

　明確な怒ど気きを孕はらんだその表情に、ジニーの笑みはますます深くなる。

「ミス・イリーナ。貴女はこの拮抗状態の中、心のどこかで私には勝てないと考えた。だから、逃げることを選択した。勝負をふっかけておいて、勝ち目が薄うすいと見るや逃げに転ずるだなんて。ふふっ、ずいぶんとまぁ～情けない御お方かただこと」

　悠ゆう然ぜんと笑うジニーに、イリーナは紅い頰ほおを歪ゆがませたが……なんとか怒いかりを抑おさえ込んだらしい。腕を組み、勝かち誇ほこったように背筋を伸のばしながら、彼女は叫さけんだ。

「あんたがなんと言おうが！　あたしの勝利が揺ゆらぐことはない！　残念だったわねぇ、ジニー！　あんたは決して、あたしに勝つことは出来ないのよっ！　あははははははは！」

　高笑いするイリーナ。

　彼女の中では、もはや勝敗は決しているのだろう。

　このまま逃げ切れると、確信しているのだろう。

「その考えが間違っていることを、今から証明してみせますわ」

　唇を半月状に歪ませながら、ジニーはアードへと目を向けた。

「すみません。起こしてくださいませんか？」

「……やっと無視が解けたんですね？　そうなんですね？」

　凹んでいたアードの瞳に、輝かがやきが戻もどる。

　一方で、イリーナは怪け訝げんな表情となった。

　こちらの意図が読めないのだろう。何をしてくるのか、警けい戒かいしているのだろう。

　だが、その瞳には依然として自信が漲みなぎっている。こちらがどんな行動をとったとしても、絶対に防いでみせるという、自信が。

　けれども──イリーナは最後まで気が付かなかった。

「さぁ、アード君。こちらへいらしてくださいな。ちょっと前に、お伝えした通り」

　行動するのは、ジニーじゃない。

　行動するのは──




　アード・メテオールだ。




　手招きするジニーへと、彼は近づいていく。

　羽毛の如ごとく軽やかに。

　跳はねるような足取りで。

　そう、その歩行はまさに。

「スキップ…………ハッ！　ま、まさか!?」

　気付いたようだが、もう遅おそい。

　ジニーのもとへアードが到とう着ちやくすると同時に。





【アクションの達成が認められました！】

【ジニーに一ポイント贈ぞう呈てい！】






　目もく論ろ見み通り、ポイントが入った。

　瞬しゆん間かん、イリーナは目を見開いて、膝ひざから地面へと崩くずれ落ちる。

「そ、そんな……！　そんなことって……！」

「え。ど、どうされたのですか、イリーナさん？」

「おほほほほ。ざまぁないですねぇ。ミス・イリーナ」

「あれ？　私なしでも立てたんですか？」

「あんた……！　最初からこれを……！」

「いえいえ。思いついたのはちょっと前です。付け加えるなら、確信もなかった。完全なギャンブルでしたわ」

「……また無視ですか。そうですか」

　再びアードがいじけ出したが、やはりどうだってよかった。

　ジニーは悠然とした笑みを湛たたえつつ、言葉を繰くり出だす。

「すきが入った単語を言わせるだけでなく、すきが入った行動をさせる。私は隠かくしルールの一つがそれではないかと予想した。繰り返しますけれど、当然、実行するまでは正解か否かわからない。今回はたまたま当たったわけですが……しかし、私が正解を引き当てたこと自体は、特別どうということではないのですよ。大事なのは、そう……思いついた行動を実行することが出来た。これが何を意味するのか、貴女にはわかりますか？」

　問いかけに対し、イリーナは「くっ！」と歯は嚙がみする。

　そうした態度に、ジニーはますます笑みを深めた。

「このゲームは、どちらかがディフェンスに徹した場合、どうやっても拮きつ抗こう状態となる……というのは、ただの思い込み。実際は違う。知力を駆く使ししたなら相手を出し抜ぬくことが出来る。少なくとも、貴女と私の勝負においてはね。今回手に入ったポイントはそれを証明するものであり、もう一つ、現実を突つきつけるものでもある。即すなわち──」

　ジニーは敵を指差しながら、断言した。




「このゲームに必勝法など存在しない。おわかりになって？　ミス・イリーナ」




　これを受けて、相手方は唸うなることしかできなかった。

　このゲームは、敵の行動だけを読めば完かん封ぷうできるようなものではない。時には対象となるアードの動きさえも読み取らねばならない。

　ジニーならばそれが出来る。

　だが、イリーナには出来ない。

　となれば──

　イリーナが掲かかげた必勝法は、まさしく砂上の楼ろう閣かくでしかなかったのだ。

「ぐ、ぐぐぐ……！　これで勝ったと思わないでっ！　もう制限時間は三時間を切ったっ！　あんたの小細工なんて、二度と通用しないんだからっ！」

「負まけ惜おしみですわねぇ～。そんな貴女にいいことを教えて差し上げますわ。人間はね、諦あきらめた時点で全てが終わるんですよ。しかし諦めなければ……いつか必ず、希望を摑つかみ取ることが出来る」

「じゃあ、諦めなければ私は無視されずに済むんですか、ジニーさん」

「決して諦めないという断固たる意志が、勝利という結果をもたらすのですよ」

「いいこと言ってますけど、同時に酷ひどいことしてますからね貴女。私に酷いことしてますからね、現在進行形で」

　睨にらみ合うジニーとイリーナ。

　女の決戦が今、クライマックスへと突とつ入にゆうしたのだった──
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　古都キングスグレイヴには多種多様な観光名所が存在する。

　中でもとりわけ奇き怪かいなのが……ここ、街の内部に存在する海であろう。

　これはまさに、古代世界の爪つめ痕あとなのだ。

　当時、キングスグレイヴを舞ぶ台たいに《邪じや神しん》の一柱と《魔ま王おう》が交戦したことがあった。その死し闘とうたるや凄すさまじく、《邪神》の一いち撃げきが大陸を両断。そうした爪痕に海水が流れ込んだことで、内陸部に存在する海という異常な地形が出来上がったのだ。

　海沿いは砂すな浜はまとなっており、夏場は多くの観光客で賑にぎわう。

　本日も夏を楽しもうと、日中は大勢の人が海に押し寄せていたようだが……

　夕方前の今、それが噓うそだったかのように、砂浜は閑かん散さんとしている。

　これならば、人的被ひ害がいが出ることはなかろう。

　だからこそ、ジニーとイリーナはここを舞台として選んだのだ。

　最後の決戦を行う、舞台として。

「ど、どうかな、アード」

「え、えぇ。とても愛らしいかと」

　イリーナの問いを受けて、アードは頰を紅くしながら頷うなずいた。

「アード君。私のことも見てくださいまし。どうですか、この水着は」

「だ、大だい胆たんなところが、極めて素敵かと」

　チラチラと見るだけで、直視出来ないアード。それはイリーナに対しても同様だった。

　彼女等は今、実に過激な水着を纏まとっている。

　ジニーは紅いハイレグ。もはや紐ひもでしかない。真っ白な肌はだがほとんどむき出しで……やわらかそうなお尻しりは当然のこと、たわわに実った乳ち房ぶさも丸見えだった。

　一方で、イリーナもまた挑ちよう戦せん的てきである。

　真っ白なマイクロビキニは隠すべきところをギリギリ隠している程度。

　下に穿はいているのは同色のＴバック。こちらも秘部を隠すのみで、むっちりした尻肉が完全に露ろ出しゆつしている。

　だが……

　この水着を選んだのは、アードに対するアピールのため、ではない。

「い、いや、実にその、なんというか。目の行き場に困るというか」

「おほほほほ。それでしたらぁ」

「目隠しするゲームで遊びましょっ！」

　両者共、露出した爆ばく乳にゆうを揺らしながらアードへと近寄り……

　目隠しを行った。

「あぁ、知ってますよこれ。スイカ割り、ですよね？　まさしく海の定番、ですが……」

　スイカなどは用意していない。

　そもそも、これはスイカ割りではない。

「じゃあアード。その状態で大きく口を開けてちょうだい」

「は、はぁ。こうでしょうか？」

「そうそう。それでね、耳を塞ふさいでほしいんだけど」

「……あの、これどういう遊びですか？」

「いいから」

「いや、これ絶対に変──」

「「いいから」」

「……なんだかなぁ」

　やや切なげな顔をしつつ、アードは言われた通りにした。

　目隠しをした状態で、口を大きく開き、耳を塞ぐ。

　目と耳を塞いだことで、これから自分達が何をするのか、彼にはわからない。

　そして、周囲に人気は皆かい無む。

「……準備は整いましたわね」

「えぇ、じゃあ早速、始めましょうか」

　アードから離はなれ、向き合う両者。

　体が軽い。身動きは取りやすい。制服姿よりもさらに。

　過激な水着を選んだのはこれが理由だった。裸はだかに近ければ近いほど、動作は滑なめらかとなる。この時を迎むかえるにあたって、敗因となる要素は一つでも多く潰つぶしておきたかった。

　二人が臨む勝負、それは……

　文字通りの、勝負。

　論理と頭脳を捨て去り、暴力を手に取っての潰し合いである。

「なんていうか、最初からこうしとけばよかったわね」

「えぇ。こっちの方が実にわかりやすい」

　制限時間は残り一時間。

　両者共、既すでに二ポイント獲かく得とくしている。

　そうした状じよう況きようの中、二人はある意味、潔い選せん択たくをしたのだった。

「決闘に勝った方が惚ほれ薬をアードに飲ませる。それでいいわね」

「えぇ。異論はありませんわ。何せ……この勝負でも、私の方が上ですもの」

　挑発的な笑みを口元へ浮うかべるジニー。

　その対面にて、イリーナもまた牙きばを剝むくように笑ってみせた。

　そして──

「《ギガ・フレア》ッッ！」

「《ウインド・ストーム》ッッ！」

　互たがいが繰り出した上級魔法がぶつかり合い、相殺され、衝しよう撃げきの波が広がっていく。

　それを皮切りに、恋こいする乙女おとめ達による死闘が開幕したのだった。

「喰らぇええええええええええええええッッ！」

「させるもんですかぁああああああああッッ！」

　互ご角かくの戦いを繰り広げる両者。

　拮抗した展開に苛いら立だちを覚えたのが理由か、次第に口数が増えていく。

「アードは！　あたしのものよぉおおおおおおおおおお！」

「いいえ！　私のものですぅうううううううううううう！」

　激げき烈れつな魔法戦。互いに上級魔法を打ち合い、浜辺に大穴を穿うがちつつも、依い然ぜんとして戦況は五分と五分。ゆえに……苛立つ少女二人の舌戦もまた、激しさを極めていった。

「あたしの方が！　アードのいいところたくさん言えるんだからっ！」

「私のほうがもっとたくさん言えますわっ！」

　好きな相手の良い部分を言い合う両者。その数が一〇〇を超こえたあたりで……

「はぁ、はぁ、魔力が、切れたみたい、ね」

「そちら、こそ」

　もはや魔法は使えない。

　しかし、それがどうしたというのか。

　自分達には立派な手足があるじゃないか。

「行くわよ、泥どろ棒ぼう猫ねこ……！」

「かかってらっしゃいな、脳筋娘むすめ……！」

　両者同時に踏ふみ込んだ。

　猛もう烈れつなキャットファイトが展開される。

　といっても、互いにうら若い乙女。男子がやるような、蹴ける殴なぐるといった行こう為いなど頭にはなく、

「あだだだだ！　にゃにすんのよぉ～！　こにょお馬ば鹿かぁ～！」

「おほほほほほ！　よく伸のびるほっぺただこと！」

　両りよう頰ほおを思い切り抓つねって引っ張ったり、

「こん、のぉっ！」

「もがぁっ!?」

「あははははは！　豚ぶたしゃんみた～い！」

　相手の鼻の穴に指を突つっ込んで、不細工にしたりなど。

　おおよそ、子供の喧けん嘩かよりも低レベルな争いであった。

　けれども、いかに最底辺の闘とう争そうであろうと、長時間続行すれば疲ひ労ろうも出てくる。

「はぁ……はぁ……いい、加減……諦めなさい、よぉ……！」

「そっち……こそ……！」

　両者共に、限界へと近づきつつあった。

　このキャットファイトにおいても、互いの力量は完全に互角。

　となればもはや、勝敗をわけるのは心の強弱──

　などではない。

（そろそろ頃ころ合あい、ですわねっ……！）

　目前に立つイリーナの様相を睨みながら、ジニーは意を決して踏み込んだ。

　イリーナが全てを出し尽つくし、満まん身しん創そう痍いであるのに対し……ジニーにはまだ、ある程度の余よ裕ゆうがある。

　そしてそれは、偶ぐう然ぜんではない。

　ここまでの展開は全て、ジニーの計算通りであった。

「てぇい！」

「きゃんっ!?」

　足あし払ばらいをかけ、イリーナを地面へと転がす。疲ひ労ろう困こん憊ぱいの彼女は、そう簡単には起き上がれない。その隙すきを突いて──ジニーは、胸の谷間からあるモノを取りだした。

　そう、惚れ薬である。

「なっ!?　あ、あんた、まさかっ!?」

「そのまさか、です、わぁああああああああああああっ！」

　蓋ふたを開け、そして。

　残った全体力を費やし、開け放たれたアードの口へ向けて、全身全ぜん霊れいの投とう擲てき。

「ちょっ！　こ、この卑ひ怯きよう者ものぉっ！」

「卑怯者じゃありませぇええええええん！　策士と呼んでくださいませっ！」

　これがジニーの策略、その最終段階であった。

　頭脳派を自じ称しようする彼女が、まさかまさか、野や蛮ばんな決闘に応じるわけもない。

　全てはイリーナを欺あざむき、第三アクション、一撃必殺を成功させるための行動だった。

「ミス・イリーナっ！　貴女あなたはもう、まともには動けない！　よってこの勝負、私の──」

「まだまだぁああああああああああああああああっ！」

　勝利宣言を口にする直前。

　イリーナが、限界を超えた。

　どこにそんな元気を残していたのか、弾はじかれたように立ち上がると、彼女もまた豊かな乳房の谷間から惚れ薬を取り出し、蓋を開けた。

「はん！　無む駄だですわ！　よしんば投擲することが出来たとしても！　推進速度が──」

「せい、やぁああああああああああああああああああああああ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと同時に、イリーナは小こ瓶びんを手放した。

　投擲……ではない。

　足下へと落下させたそれを、イリーナは渾こん身しんの力で以もつて蹴り飛ばす。

「なっ!?　そ、そうか……！　足の力は腕うでの三倍ッ……！　け、けれど！　私の方が早く到とう達たつするわ！　そうに決まってるッ！」

「いいえッ！　あたしの方が先よッッ！」

　推進する小瓶へと、少女達は残された熱量の全てを叩たたき付けた。

「「行っけぇえええええええええええええええええええッ！」」

　両者の叫さけびを受けて、小瓶は猛烈に虚こ空くうを突き進み……

　まったく同時に、アードの口内へ入った。

「もがぁっ!?」

　突とつ然ぜんの異物混入に、さしものアードも驚おどろきを隠かくせない。

　次の瞬しゆん間かん、彼の喉のどがごくごくと鳴り、のど仏が上下する。

「ど、どっち……!?」

「どちらの小瓶が、先に……!?」

　固かた唾ずを吞のんで見守る中。

　勝負のジャッジが下された。





【両者、同時にアクション一の条件を満たしました】

【よって、今回のゲームはドローゲーム！】

【無効試合となります！】






　無効試合。

　つまり……どちらも敗者であり、どちらも勝者ということか。

　そうした結果を受けて、二人は。

「ふ、ふふ」

「ふふふふふ」

「「あはははははははははははははっ！」」

　どちらからともなく、笑い始めた。

　全てを出し尽くし、体のどこにも、エネルギーは残っていない。

　そうだからこそ。

　戦い抜ぬいた二人の顔には、眩まばゆく、そして美しい笑顔が宿る。

「ジニー」

「ミス・イリーナ」

　死力を振ふり絞しぼった両者。

　戦いを終えた今、二人の間には確かなリスペクトが生まれていた。

「やっぱあんた、たいしたもんね」

「そちらこそ。流石さすがはミス・イリーナですわ」

　自然とハグを交わし合い、健けん闘とうを称たたえ合う。

「ふぅ。なんだか、お腹なか空すいたわね」

「えぇ。露ろ店てんで何か買って食べましょうか」

　夕焼け空の下、爽さわやかな笑みを浮かべ、砂すな浜はまを歩く二人。




　今ここに、乙女の戦いが閉幕する。

　敗者はいない。されど、勝者もいない。

　ただただ、気持ちの良い少女が二人、居るだけだった。




「……誰だれか、この状況を説明してくれ」

　一人残されたアードの呟つぶやきに反応する者は、どこにも居なかった──
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第三日目　コミカル・シルフィー・マーチ









　ドガァアアアアアアアアアアンッ！




　……我われ々われの修学旅行に、平へい穏おんの二文字はない。

　半分はヴェーダのせいだが、もう半分は紛まぎれもなく。




「シルフィーの馬鹿はどこだぁあああああああああああッッ！」




　そう、奴やつである。

　三日目の朝。

　皆みなが賑にぎやかに朝あさ餉げを摂とっている最中、食堂内にある厨ちゆう房ぼうが爆ばく発はつした。

　被ひ害がいは極めて広こう範はん囲い……というか、もう宿全体がメチャクチャである。

　ボロボロになった食堂のド真ん中で、オリヴィアがシルフィーの頭頂部にゲンコツを食らわせ、そして。

「貴様、いったい何を考えている？　何をどうすれば、厨房なんぞにトラップ魔ま法ほうを仕し掛かける気になるんだ」

「いや、だって。包丁を置く場所に取とり扱あつかい注意って書かれてあったから」

「だからどうした？」

「……包丁に見せかけた強力な魔導兵器かと思って。そんなの《魔族》に見つかって悪用なんかされたら一大事じゃないの」

「もう一大事なら起きてるんだよ、貴様のせいで！　そもそも包丁に見せかけた魔導兵器ってなんだ!?　そんなもの古代にだってなかっただろうが！　よしんば魔導兵器だったとしても、その近くに爆発型のトラップ魔法を仕掛けるな！　熱と衝しよう撃げきで兵器が暴走などしたらどうする！」

「……ツッコミが長いのだわ。しかもノーセンス」

「あぁんッ!?」

「ひぃっ！　ご、ごめんなさいっ！」

　額に青筋を立てるオリヴィアに、土下座するシルフィー。

　彼女を見下ろしながら、オリヴィアは苛いら立だったように獣けもの耳みみを揺ゆらし、

「まったく！　貴様のせいで宿がメチャクチャだ！　厨房にトラップなんぞ仕掛けて！　そのせいでなぁ！　せっかくの芋いも料理も黒くろ焦こげだ！　どうしてくれる!?　この宿で提供している芋料理は全て、わたしが作った芋を使用しているのだ！　それを貴様──」

「あぁ、どうりで」

「……おい貴様、どうりでってなんだ？」

「……ごめん、ちょっと口が滑すべったのだわ。忘れてちょうだい」

「なぜ目を逸そらす？　おい。どうりでってなんだ？　怒おこらないから言ってみろ」

「ホントに怒らない？」

「うん」

「じゃあ言うわね。ふぅ～…………どうりでここの芋料理がメチャ不味まずなわけだわっ！　あんたの芋を使ってたんじゃあ、この低レベルぶりも仕方ないわねっ！　……と、そういう意味だったのだわ」

「ははははは。そうかそうか。ははははは。はははははははは────ブッ殺してやるぅううううううううううううううううううううううううッッッ！」

「怒らないって言ったじゃないのぉおおおおおおおおおおおお!?」

　剣けんを振り回すオリヴィアから、必死こいて逃にげ回るシルフィー。

　奴等らは本日も平常運転であった。
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　魔法で宿を修理してすぐ、我々の修学旅行第三日目が本格的なスタートを迎むかえた。

　本日もまた、全体的なスケジュールに変わりはない。

　いくつかの名所などを巡めぐり、体験学習などを行った後、班行動である。

　そうした日程の中、我々が最初に向かったのは、古都キングスグレイヴにある大聖堂であった。

　数千年前に俺が転生して以降、後世の為い政せい者しや達にとって、《魔王》というのは利用しやすいシンボルだったのだろう。おそらくは民衆の扇せん動どうなどを目的として、彼等は《魔王》を主神とした宗教を創り上げた。

　その名も、統一教。

　俺が過去に行った実績……全世界の統一をもとに名付けられたらしい。

　この統一教は世界最大の規模を誇ほこっている、とのことだが、主神扱いを受けている当人からしてみれば、複雑な気持ちだった。

　何せ──

「そこで《魔王》様は配下達にこう述べられた。奴等の動向など、夜よ闇やみの中なかに影かげを探すようなものだ、と」

　俺が過去に発した恥はずかしい台詞せりふの数々が、なぜだか正確に残っていて、まるで格言のように扱われている……！

　さっきから神父が「《魔王》様マジ格好いいでしょ？」みたいな顔して、堂々と恥ずかしい台詞を暴ばく露ろしまくっているのだが……

　もういっそ、殺してほしかった。

「また、《魔王》様は丘おかの上に立って、難民にこう叫さけばれた。無む辜この民よ、恐おそれることはなにもない。なぜか？　このヴァルヴァトスが居るからだ。この俺を超こえる恐きよう怖ふなど、この世には存在せぬ──と」

　あぁもう、やめてくれ。

　確かにな、その当時はアレだよ。そういうこと言わなきゃいけない空気だったし、だから俺も得意満面な感じでそんなこと言ったけれども。

　冷静な状態じゃ、絶対そんなこと言わんし。

「あ～、昔を思い出すのだわ～。アイツ、頻ひん繁ぱんにそんな恥ずかしいこと言ってたわね。後ろで聞いてて、よくリディー姐ねえさんと一いつ緒しよに笑ってたのだわ。アイツなに真顔で言ってんの、って。思い出しただけで……ぷぷっ、マジウケるのだわ～」

「……そう言ってやるな。奴もあの当時は大変だったのだ」

「大変って何が？　恥ずかしい台詞を考えるのに必死だったってこと？」

「いや、そうではない。思春期特有の病にかかって大変だったという意味だ」

「あぁ、そういうこと。確かにヤバかったのだわ、あのこじらせようは」

　……当時を知る者が二人も居るため、ことさら恥ずかしい。

　だってしょうがないじゃないか。誰だって思春期はあぁなるだろうよ。俺だけがあんなんじゃなかったはずだ。

　思春期の男子なら誰だって斜はすに構えるし、自分の目のことを魔眼とか呼んだり、大したことのない魔法に「アルティメット・サンダー」とか名付けたり、「今日から俺の異名はデストロイヤーだ」とか言ったりするものだろ。

　やれアイツはキレたらやばいとか、俺ってキレたら逆に冷静になるんだよね～とか、そういうことを臆おく面めんもなく言うものだろ。

　なのになぜ、俺ばっかりこんな恥ずかしい思いをしなければならんのだ。

　もう、アレだ。過去の配下の恥ずかしい秘密とか暴露してやろうかな。そうすれば神父の話も中断するだろ。……いや、そうしたらオリヴィアに俺＝《魔王》だとバレるか。

　しかし。

「そこで《魔王》様はこう述べられた。ふっ！　また一つ、世界に俺を刻んでしまったか」

「ぶはははははは！　言ってた言ってた！　アレはマジでヤバかったのだわ！」

「また、《魔王》様はこうも述べられている。この眼帯は俺の戒いましめだ。片目を見えなくすることで、見えてくるものがある」

「ぶふぅっ！　い、戒め！　戒めって！　単にカッコいいから着けてただけなのだわ！　アイツ、独どく眼がん竜りゆうとか呼ばれてる配下のこと見て、〝アレいいな……！　明日あしたから俺もやろう……！〟とか言ってたしっ！」

「そして《魔王》様はこんなことを述べられた。この紅あかき瞳ひとみは、俺の罪の色。紅みが増すたび、俺の罪と……武勇が積み重なる」

「いや、魔法で光らせてただけだし！　リディー姐さんもよく言ってたのだわ！　アレ、格好いいとか思っててやってんのかな？　恥ずかしいだけだからやめときゃいいのに、って！」

　なんかもう、バレてもいいかな。

　神父と馬鹿シルフイーの口を塞ふさげればもう、なんだっていいかな。

　ていうかそもそも、なんなのだ、この時間は？

《魔王》様のお言葉に触ふれて、自分を見つめ直すための体験学習？

　過去の俺が発したクッソ恥ずかしい台詞に触れて、いったい何が見直せると言うんだ？

　いや、俺自身は見直せたけれども。

　過去の自分がいかに痛々しい奴だったか、十分に見直せたけれども。

「そこで《魔王》様は──」

「ぶははははははははは！　そうそう、あったあった！　そんなこと！」

「いや、まだ何も言ってないんだけど」

　腹を抱かかえて笑いまくるシルフィーに、神父はどこか不快げな顔をしながら、

「というか、さっきから君。いったいなんなのだね？　《魔王》様のありがたいお言葉を述べる最中、ゲラゲラゲラゲラと笑って。我等が神祖たる《魔王》様をなんだと思ってるんだ。そんなことでは地じ獄ごくに落とされてしまうぞ」

　宗教家にはありがちな言い草である。

　たかだか過去の発言をゲラゲラ笑われただけのことで、この俺が地獄へ落とすなど──

　まぁ、ちょっとは悩なやむが。しかし最終的には思い止とどまる。地獄へ落としたくなっても、ちゃんと思い止まるのだ、この俺は。

　……いや、もうそんなことはどうだっていい。

　問題はシルフィーだ。

　どうせ奴やつのこと、「はぁ？　あんな奴の発言にありがたみなんかないのだわ！」とかなんとかいって、無用なトラブルを生むに違ちがいない。

　そしてなんやかんやの果てに、大聖堂が爆ばく発はつするに違いない。

　そうした展開にならぬよう、彼女を諫いさめるべく、俺は口を開く……のだが。

「ふん。《魔王》のどこがそんなにいいのか、アタシにはわからないけれど。でも……まぁ、悪かったのだわ！　謝ってあげるから許してちょうだい！」

　ふてぶてしい態度、であるが。

　あのシルフィーが、俺絡がらみの件で謝罪した。

　……いや、予想外もいいところだ。よく見れば、オリヴィアさえも目を丸くしている。

「お、おいシルフィー。貴様、熱でもあるのか？」

「なによ、その目。アタシだってね、自分の非を認めて謝ることだってあるのだわ」

「それはそうだが」

　どこか釈しやく然ぜんとしない様子のオリヴィア。俺とて同様である。

　胸の内に生じた違い和わ感かんにモヤつきながら、俺は顔を顰しかめるのだった。
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　大聖堂での体験学習を終えた後、我われ々われは次なる名所へと移動した。

　コロッセオである。

　円形に造られた巨きよ大だいな会場では、今まさに闘とう士し達による熱戦が繰くり広ひろげられていた。

　満員となった客席から迸ほとばしる熱と歓かん声せい。

　その中に、我々生徒一同の声も混ざり合っていた。

「す、すごいわね、この盛り上がりよう」

「古代世界からずっとこんな調子だそうですよ」

「へぇ～。このコロッセオ、《魔ま王おう》様が造ったんだっけ？」

　隣りん席せきに座るイリーナとジニーの会話に、俺は自然と頷うなずいていた。

　彼女等の言う通り、コロッセオは俺が設計・建築を行ったものであり、今なお民衆を熱ねつ狂きようさせる、一大エンターテイメントである。

　当時、俺は民衆からの徴ちよう税ぜいや戦争用のプロパガンダ、優ゆう秀しゆうな戦士の発はつ掘くつなどを兼かねた計画を練っていた。その最たるものが、コロッセオである。

　闘士達による過激な戦いは民衆の闘争心を搔かき立て、熱狂させるに十分なものだった。

　それは今も変わりがない。

　大勢の観客が闘士達に声せい援えんを送る。イリーナやジニーもまたヒートアップしている。

　……その一方で、俺はどうにもノリ切れなかった。

　古代世界のそれであれば、俺も闘士達の戦いに興奮したものだが……現代生まれの彼等が織り成す戦いは、少々ダイナミズムに欠けている。

　ゆえにどうしても、熱が湧わき上がってこない。

　……そんな俺を尻しり目めに。

「もぉおおおおおおおおお！　なぁああああにグズグズやってるのだわ！　そんな奴、たいしたことないでしょっ！　ほらそこっ！　目を狙ねらうのだわ、目をっ！　……あぁああああああああああああああ！　そうじゃなくて！　今のはケツにフルスイングのタイミングでしょうがっ！」

　怒ど号ごうを吐はき散ちらすシルフィー。

　特定の闘士にかなり入れ込んでいるようだが……なんとも意外だな。

　こいつも俺と同様、ノリ切れないものと思っていたのだが。

　古代での興業はシルフィーも好んで見てはいた。しかし、現代のそれは古代に比べて驚おどろくほど低レベルだ。少なくとも、こいつが好むようなものではない。

　なのになぜ、こうも熱意を抱いだいているのだろう？

　先の大聖堂の一件も相まって、どうにも不可思議である。

「もっとアグレッシブに行くのだわっ！　そんな奴、アンタの相手じゃ──あぁっ！　立つのだわ！　立って戦うのだわ！」

　悲鳴のような歓声を送るシルフィーだが……

　その声も虚むなしく、彼女が入れ込んでいた闘士は立ち上がることが出来なかった。

　試合終しゆう了りよう後、シルフィーはどこかふて腐くされた顔で席に座る。

　視線の先、中央にある闘技場では今、魔導式拡声器を持った男が勝者へと駆かけ寄よっていた。この試合は午前の部におけるメインイベントである。それを終えた今、勝利者はインタビューに応じ、欠けた歯を覗のぞかせながら笑った。

「あぁ！　今回の相手も、実にたいしたことのねぇ野や郎ろうだったぜ！」

　ヒール・キャラとして売り出しているのか、あるいは本性か。

　彼は相手へのリスペクトなど微み塵じんも出さず、それどころか罵ば倒とうに罵倒を重ね続けた。

　そのため場内はブーイングの嵐あらしである。

　けれども、彼は客の声を笑い飛ばして、

「そんなに気に食わねぇなら、相手になってやるよ！　誰だれでもいいぜ！　ここに降りてこい！　俺様に勝てば、今回のファイトマネーを全額くれてやらぁ！」

　得意満面といった表情で客席を見回す。

　彼は確信しているのだろう。誰も降りてこない、と。

　実際、降りていくような人間は──

「あったま来たのだわ！　アイツの鼻っ柱、叩たたき折ってやるっ！」

　顔を真っ赤にしたシルフィーが、客席から跳とんだ。

「な、なにしてんのよあいつ！」

「ミ、ミス・シルフィーが参加したら……！」

　二人の心配は、現実のものとなった。

「だわっしゃあああああああああああああああああッッッ！」

「ひぃいいいいいいいい!?　お、お助けぇえええええええええ！」

　怒いかりで我を失った馬ば鹿かが聖せい剣けんを取り出して暴走。

　すったもんだの末に、コロッセオが崩ほう壊かいしたのだった──
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　大おお騒そう動どうの連続を乗のり越こえて。

　我々は自由行動の時間を迎むかえるに至った。

　そして……

　ここでもやはり、シルフィーは不ふ審しんな動きを見せる。

「えっと。なんか急用を思い出したのだわっ！　だから今日も単独行動させてもらうから！　皆みんなは観光を楽しんでちょうだい！　それじゃっ！」

　こんなことを述べてから、そそくさと去って行く。

　その後ろ姿を見つめつつ、俺達は一様に目を眇すがめた。

「なんというか」

「あまりにも」

「不審が過ぎますね、最近の彼女は」

　正確には、古都キングスグレイヴに来てからの彼女は、である。

　ここへ来てからというもの、シルフィーの様子はどうにもおかしい。

　騒動を起こすところは相変わらずだが……

　大聖堂でのらしくない言動。

　コロッセオでの大暴れ。

　そして二日連続の単独行動。

　これらを始め、彼女はたびたび妙みような行動を見せている。

「あの子、なんか企たくらんでるのかしら？」

「それともまさか……また《魔族》に洗脳されてたり、とか？」

「それはないと思いますが。しかし、何かを隠かくしていることは間ま違ちがいないでしょう」

　彼女の不審な行動に、どういった理由があるのか。気にならないわけがない。

　そういうわけで。

「「「尾び行こう決定っ！」」」

　三人同時に声をあげてから、いそいそと移動を開始した。

　やや離はなれた場所から、シルフィーを監かん視しする。

　てくてくと子供らしい歩調を刻みながら、彼女が向かった先は……

「あれって孤こ児じ院いん、かしら？」

「そのよう、ですわね」

　見るからに寂さびれた、ボロボロな建物。

　それは古都キングスグレイヴに数カ所点在する、孤児院の一つだった。

　シルフィーはその敷しき地ちへと入り、ドアノッカーを鳴らす。

　しばらくして、人が出てくる。

　やせ細った初老の女性。おそらくは孤児院の長であろう。

「また来てやったのだわ！　今日は手土産付きでね！」

「ふふ、いらっしゃい。子供達も喜ぶわ」

　施し設せつの中へと入っていく。

「ど、どうしよう？」

「こっそり潜せん入にゆうします？」

「いえ、姿見の魔法を使いましょう」

　言うや否や、術式を組んで魔力を流し、発動。

　我々の目前に大きな鏡のような物体が現れる。

　そこには、施設内を歩くシルフィーの姿が映っていた。

　彼女はまず院長と共に子供達のもとへ赴おもむいて、

「あ～！　シルフィーだ！」

「シルフィー姉ちゃんだー！」

「あははははは！　今日も元気だわね、皆！　元気なのはいいこと──だばぁっ!?」

　わんぱくな子供達に囲まれ、ボコボコにされるシルフィー。仲が良いのか苛いじめられているのか、少々判断に苦しむ場面であった。

　それから彼女は子供達との触ふれ合いを楽しんだ末に……

「ちょっとお姉さん、院長と二人で話があるのだわ！　しばらく皆だけで遊んでてちょうだい！」

「わかったー！」

「どこがお姉さんだよ、ぺちゃぱいが」

「あ、今ぺちゃぱいって言った奴やつ。後でブチ殺すから覚かく悟ごしとくのだわ」

　皆が部屋から去った後、シルフィーは院長と向き合った。

「なぁに？　お話って」

「うん。さっきも言ったけど、手土産があるのだわ」

　ポーチの中を漁あさり、何かを取り出すシルフィー。

　それは……

　先刻のコロッセオにて、闘士をボッコボコにしたことで得た、ファイトマネーだった。

「これ、全部寄付してやるのだわ」

「まぁ……！　こ、こんな大金、どうやって……!?」

「言っとくけど、まともな方法で手に入れたものだから。悪事はしてないのだわ。これは間違いなく、クリーンなお金よ」

　……コロッセオをメチャクチャにしたうえ、相手を恫どう喝かつして手に入れたカネがクリーンと呼べるのかは疑問だが。

　なんにせよ、シルフィーは金貨が入った袋ふくろを院長に押し付けて、

「これだけあれば、しばらく安あん泰たいでしょ？　むしろ食事の質が少しはアップするのだわ！」

「え、えぇ。本当に助かるけれど……シルフィーちゃんは、それでいいの？」

「いいも何も、これ以上の使い道はないのだわっ！　皆の……というか、アンタの笑顔が見られれば、アタシはそれだけで幸せよ」

「シルフィーちゃん……！　ありがとうねぇ……！」

「ふふん！　また稼かせいだら来るのだわ！　ここを世界一の孤児院にしてやるんだから！」

　涙なみだを流す院長の背中をバシバシと叩くと……

　シルフィーは「用事がある」と言って、孤児院をあとにした。




　　　　◇◆◇




　シルフィーの足取りは軽い。

　しかし、その足がどこへ向かうのか、我われ々われにはまだ見当もつかなかった。

「えぇっと……うん、ここだわね」

　不意に、彼女が立ち止まる。

　その目前にあるのは、一いつ軒けんの店てん舗ぽ。看板に記き載さいされた名前からして、大衆食堂か。

「お腹なかでもすいたのかしら？」

　イリーナの疑問に答えるように、シルフィーは店内へと入った。

　再び、姿見の魔ま法ほうを発動する。魔力で出来た大鏡に、シルフィーの姿が映り込む。

　大勢の客で賑にぎわう中、彼女は席に座ろうとせず、店員に声をかけた。

「ちょっとアンタ！　店長を呼んでほしいのだわっ！」

「はぁ。少々お待ちを」

　怪け訝げんそうな顔をしながらも、店員は厨ちゆう房ぼうへと向かう。

　ややあってから。

　シルフィーの前に、髭ひげが似合うダンディーな男が現れた。

「なんだね？　僕に何か──」

「うわぁあああああああああああああああんっ！」

　彼女の行いは、まさに奇き行こうそのものだった。

　店長の顔を見た瞬しゆん間かん、シルフィーはなぜだか滝たきのような涙を流し……

　店長の胸へと飛び込んで、抱だきついた。

「びぃえええええええええええええええんっ！」

「ちょっ！　く、苦しい……！　せ、背骨がっ……！　背骨が折れるっ……！」

　もう少しで店長に致ち命めい的てきなダメージを与あたえる、という直前。

　シルフィーは我に返ったらしい。

「ご、ごめんだわ。ちょっとテンション上がっちゃって」

「テンション上がったら背骨へし折ろうとするの、君!?　とんでもないな!?　ていうかなんなの!?　僕になんの用だね!?」

「えっと、その……なんか困ってることとか、ない!?」

「あぁ、あるね。目の前に居る君に困らされてるよ」

「う。そ、それは謝るのだわ。他に何かないの？」

「はぁ。他と言えば、見ての通り、お客さんが一いつ杯ぱいで困ってるかな」

「……こいつら全員叩き斬きればいいの？」

「そんなわけないだろ!?　人手が足りてないってことだよ！　つーか怖こわいな君！　どんな頭してんの!?」

「よしわかった！　アタシが手伝ってあげるのだわ！」

　当然だが、店長は遠えん慮りよし続けた。

　しかし、なぜだかシルフィーの熱意は変わらず……

　押しに負けた店長はシルフィーを雇こ用ようしてしまい、その結果。




　ドガァアアアアアアアアアアンッ！




　まぁ、これである。

　なんやかんやあって、店が大だい爆ばく発はつ。

　瓦が礫れきの山やまとなった店舗の中。真っ黒焦こげな店長がシルフィーへ一言。

「クビ」

　当然の結果であった。
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　馬ば鹿かが店を離れた後、俺はまず、奴が破は壊かいした店舗を元通りにした。

　店長からは泣きながら礼を言われたのだが……逆に心苦しいわ。

　その後も、シルフィーは行く先々でトラブルを起こし、そのたび、俺は尻しりぬぐいに奔ほん走そうした。

「はぁぁぁぁぁ……なんと言いますか、もうどうでもよくなってきましたよ……」

「お、お疲つかれさまでした、アード君」

「け、けど、ほら！　尾行の甲か斐いもあってさ、なんとなくあの子の目的が見えてきたじゃない！」

　イリーナの言う通りではある。

　馬鹿もといシルフィーが足を運んだ先は、ほとんどが地域に根付いた施設だった。

　つまり、彼女は地域活性に協力しようとしているのかもしれない。

　……違い和わ感かんはなかった。奴にとってキングスグレイヴは第二の故郷とも言える。そんな街に何か貢こう献けんしたいと思うのは、特別不思議なことではない。

　だが……もしそうだったなら、大聖堂やコロッセオでの一件はなんだったのだろう？

　ただの気まぐれであろうか？

　と、そう考える最中も、シルフィーは街中を歩き続けた。

　小腹でも空いたのか、露ろ店てんで蜂はち蜜みつパンを大量に購こう入にゆうする。

　そうしてから、彼女は新たな場所へと足を運んだ。

　そこへ入ったことで、我々は先刻の意見に迷いを抱く。

　地域貢献、というのがシルフィーの隠かくし事……ではないのかもしれん。

　何せ今、奴が入っていった施設は──




　キングスグレイヴにて最大規模を誇ほこる、監かん獄ごくであった。




　おどろおどろしい外見の施設だが、シルフィーは躊躇ためらうどころか、

「もぐもぐ。蜂蜜パンおいちぃ～のだわ～」

　我が庭を散歩するような気軽さで、足を踏ふみ入れる。

　そんな様子を見守ってから、三度、姿見の魔法を発動。大鏡がシルフィーの動向を映す。

　監獄内へ入ってから、彼女はとある一室へと赴いた。

　そこには窓口が一つ設けられているほか、大量の椅い子すとテーブルが並べられている。

　座席に着いて談笑しているのは、一いつ般ぱんの人間だけではない。囚しゆう人じんも居る。

　どうやら、面会室のようだ。

　シルフィーは蜂蜜パンを食べながら窓口へ行くと、

「もぐもぐ。ダニエルとの面会、許可は下りたのだわ？」

　問い尋たずねた彼女に、窓口の男性は難しい顔をしながら応答する。

「いいえ。やはり出来かねると」

　途と端たんに、シルフィーの表情が険しいものへと変わった。

「……なんで？」

「先日お伝えしました通り、奴は凶きよう悪あく犯はんであり……数日後に死し刑けい執しつ行こうを控ひかえた身。何をしでかすやらわかりません」

「問題ないのだわ。何があっても責任は自分で持つから。とにかく、会わせてちょうだい」

「……許可が下りていない以上、それは出来ません」

「なんとか、してちょうだい」

　懇こん願がんするが、首を横に振ふられてしまう。

　シルフィーの幼い顔に、苦く渋じゆうが浮うかぶ。

　そして彼女は、窓口の手すりを叩たたきながら叫さけんだ。

「アタシには！　アイツに会う権利があるのだわっ！」

「それは、どういったもので？」

「アタシは《激動の勇者》！　シルフィー・メルヘヴン！　アイツを改心させに来たのだわ！　だから早く、会わせてちょうだい！」

　何度も手すりを叩きながら叫ぶシルフィーに、窓口の男は小さく舌打ちする。

　まるで面めん倒どうな子供を見るような目を向けながら、彼は言った。

「……いいかな、お嬢じようちゃん。君が万一、シルフィー様ご本人だったとしても、あいつを改心させるなんて絶対に無理だ」

「そんなの、わかんないのだわ！　アイツだって、根は良い奴やつに決まってるのだわ！」

「根が善良な人間はね、連続殺人だとか、強ごう姦かんだとか、そういったことはしないものだよ。根っこからのクズだからこそ、奴は死刑になったのさ」

「そんなことないのだわ！　アタシは──」

「あぁもう、わかったわかった。とにかく君の申しん請せいは却きやつ下かだ。永遠に。あまり大人を困らせないでくれないかな？」

　強引に話を打ち切ってくる男に、シルフィーはなおも食らいつく。

　しかし、どう足あ搔がいても自分の意見が通らないことを察したか。

「……絶対、諦あきらめないのだわ」

　そう言いながらも、諦てい観かんが胸中に広がっているのだろう。

　シルフィーは肩かたを落としながら、監獄をあとにするのだった。




　　　　◇◆◇




　とぼとぼと、覇は気きのない様子で歩くシルフィー。

　彼女自身、らしくないと考えたのだろうか、ふと立ち止まると、大きく息を吸って、

「ああああああああああああああああああああああああああああッッ！」

　天を見上げながら、思い切り絶ぜつ叫きようする。

　そうすることで、少しは気が晴れたらしい。足取りに元気が戻もどった。

　その後。

　先ほど購入した大量の蜂蜜パンが入った袋ふくろを抱かかえながら、シルフィーは新たな場所へと足を踏み入れる。

　そこは貧民街の一角だった。浮ふ浪ろう者しやがたむろするその場所には、どこか淀よどんだ空気が流れている。そんな場所へ足を踏み入れたシルフィーが向かった先には。

「また来てやったのだわ、ジジイ！」

「……フン。物好きな嬢ちゃんだねぇ」

　白い髪かみ、白い髭、白い眉まゆが特とく徴ちよう的てきな、老ろう齢れいの男。

　誰だれともつるんでおらず、一人地べたに座るその老人の横へ、シルフィーは腰こし掛かけた。

「ほらジジイ。食べ物買って来てやったのだわ」

「蜂蜜パンか。ありがとよ」

　差し出されたそれを手に取って、一口かじりつく老人。

「……なぁ、嬢ちゃんよ。もうこんなとこに来るのはやめな」

「危険だから？」

「そうさ」

「ふふん！　見くびらないでちょうだい！　アタシは強いのだわっ！」

「とてもそうは見えねぇな。俺からすりゃ、か弱い娘むすめっ子こだぜ。……まったく、お前さんを見てるとよ、なんだか妻のことを思い出しちまうぜ。俺の妻は──」

「蜂蜜パン、食べるのだわ？」

「おう、あんがとよ。でな、俺の妻はよぉ──」

「蜂蜜パン、食べるのだわ？」

「あぁ、すまねぇな。えぇっと。で、なんの話だったかな？　あぁ、そうだ。俺の──」

「蜂蜜パン、食べるのだわ？」

「……なぁ嬢ちゃん。お前さん、言わせる気ねぇだろ？」

「あ、バレた？」

　ぺろっと舌を出すシルフィーに、老人は肩を竦すくめながら、また一口パンをかじった。

「ふぅ……老い先短みじけぇジジイの昔話だ。付き合ってくれよ」

「ごめんこうむるのだわ。辛しん気きくさい昔話なんて聞きたくない。代わりに……これからどう生きていくか。そういった話なら喜んで聞いてやるのだわ」

「ハッ。これから、どう生きるか、ねぇ」

　くつくつと、喉のどを鳴らして笑う老人。その声音には、明らかな自じ嘲ちようが宿っていた。

「まったく、嬢ちゃんと喋しやべってると退たい屈くつしねぇや。初めての感覚だぜ、こいつは」

「……アンタ、もしかしてロリコン？」

「ちげぇよクソガキ。なんか懐なつかしいんだよ。お前さんと話してるとよぉ」

「ふぅん」

「ま、お前さんみてぇなガキんちょ相手に、懐かしいってのも奇き妙みような話だがな」

　くつくつと笑ってから、老人は細い目を開き、シルフィーを見た。

「なぁ、嬢ちゃん。俺が元は騎き士しだって話は、したっけか？」

「うん」

「そっか。へへ。歳としは取りたくねぇなぁ。昨日話した内容さえ忘れちまう。……けど、死んでも忘れねぇものもある。それは……誇りと、憧あこがれだ」

「…………」

「なぁ、嬢ちゃんよ。お前さん、シルフィー・メルヘヴンって言ったよな？」

「うん」

「本物の、シルフィー・メルヘヴンだとも、言ってたよな？」

「うん」

「だったらよぉ…………後生だから、この場で俺のこと、殺してくれねぇか？」

　シルフィーは、何も答えなかった。

　一方で、老人はくつくつと笑い、

「俺ぁな、聖書に出てくるシルフィーに憧れて、騎士になったんだよ。だが……結果はこのザマさ。ご立派な騎士様が、今や貧民街の浮浪者だ」

「…………」

「なぁ、嬢ちゃん。もしお前さんが本物ならよぉ、俺の気持ちを汲くんでくれや。ド底辺の出来損ないとしての衰すい弱じやく死しなんざ、誇りが許さねぇ。そんな死に様よりも……憧れの人に、斬きられて死にてぇよ」

　この願いに、シルフィーは。

「バッカじゃないの」

　スッと立ち上がって、老人を見下ろすと、

「自分を哀あわれむことしか出来ないような誇りなんて、犬の餌えさにもなりゃしないのだわ。いい？　誇りってのはね、生きるために必要なものなの。死ぬためのものじゃないわ。少なくとも……アタシとリディー姐ねえさんは、そう思ってる」

　そして、シルフィーはジッと老人の目を見み据すえながら、言った。

「薄うす汚ぎたなくてもいい。みっともなくてもいい。最後まで足搔くのだわ。足搔いて足搔いて足搔き抜ぬいて……その末に死んだなら」

　シルフィーの唇くちびるに、笑みが宿る。

「そんときは、アンタの生き様を笑ってやるのだわ。このアタシが。《激動の勇者》が。笑いながら、見送ってやるのだわ」

　貧民街に、太陽の光が射さす。

　それに照らされたシルフィーは、まさに……

《勇者》の称しよう号ごうを持つに相応ふさわしい、一流の戦士に見えた。

「……へへ。そうかい、そうかい。嬢ちゃんが、笑って見送ってくれるのかい。そりゃいいや。最高の死に様だぜ」

「ふふん！　わかったなら、くっだらないこと言ってないで必死こいて生きるのだわ！　たまに遊びに来てあげるから！」

　そう述べてから、シルフィーは歩き出した。

　踵きびすを返し、老人に背を向ける。

　途端。

　そのあどけない顔に、悲ひ哀あいが宿った。

　彼女は決して振り向くことなく、老人へ向けて、ポツリと声を漏もらす。

　まるで幼い子供が、懇願するように。

「……長生きしやがれだわ、クソジジイ」




　　　　◇◆◇




　それから夕暮れになるまで、シルフィーは各地を巡めぐり続けた。

　向かう先はまさしく多種多様。当初は地域活性化を目指しているのだろうかと考えていたのだが、今やそこから完全に逸いつ脱だつしており……

　最後の最後まで、俺達は奴の意図がわからなかった。

　しかし。

　自由行動の終しゆう了りようギリギリ。

　時間的に最後となるであろう場所へ足を踏ふみ入れたことで。

　俺達は、シルフィーの真意に気がついた。

　そこは……霊れい廟びようである。

　中央に建てられた祈き念ねん碑ひを中心に、無数の墓が並ぶ。

　この霊廟はかつて、俺が造らせたもの。

　リディアを始めとした……《勇者》の軍勢を、祀まつるための場所だ。

「……来よう来ようとは思ってたけれど。なかなか踏ん切りが付かなかったのよね」

　花束を手に、祈念碑へと足を運びながら、シルフィーがボソリと呟つぶやいた。

　そして、彼女は碑石の前に立つと、花を置いて。

「久しぶりだわね、皆みんな。アタシからしたら全然だけど……皆にとっては数千年ぶり、か」

　シルフィーの顔には、微笑が浮うかんでいる。

　だが……その表情はどこか、切なかった。

「今でも、夢みたいだわ。いっそ、夢だったらいいんだけどね。……皆のために、修行してきたのにね、外へ出たら数千年経たってただなんて。ホント、悪い夢だったらいいのに」

　……あぁ、そうか。

　いつもいつも、明るいから。

　俺達は彼女が背負った悲劇を、見落としていた。

　かつて、シルフィーが俺達のもとから離はなれ、修行の旅に出たのは……

　そう、勇者の軍勢が、ある一戦の末に崩ほう壊かいした、直後だった。

　生き延びた者達はごく僅わずか。

　けれども、ごく僅かであっても、確実に。

　生き残りは、居たのだ。

　シルフィーが守りたいと心から願う者達は、居たのだ。

　けれど……そんな彼等は、もう居ない。

　数千年の時を経て、彼等は皆、冥めい府ふへと旅立った。

　彼女の姉貴分である、《勇者》・リディアもまた──

　そんな中、シルフィーは独り、生き延びた。

　誰にも別れを言えぬまま。

　独り、生き延びてしまった。

「……ここはさ、アタシにとっても、皆にとっても、第二の故郷みたいなものだから。きっとどこかに、皆の足あし跡あとがあるって思ってた。だからちょっと、探してみたのだわ」

　そう。

　これまでの奇き行こうは全て。

「皆の子孫に、会いに行った。ほとんどは、面おも影かげも何もなかったけど……中にはそっくりな人も居たのだわ」

　かつての仲間達に、なんとか、会いたかったから。その存在を、感じたかったから。

　それが、奇行の真相だった。

　……しかし。

「まぁ、当たり前、だけど。……そこに、皆は居なかったのだわ。所しよ詮せん、子孫でしかないもの。皆じゃない」

　唇を震ふるわせながら、シルフィーは碑石に触ふれて、語りかけた。

「ねぇ。皆はあれから、どんなふうに生きたの？　どんなふうに、死んでいったの？　アタシのことは……覚えててくれたの、かな」

　誰も、何も、答えない。

　この街には、足跡しか残ってはいないのだ。

　かつての仲間はもう、どこにも。会いたい者達はもう、どこにも。

　存在しては、いないのだ。

「……どんなときだろうと、笑ってろって。姐さん、いつも言ってたわね。それはアタシ達の中で、合い言葉みたいなものだった。ウジウジしてる奴やつを見たらとりあえず、背中でもブッ叩たたいてやれって。アタシ達はずっと、そうしてきた。でも……ここには、アタシの背中を叩いてくれる人は、どこにも居ない。それが正直…………」

　拳こぶしを握にぎり締しめ、唇を震わせる。その大きな瞳ひとみは涙なみだで濡ぬれ──

　しかし。

「ぜんっぜん！　寂さびしくなんか、ないのだわっ！」

　シルフィーは決して、涙を流さない。むしろ精せい一いつ杯ぱい、笑って見せる。

　そうしながらシルフィーは、言葉を紡つむぎ続けた。

　まるで、目前に居る仲間達へ、胸を張るように。

「まだまだ、旧知の友達だっているもの！　例えばオリヴィアとか！　ヴェーダは……ちょっと微び妙みようだわね。アルヴァートとライザーは……どこでなにやってんのかしら？　まぁ、あいつらはどうだっていいのだわっ！　とにかく！　旧知の仲だって居るし……この時代でも、友達が出来た」
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　目元を擦こすってから、改めて、シルフィーは笑顔となり、

「だからね！　アタシ、全然寂しくないのだわ！　そっちはアタシが居なくて、毎日寂しいだろうけど！　でも、まだまだそっちに行く気はないからっ！　この時代の友達は、どいつもこいつも頼たよりなくて！　アタシが居ないと、てんでダメだからねっ！」

　そして。

　シルフィーは、天を見上げ、

「せいぜい、冥府でアタシの活かつ躍やくを見てるがいいのだわっ！　最後の最後まで、みっともなく生き延びてやるんだからっ！　それで、限界以上に生き延びて、笑いながらくたばることができたら、そのときは……」

　仲間達へ、笑いかけた。

「そのときは……アタシの死に様を笑いながら、迎むかえ入れてほしいのだわ」

　言い終えると、シルフィーは瞳を瞑つぶり、祈いのりを捧ささげ始めた。

　……あんな姿を見せられて、突つっ立たっていられるわけもない。

「シルフィーっ……！」

　イリーナを筆頭に、我われ々われは駆かけ出だした。

　友人であり、妹分でもある彼女に何か、言ってやりたかったから。

　しかし。




　ピッ。




　数歩、霊廟へと足を踏み入れた、その瞬しゆん間かんだった。

　我々の足下から、異音が響ひびき──




　ドガァアアアアアアアアアアンッ！




　……清すが々すがしいほどの爆ばく発はつが、我々を襲おそった。

　その直後、シルフィーが弾はじかれたようにこちらを振ふり向いて。

「ややっ！　引っかかったわね、《魔ま族ぞく》共っ！　この場所はアタシが守……る……？」

　守るも何も。

　貴様のせいで墓の大半が吹ふっ飛とんだわ、馬ば鹿か者ものが。

　そう怒ど鳴なり込んでやりたかったが、グッと我が慢まんした。

　一方で、シルフィーはこちらを見つめながら、きょとんとした様子で首を傾かしげ、言った。

「皆、なにしてるのだわ？　そんなボロッボロな格好で。あ、もしかしてダメージ・ファッションを試してるの？　だとしたら失敗してるのだわ。もうちょっと勉強が必要──」

「「やかましいわぁああああああああああああああああああああッッ！」」

「だわわっ!?」

　同時にシルフィーへと飛びかかる、イリーナとジニー。

　爆発を浴びたせいでアフロになった彼女等は、さんざくた馬鹿の全身を小こ突づき倒たおし、

「さっきまでの空気を返しなさいよぉおおおおおおおおおおおおッ！」

「感動して損しましたわッ！　私の涙を返してくださいッ！」

「い、意味がわからないのだわぁあああああああああああああ!?」

　ボカスカと煙けむりを立てながら暴れる三人。

　現在進行形で霊廟は破は壊かいされ続けているが……

　まぁ、奴等らもきっと、笑って済ませるだろう。

　俺は嘆たん息そくしつつ空を見上げ。

　心の中で、かつての盟友達へ、言葉を送った。




　あの馬鹿はもう少しだけ、こちらで預かる。

　だから。

　せいぜい、笑いながら見守ってくれ。




　……すると、俺の中で。

　ドクリと、リディアの魂たましいが高鳴った。

『変わんねぇよな、あいつは』

　彼女がそう言いながら、笑ったように思えて。

「……あぁ」

　俺もまた、笑みを浮かべるのだった──








最終日　ポジティブ・グッド・ハザード









「はいはい、皆みなさん！　よってらっしゃい見てらっしゃい！　これから楽しい魔法学の発表会が始まるよ～～～っ！」

　晴天の空の下。古都キングスグレイヴ、大広場にて、ヴェーダの明るい声が響き渡わたった。

　……本日は修学旅行、最終日である。ゆえに奴は朝方、唐とう突とつに宿へとやって来て、

「やぁ皆！　学者神だよ！　初日に予告した内容を覚えてるかな？　ノーなんとか君がアード君をぎゃふんと言わせる舞ぶ台たいが整ったから、二時間後に大広場へ来てねっ！」

　こんなことを一方的に話し、去っていった。

　当然だが、俺はオリヴィアに直じき訴そした。修学旅行の予定もありますし、彼女のことは無視しましょう、と。

　彼女の返答は次の通りである。

「予定変へん更こうだ。スケジュールの全てをキャンセルし、ヴェーダのそれのみに集中する」

「は!?　な、なぜ!?」

「なぜもなにも。奴はアレで実に優ゆう秀しゆうだからな。生徒達にとって良い勉強になるだろう」

「いやいやいや！　生徒一同がスライムとかになったらどうするんですか!?　十分ありえますよ、彼女の茶番に付き合ったら！」

「……なぜ、貴様がそこまで、奴のことを理解しているのだ？」

「えっ。そ、それは……ひ、一目見ればわかります！」

「フン、仮にそうだとしても、わたしの決定に変わりはない。ヴェーダの話に乗らせてもらう。……何か、面白いものが見られそうだしなぁ？」

　こいつ……！　間ま違ちがいない……！

　ヴェーダを利用して、俺＝《魔王》であるという証あかしを集めるつもりだ……！

　……なんとか阻そ止ししたかったのだが、しかし、上手うまく行かず。

　結局、俺は皆と共に大広場へ行くハメになった。

　そして足を運んで早々、ヴェーダとノーマン、両名の出で迎むかえを受ける。

「やぁ皆！　よく来たね！　こっちは準備万ばん端たんだよっ！」

「師し匠しようのサポートを受けて完成した研究物の数々！　とくと見せつけてくれるわ！」

　指差して宣言する禿はげ頭あたまの老博士に、俺は苦笑を返した。

　それから視線をずらし……彼等の背後に控ひかえた、大舞台へと目を向ける。

「一つ、お尋たずねしたいのですが。先程おっしゃっていた魔法学発表会なる催もよおしは、あの場で行うのですか？」

「その通りだ！　貴様が敗北し、儂わしの靴くつを舐なめる様を民衆に見てもらうためになぁ！」

「……なるほど」

　なんと厄やつ介かいな。あんな派手過ぎる舞台セットを用意したうえ、元・四天王自らが呼び込みをかければ……必然、観衆は膨ぼう大だいなものとなろう。

　実際、我々を囲むように眺ながめている客の数は、現時点でも極めて多い。目算だが……千や二千ではなかろう。こんな民衆の前で力を発揮しては、いったいどうなることか。

「頑がん張ばってね、アードっ！」

「キングスグレイヴにもアード君の名を轟とどろかせましょう！」

　二人には悪いが、期待を裏切らせてもらう。これ以上目立とうものなら、きっとろくでもないことになるに違いない。そう、例えば……

　オリヴィアが笑顔になったり、オリヴィアが笑顔になったり、オリヴィアが笑顔になったりする。それだけはなんとしてでも阻止せねば。

「ふむふむ。もうそろそろ、頃ころ合あいかな」

　隣となりに立つヴェーダが一つ頷うなずき、こちらを見やった。

「じゃあアード君と、え～……ベルマン君だっけ？　二人とも舞台に立ってちょうだい！」

「ノーマンです師匠。……くくくく、ついにこのときがやって来たわ」

「はぁ。了りよう解かいしました」

　逃にげる、という選せん択たく肢しはない。それを選べば、オリヴィアが笑顔になるだろう。

　嘆息しつつ、ノーマンと共に舞台へと上がる。

　と、ショーの始まりを察したか、民衆が沸わき始めた。

「なんか知らんが、頑張れよ二人共～！」

「ルックスではアード君の圧勝よ～！」

「ようわからんけど、ハゲの応おう援えんをするぜ！」

　大広場が歓かん声せいに包まれる。それを確認してから、ヴェーダが壇だん上じようへと登った。

「はいはい皆～！　ワタシだよ～！　今日は来てくれてありがと～！」

「うおおおおおお、ヴェーダ様だああああああああああ！」

「合法ロリ最高ぉおおおおおおおおおおおおお！」

「ただいまより、楽しい楽しい魔法学発表会……というか！　発表バトルを始めちゃいま～～～～～すっ！」

　なんだ発表会バトルって。

「ルールは簡単！　まずノーなんとか君が魔法学の発表を行う！　で！　その発表に対し、アード君が参ったと言えば決着！　アード君の敗北が決定する！　逆に発表内容を上回るものを出せばアード君の勝利！　これを何度も繰くり返かえして、ノーなんとか君が負けを認めたら試合終しゆう了りようとなりま～す！」

　……ふむ。

　当初はどうなることかと思ったが、どうやら此こ度たびの一件、切きり抜ぬけるのは容易だな。

　何せ、最初の発表時点で負けを認めてしまえばよいのだから。

　それも極めて無様な調子で。

　そうしたなら、無む駄だに上がった俺への評価も少しは下がるだろう。

　むしろこれは、我が身を取り巻く環かん境きようを好転させるチャンスと見た。

「さぁ！　前置きはここまで！　早速やっちゃって～！」

「ふはははは！　行くぞ、アード・メテオールッ！」

　勢いよく叫さけんでから、ノーマンは掌てのひらを地面へと向けた。

「見るがいいッ！　このドクトル・ノーマンのッ！　天才たる所以ゆえんをッ！」

　そして──奴やつは、魔法を発動する。

　瞬しゆん間かん、巨きよ大だいな魔法陣じんが顕けん現げん。

　そのサイズたるや凄すさまじく、大広場一帯をカバーするほどだった。

「ほう？　これは……」

　陣の内容、魔ま法ほう術式を把は握あくした俺は、無意識のうちに呟つぶやきを漏もらす。

　果たして、ノーマンが発動した魔法とは。

「飛行術式、ですか」

　再び呟いた直後。

　俺を含ふくめ、場に立つ全ての人間が、宙へと浮うき上がる。

　……およそ、二〇セルチ程度だが。

「う、うおおおおおおおおおおおおおお!?」

「か、体が、浮いてるぅうううううううう!?」

「おいこれって……！」

「ロ、《不可能技術ロスト・スキル》じゃねぇかッ！」

　民衆達の反応に、ノーマンは口元を吊つり上あげて叫んだ。

「そう！　現代において、飛行魔法は使用不可能とされている！　しかしこのドクトル・ノーマンは！　現代魔法学をもとに！　《不可能技術ロスト・スキル》を再現してみせたのだッ！」

　のけぞらんばかりに胸を張って、ノーマンはなおも叫ぶ。

「今はまだ完全とは言えぬが！　近い将来、人々が自由に空を飛ぶ時代がやってくるだろう！　この、ドクトル・ノーマンの頭脳によってなぁ！」

　高笑いを始めるノーマン。

　……まぁ、本音を言えば、奴の発表内容はたいしたものじゃない。ヴェーダがサポートした割りには、少々サプライズ不足といえよう。

　これを上回る発表など、まさに朝飯前というやつだ。

　けれども、俺はあえて敗北を宣言する。

　両りよう膝ひざを地面について、「私の、負けですっ……！」とか、涙なみだながらに叫ぼう。

　よし。心の準備は出来た。学園祭で鍛きたえた演技力を見せてくれるわ。

　俺は意を決して、先程イメージした内容を体現しようとする。

「ふぅ。ドクトル・ノーマン」

　続いて、膝から──

　崩くずれ落ちようとした、次の瞬間。




「貴方あなたの発表は出来損ないだ。見るに堪たえない」




　……あれ？

「な、なんだと、貴様！　このドクトル・ノーマンの発表内容が、出来損ないだと!?」

　待て待て待て。怒おこるんじゃない。さっきの発言は何かの間違いだ。

　と、そのように弁解したかったのだが。

「えぇ。貴方が考案した術式はゴミ以下だ。こんなもの、三流の仕事ですよ」

　なぜだ!?　なぜ、思ってもない言葉が口から出るのだ!?

　……ハッ！　ま、まさか！

　この舞台セット！　これが原因か!?

　焦しよう燥そう感かんを覚えつつ、ヴェーダを見やる。と、奴は俺の心理を把握したらしい。

　にんまりと、唇くちびるを笑みに歪ゆがませながら、

「そうそう！　言い忘れてたけどね！　その舞台セットはワタシが手がけた、一つの魔導装置なんだ！　噓うそ偽いつわりをやろうとすると、真逆の行動を取るように出来てるから！　わざと負けたりしちゃあダメだよっ！」

　こ、こいつううううううううううううう！

　なんたる不覚か！　現代の生なま温ぬるい湯に浸つかり続けたせいで、警けい戒かい心しんが緩ゆるんでいた！

　ヴェーダが話に絡からんでいるときは、どれだけ慎しん重ちように立ち回っても足りないというのに！

「アァァァァド！　メテウォォォォォォォルッ！　よくも貴様、この天才を侮ぶ辱じよくしおったなぁッ！　ゴミ以下だのッ！　三流だのとぉおおおおおおおおおおおおッ！」

　待て！　待ってくれ！　誤解だ！　俺は負けを認める！

　……と、言いたかったのだが。

「事実を述べたまで」

　体が、言うことを聞かなかった。

　意に反して、俺はキザな笑みを浮かべ、ノーマンを指差しながら、言葉を紡つむぐ。

「貴方も知っての通り、魔法学とは術式の発想、構築、実験の三要素が全て。新たな術式を考え、魔法言語で以もつて構築し、実験することで術式の正否を試す。即すなわち、いかにコンセプトに応じた、完かん璧ぺきな術式を創り出せるか。これが魔法学におけるテーマといってもよろしい。となると、ドクトル・ノーマン。貴方の術式は穴だらけだ」

「ぬぁぁぁぁぁにぃぃぃぃぃぃぃい!?　どう意味だそれはぁッ!?」

「人々が自由に空を飛び交う時代。それを創り出すのが目的であると嘯うそぶきながら、たかだか二〇セルチ、人を浮かばせるのが限界の術式を披ひ露ろうするなど、愚ぐの骨こつ頂ちよう。ゆえに──」

　まずいまずいまずい！　やめろ俺！　踏ふみとどまるんだ、俺！

　……あああああああああ！　ダメだあああああああああ！　か、体が勝手に動くうううううううううううううううう！




「この私が、新時代を見せて差し上げましょう」




　……もう、最悪だ。

　俺の体が勝手に魔法を発動する。

　それは、完全なる飛行魔法。

　広場に集う全ての民衆にそれを使用し──

「うおおおおおおおお!?　ちゅ、宙に浮い────たぁああああああああああああ!?」

　全員、超ちようスピードで彼方かなたへと消えていく。

　そうして皆みなを遠えん隔かく操作し、ぐるりと大陸を一周させてから、こちらへ戻もどす。

　と──

「やべぇえええええええええええええええ!?」

「な、なんだ今のッ!?」

「凄すごかった！　風になってた！　あと鳥にもなってた！　風と鳥になってた！」

　戻ってきた民衆が、てんやわんやの大おお騒さわぎ。

　……それを見み据すえながら、俺は一言。

「ふぅ。皆様、この程度で驚おどろかれるとは。これまで本物に触ふれたことがなかったのですね」

　貴様俺は馬ば鹿かか。

　何を、格好付けた仕草をしているのだ。

　髪かみを搔かき上げながら目を閉じるんじゃない。ふぅ、とかアンニュイな感じにため息を吐つくな。気持ちが悪いんだよ、この馬鹿が。

　あぁ、もう、いっそ殺せ。殺してくれ。

　……心の底からそう思うのだが。しかし。

「こ、こここ、これで勝ったと思うなよぉおおおおおおおおおッ！　まだまだ、発表内容は残ってるんだからなぁああああああああああああああああッ！」

「フフ。私を感服させられますかね？　貴方ごときに」

　俺の地じ獄ごくは、終わらなかった。

「これならどうだ！　誰だれでも《二重詠唱ダブル・キヤスト》を可能とする魔導装具──」

「どれどれ。……はい、これで《八重詠唱エイト・キヤスト》まで可能になりましたよ」

「うっそぉおおおおおおおおおおおおお!?」

　やめろ……！　やめるんだ俺……！

「くぅッ！　な、ならば！　回復魔法を応用した、この術式はどうだッ！　見ろ！　深ふか爪づめした部分がすぐに──」

「そんなものより、死し滅めつした毛根を蘇よみがえらせる魔法はいかがか？　ほら、このように」

「うぉおおおおおおおおおおお!?　わ、儂わしの砂さ漠ばく地帯に、新芽がぁああああああああああああああああああ!?」

　誰か……！

　誰か、俺を止めてくれっ……！

「く、くそぉっ！　こ、こうなればッ！　若返りの魔法だッ！　これは超こえられまい！」

「やれやれ。貴方にとって若返りとは、ほうれい線を少し見えにくくする程度のものですか？　よろしい。本物の若返りというものをお見せしましょう」

「うぉおおおおおおおお!?　な、なんだ!?　か、体に力がッ！　力が漲みなぎるぅうううううううううううううううううう!?」

「はい、鏡をどうぞ」

「……えっ。コレ、儂？　えっ、噓うそ、マジで？　めっちゃ若いじゃん。しかもなんか……めっちゃダンディーじゃん」

「ついでに美容整形の魔法もかけておきました」

「なん……だと……!?」

　その後。

　意識が暴走した俺による、ハチャメチャな発表会が展開し──

　そして。

「儂の負けにございますアード様。どうか儂を弟子にしてくださいませ、アード様。どうかどうか。靴くつを舐なめますから弟子にしてください、アード様」

　もう完全に別人となったノーマンが、敗北を宣言した。

　ていうかほとんど発表会じゃなかった。ただノーマンの美容整形をしただけだった。

「ゲヒャヒャヒャヒャ！　さっすがアード君だねっ！」

　舞ぶ台たいの下で、客に交ざりながら称しよう賛さんを送ってくるヴェーダ。

「……これで催もよおしは終わりと思って、よろしいか？」

「そうだねぇ。ノーなんとか君が負けたわけだし、今回は終わりってことでかまわないよ」

　少しばかり、拍ひよう子し抜ぬけだった。奴やつの性格上、飛び入り参加してきそうだが。

「さ～てと、ワタシはちょっと野暮用があるから抜ぬけるね～！　間ぁ～に合うかなぁ～♪　びっみょうだなぁ～♪　っと」

　何やら上じよう機き嫌げんに口ずさみながら、弾はずむような歩調で離はなれていく。

　……なんだろう。

　これから、ヴェーダという名の悪夢が、本領を発揮するのではないか。

　そんな気がしてならなかった。




　　　　◇◆◇




　ヴェーダ主しゆ催さいの発表バトルとやらで悪目立ちした結果、俺はオリヴィアの笑顔という厄やつ介かいな問題と向き合うハメになった。

　それを乗のり越こえて以降、修学旅行のスケジュールが進行。

　本日の巡じゆん回かい地ちを回り終えてから、最後の自由時間を迎むかえる。

　その矢先のことだった。

「やっほ～、皆みんな！　学者神の再登場だよっ！」

　我々の前に、再び奴が現れた。

「はぁ。またおかしな催しを開くのですか？」

「いやいや！　最終日だし、せっかくだから穴場な名所とか、色々と案内してあげようかなって！」

　親切心一〇〇％といったふうに見えるが、実際はどうだかわからない。

　聞くところによれば、初日だけでなく二日目の騒そう動どうさえもこいつが原因だという。

　三日目こそ何もしてこなかったが……本日のためになんらかの準備をしていたのやもしれぬ。

　もうこれ以上の面めん倒どうごとはごめんだ。イリーナ達も同意見だったらしく、こちらに「上手うまいこと断って」といった意思を込めた視線を送ってくる。

「……我われ々われごときにヴェーダ様のご貴重な時間を割いていただくなど、まさに過分な栄えい誉よというもの。ゆえに──」

「遠えん慮りよしなくてもいいって！　それともアレかな？　ワタシをハブにしたいのかな？　だったらこっちにも考えがあるんだからっ！　ワタシと遊んでくれないなら、皆のヤバい秘密を世界中に暴ばく露ろしてやるっ！　例えばイリーナちゃんが毎日夜中に起きてアード君にしてることとか！　ジニーちゃんが授業中にしてることとか！　シルフィーちゃんがオリヴィアちゃんのアレを──」

「い、一いつ緒しよに遊びましょっ！　ヴェーダ様っ！」

「あ、あのヴェーダ様とご一緒に歩けるだなんて！　これ以上の幸せはありませんわっ！」

「ア、アタシも久しぶりに、ヴェーダと遊びたかったのだわっ！」

　三人が真っ青な顔をしながら、奴に詰つめ寄よった。

　……いったいどんな秘密だというのだ。

　特にイリーナちゃん。毎夜毎夜、俺に何をしているというのか。

「アード君も、ワタシをハブにしたりしないよねぇ？」

「……えぇ、もちろんにございます、ヴェーダ様」

　俺とて、知られたくない秘密の一つや二つはある。

　そういうわけで。

　我々はヴェーダを加えて、最後の自由時間を過ごすハメになった──




　　　　◇◆◇




　──ヴェーダ直々の穴場的名所案内は、意外にもまともなものだった。

　最初に向かったのは飲食店。

「昼前だし、皆お腹なか空すいてるでしょ？　行きつけのお店に案内するよっ！」

　本人曰いわく、トマトパスタが絶品の隠かくれた名店だという。

　実際、彼女の言う通り、その店の料理は極めて美味であった。

「いらっしゃいませ、ヴェーダ様」

「おや、コック長じゃないか！　今日も君のトマトパスタは最高だね！　……ところで君、名前なんだっけ？」

「ウェルブでございます」

「そうそう！　ウェルブだ、ウェルブ！」

　料理に舌した鼓つづみを打ち、空腹を満たした後、ヴェーダは別の場所へと我々を案内した。

　小規模な劇場である。どうやらマイナーな劇団が運営しているようで、短時間の喜劇を日に何本も上演しているようだ。

　ヴェーダが勧すすめた通り、いずれの作品も面白く、まさに抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうの嵐あらしだった。

「相変わらず面白いなぁ、ここの舞台は。特にあの役者……え～っと…………あ～、ダメだ。やっぱり名前が出てこないや」

　そう呟つぶやくヴェーダの顔には、喜劇に魅みせられたがゆえの笑顔がある。

　けれども、気のせいだろうか。

　ほんの少しだけ、彼女の幼い美び貌ぼうに、悲ひ哀あいが宿っているように思えたのは。




　劇場にてさんざん笑った後、ヴェーダはまた、新たな場所へと我々を案内した。

　そこはこれまで巡めぐった穴場、ではなく、かなりの有名どころ。

　……俺があえて足を運ばぬよう、皆みなを説得し続けていた場所でもある。

　その名はキングスグレイヴ国立博物館。

　五〇〇年近い歴史を持ち、大陸内でも極めて名の知れた施し設せつ……といった内容が、出入り口にある看板に記されていた。

　実際のところ、この博物館には古代世界の遺品などが数多く展示されており……

　中でもとりわけ、《魔ま王おう》ゆかりの品が多いと言う。

　……この時代の人間にとっては貴重な歴史資料なのだろうが。

　当人からしてみれば、たまったもんじゃなかった。

「こ、これがかの、《魔王》様が使用されたという歯は磨みがき……！」

「《魔王》様が入った後のお風ふ呂ろの水……！」

「あら、懐なつかしいのだわ。このスプーン、《魔王》のお気に入りだったわね」

　……この博物館を築いた者に、こう言いたい。軽く一〇〇日間は言い続けたい。

　貴様はプライベートという言葉を知らんのか、と。

　俺のアレやらコレやら、多種多様な使用済み品目の数々が並ぶという、まるで悪夢のような空間。

　これが俺一人での観覧であったなら、まだマシだった。

　しかし、ここにはイリーナやジニー、そしてシルフィーとヴェーダがいる。

　ゆえに。

「ぎゃはははは！　ま、《魔王》が所持してたエロ本！　あいつ、こんな趣しゆ味みがあったのね～！　クッソウケるのだわ～！」

「ま、《魔王》様も、えっちな本、読んでたのね……」

「エロエロサキュバスとの熱い一夜……ふふっ、さすが《魔王》様、素晴らしいご趣味ですわぁ～」

「こりゃまた懐かしいね！　ワタシが発見したエロ本じゃないか！　見た瞬しゆん間かん引いちゃったなぁ～。ヴァル君って可愛かわいい顔してるけど、内面は変態なんだなって！」

　……こういうことになるから嫌いやだったんだよ。ここに来るの。

　なんかもう、いっそ殺してくれ。さっきから胃が痛くてかなわんわ。

「み、皆さん。《魔王》様の配下、ゆかりの品も見に行きませんか？」

　頰ほおをひくつかせながら、強引に皆を引っ張っていく。

　忌いま々いましい《魔王》コーナーから離れ、別の場所へ。

　そこには我が配下達が遺したとされる品々が展示されていた。

「おやおや！　これはまた懐かしい名前だねぇ！」

　ガラスケースに入ったそれを見つめながら、ヴェーダが弾んだ声を響ひびかせた。

「知将ロックの遺品……？　え～っと、ロックってアンタの弟子だった、アイツ？」

「そうそう！　ぶっちゃけ見所ナシの無能だったけど、面白い子だったなぁ～！」

　奴のことなら俺も覚えている。

　ヴェーダが酷こく評ひようするように、奴は無能であった。

　ただ悪わる知ぢ恵えはよく働くし、何より、人を見る目は誰だれよりも優れていたな。

　その審しん美び眼がんと口八丁手八丁で人を操り、自分は何もせず他人に全てを押し付け、手て柄がらを横取りするような……まぁ、端たん的てきに言えば人間のクズである。

「えっ？　無能？　ロック様が？」

「ロック様といえば利便性の父と呼ばれた、天才発明家ではありませんか」

　誰だ、奴をそんなふうに呼んだのは。

「ほら、ここにもロック様の発明品の数々が展示されていますわ～。特にこの、魔導式コンロなど、民衆の生活を一変させたものとして有名で──」

　あれ？

　この魔導式コンロもそうだが……

　奴やつが開発したという発明品の数々、どこかで覚えが……

　あっ。

　そ、そういえば昔、奴が俺を訪ねてきて、こんなことを聞いてきたな。

『ねぇ陛下～。僕ちゃん歴史に名を残したいんスよ～』

『……なんだ藪やぶから棒に』

『ここ最近、マジで思うんスよねぇ～。陛下達スーパーパネェって。僕ちゃんも陛下達みたく歴史に名前残しちゃったりしたいなぁ～、って。つ～ことで陛下、なんか良さげなプランないっスかぁ～？　例えばそう、すっげぇ発明品のアイディア的なアレとかぁ～』

『はぁ。貴様は阿あ呆ほうか。そんなものはな、自分自身で見み出いだしてこそ価値が──』

『あれあれぇ～？　もしかして陛下、なんのアイディアも持ってないんスかぁ～？　たは～！　ウチの王様も所しよ詮せん、戦せん闘とう力りよくだけが取とり柄えの脳筋だったかぁ～！　これじゃあリディア様とおんなじだなぁ～！』

『……おい待て貴様。この俺が、あんなクソ馬ば鹿か野や郎ろうと同じだと？』

『今んとこ僕ちゃんの中ではそうなっちゃってるっスねぇ～。でもぉ～、陛下が発明品的なやつのアイディアをドバドバ出してくれれば、僕ちゃんも見直しちゃうだろうなぁ～』

『……いいだろう。まずはそうだな。魔導式コンロなどはどうだろうか』

『おぉ、いいっスねぇ！　もっとください！　もっと！』

『他には、そうだな。魔導式暖だん炉ろとか』

『さっすが陛下！　いよっ！　世界一の発明家！　やっぱリディア様とは格が違ちがうわ！』

『ふふん。そうだろう、そうだろう。他にも魔導式階段や魔導式印刷などもあるぞ』

『おっ、それいただき！』

『……いただき？』

『こっちの話っスよぉ～。さ、続けて続けて！』

　……あいつ、俺のアイディアをそっくりそのままパクりやがった。

　脳裏に奴の笑い顔が浮うかんでくる。……あの野郎、結局最後まで役立たずだったくせに、ちゃっかり歴史に名を残してやがったのか。

「あれ？　どうしたの、アード？　なんだか悔くやしそうな顔してるけど」

「……イリーナさん。私はかつて、敗北が知りたいなどと考えておりましたが。どうやら気付かぬうちに敗北を喫きつしていたようです」

　なんとも複雑な思いを胸に抱いだいていると、

「あっ！　こりゃまた懐かしいねっ！　なくしてたと思ってたけど、こんなとこに展示されてたのかぁ～！」

　ヴェーダの嬉うれしそうな声に、ふと我に返った。

　少し離はなれた場所ではしゃいでいる彼女のもとへ、皆と共に赴おもむく。

　ガラスケースの中に収められていたのは、一枚の絵画であった。

　古代にてヴェーダが提案し、国内随ずい一いちの絵師に描えがかせた……最初で最後の、集合絵。

　俺の横にリディアが並び、その周りを当時の主要メンバーが取り囲む。

　四天王や七文君。

　シルフィーを始めとした、数多くの《勇者》達。

　……かつての、かけがえのない仲間達の姿が、そこにはあった。

「な、なな、懐かしいのだばぁ～～～～～～！」

　久方ぶりに仲間の顔を見たからか、シルフィーが滝たきのような涙なみだを噴ふき出した。

　俺の胸中にも少なからず、センチメンタルな思いが芽生えている。

　……そして意外にも。

　あのヴェーダさえもが、遠い目をしながら、集合絵を見つめていた。

「この頃ころはよかったな。今思えば……この頃が一番楽しかった」

　彼女の顔に、普ふ段だん浮かべている、気味の悪い笑みはない。

　幼い美貌に物もの憂うげな表情を宿しながら、ヴェーダはポツポツと語り続けた。

「ワタシがヴァル君の側に付いたのは、思う存分、知的好こう奇き心しんを満たせるから。それだけだった。当時のワタシはただ、色んな実験が出来ればそれで満足だって。それ以外はどうでもいいことだって。そう思ってた。でも……」

　小さくため息を吐ついてから、ヴェーダは瞳ひとみを細めた。

「ヴァル君がいなくなってから、ようやく気付いたよ。ワタシは知的好奇心を満たしたかっただけじゃない。自分と同じような……世間からは外れ者とみなされてるような、そんな仲間達と、遊んでいたかったんだ」

　仲間達。

　その言葉が、まさかまさか、ヴェーダの口から発せられるとは。

　俺の中でヴェーダという人間はいつだって、マッドサイエンティストのド変態だった。

　顔を合わせれば否いや応おうなしに腹を切り開こうとしてきたり、厄やつ介かいな実験に無理やり付き合わせてきたりして……他人を実験の道具程度にしか思ってない。

　俺の側に付いているのも、結局は実験のためでしかないと、そう考えていた。

　けれども、どうやらそうではなかったらしい。

「ヴァル君や他の皆と出会うまで、ワタシは独りぼっちだった。でも、そんなことを気にしたことはなかったよ。実験を繰くり返かえして、知的好奇心を満たせれば、それだけでよかったんだ。でも……ヴァル君がいなくなった後、ふと思ったんだよね。寂さびしいな、って」

　ヴェーダの独白は、イリーナやジニーにしてみれば、どう反応していいのかわからぬような内容だったのだろう。二人はただ困こん惑わくするように顔を見合わせるのみ。

　一方で、俺やシルフィーからすれば、奴の言葉はあまりにも意外すぎて……

　さっきから、目を丸くしっぱなしだった。

「ヴァル君がいなくなった後、皆、散り散りになった。オリヴィアちゃんは、こうなったのは全部自分のせいだって言って、放ほう浪ろうの旅に出て……ライザー君も、彼には失望したのである、とかなんとか言って、どっか行っちゃったな。アル君なんかはもう、凄すごかった。存在意義がヴァル君だけって人だったからね。それがなくなったわけだから……まぁ、廃はい人じんも同然になっちゃった。他の皆も似たようなもんで……自分でも意外だったけど、ワタシもなんだか、抜ぬけ殻がらみたいになっちゃったよ」

「抜け殻……？　貴女あなたが……？」

　自然と、問いを投げていた。

　ヴェーダは自じ嘲ちようするような笑みを浮かべつつ、返事を寄よ越こしてくる。

「うん。それでね、ようやく気付いたんだよ。ワタシは心の底から、ヴァル君が好きだったんだなぁって。何せ彼はワタシにとって一番の実験台であり……一番よく遊んでくれた、友達だったんだ」

　友達。

　そう口にしたヴェーダに、俺はますます瞠どう目もくせざるを得なかった。

　あのヴェーダがまさか、そんなことを……。

　到とう底てい信じられぬ話だが、しかし、彼女の顔は真しん剣けんそのものだった。

「ヴァル君が居た頃は、本当に楽しかったなぁ。毎日毎日、ワタシの人生は輝かがやいてた。ワタシと同じ、規格から外れたバケモノ友達がたくさん居たからね。でも……今は違う。あの頃と違って、他人の名前を覚えるのが難しくなった。誰も彼もが、ワタシにとっては平へい凡ぼんで。だから……ワタシはまた、独りぼっちに戻もどっちゃったよ」

　寂じやく寞まくとした思いが、ヴェーダの瞳に宿る。

　そのさまはまるで……孤こ独どくに押おし潰つぶされた、かつての俺自身のようだった。

　彼女は一息吐いてから、こちらを見やり、

「ねぇ、アード君。今の人生は、楽しいかい？」

　悲ひ哀あいを滲にじませた笑みを浮かべるヴェーダへ、俺は首しゆ肯こうを返した。

「えぇ。イリーナさんやジニーさん、シルフィーさんにオリヴィア様……皆みなさんのおかげで、楽しく過ごしています」

「そっか。羨うらやましいなぁ。ワタシはね、ぜんぜん楽しくないよ。友達がいない人生って、こんなにも楽しくなかったんだね。……それをヴァル君が居た頃に気付けてたら、もう少し、結末は変わってたのかな」

「ヴェーダ様。それならば──」

　我われながら、信じがたい選せん択たくだ。

　きっと過去の自分であれば、決して口にしなかった言葉であろう。

　しかし、今のヴェーダには心の底から、こう言ってやりたかった。

　自分達と友達にならないか、と。

　だが……

　その言葉を紡つむぐ、直前のことだった。

「まぁ、でも」

　ヴェーダの口元に。

　あの、不気味な笑みが戻ってくる。

「これからの人生は、きっと楽しくなるだろうねぇ」

　歪ゆがんだ唇くちびるから、含ふくみ笑わらいが漏もれ出た瞬しゆん間かん。

　唐とう突とつに。なんの前まえ触ぶれもなく。




　爆ばく発はつ音おんが、我々の耳じ朶だを叩たたいた。




「～～～っ!?　な、なに今のっ!?」

「少なくとも、博物館の中で発生したものではなさそうですね」

「外に出るのだわっ！」

　一いつ般ぱん客きやくが当とう惑わくする中、我先にと駆かけ出だしたシルフィーを追って、我々も博物館の出入り口へと向かう。

　そうして街の大通りへと出たことで……現状を、把は握あくした。

「ひぃいいいいいいいいっ!?」

「ま、《魔ま族ぞく》だぁあああああああああ！　《魔族》が出たぞぉおおおおおおおお！」

　逃にげ惑まどう民衆。

　彼等の悲鳴に破は壊かい音おんが混ざる。

　建造物や地面に魔法を放ち、破壊の連れん鎖さを繫つなげて行く者達。

　それらは皆、半人半はん獣じゆうといった姿をしており、ずいぶんとまぁおぞましい。

「形態変化した《魔族》の群れ、ですか。なんとも唐突なご登場ですね」

　心の中に疑念と怪け訝げんが広がっていく。

　まっこと、不可解な状じよう況きようであった。

　修学旅行の初日から今に至るまで、俺は常に探知魔法で街全域をサーチし続けていたのだが……《魔族》と思おぼしき魔力反応は、これまで一度も感知していない。

　というかそもそも、《魔族》が暴れているという状況そのものがおかしい。

　聞くところによれば現在、奴やつ等らの総数は極めて少なくなっており、無差別な大規模暴動など出来ない状態にあるという。

　そのため奴等が暴れるときは、常になんらかの謀はかりごとが動いているとのことだが……

　断言してもいい。怪あやしい動向など一切なかった、と。

「ふむ。色々と匂においますが……とりあえず、騒そう動どうを収束させることが最優先ですね」

　呟つぶやきつつ、魔法を発動する。

　五大属性の中級攻こう撃げき魔法を、敵方の人数分に合わせて同時発動。

　都合、六八の陣じんが虚こ空くう、あるいは相手の足下に顕けん現げんし……

　刹せつ那な。

　雷らい撃げきが。灼しやく熱ねつが。氷柱が。風ふう刃じんが。岩がん塊かいが。

《魔族》達の総身に、殺さつ到とうする。

　いずれも死なぬよう威い力りよくを抑おさえていた。

　取るに足らぬ命は刈からない。そうした美学ゆえの手加減、だったのだが。

　攻撃魔法が全ての対象に直ちよく撃げきした、その瞬間。

　奴等の全身が総じて、無数の輝く粒りゆう子しとなって飛散する。

「……おや？」

「えっ。ど、どういうこと？」

「ま、《魔族》がいなくなったのは、間ま違ちがいありませんけど」

「ピカーってなってから、シュバンッて消えちゃったのだわ!?」

　未知の現象に、顎あごに手を当て、考え込む。

　当然ながら、《魔族》とて死した際には遺い骸がいを残す。先刻のように粒子状となって消えることはない。

　これはよもや……

「《人造生命ホムンクルス》！　間違いなく、《人造生命ホムンクルス》だよ！　さっきの《魔族》達は！」

　俺が辿たどり着ついた答えと同じ内容を、ヴェーダがピョンピョンと跳はねながら口にした。

「ホ、《人造生命ホムンクルス》……？」

「そうなりますと、さっきの騒動は……」

「あのハゲ！　ノーマンの仕業ってこと!?」

　修学旅行の初日、彼が我々に《人造生命ホムンクルス》の研究過程を見せつけてきたことは、まだ記き憶おくに新しい。

　けれどもおそらく、下手人はノーマンではなかろう。

「彼はケイオス理論を基に《人造生命ホムンクルス》の研究を行っていました。しかし先刻のそれは別の理論がベースとなっているものと思われます。こう言ってはなんですが……先刻の《人造生命ホムンクルス》は、ノーマン氏よりも遥はるか上の領域に居る者にしか製造出来ないかと。ゆえに彼が犯人という線は薄うすいと思います」

　ならば誰だれが下手人か。

　それは──

　と、ある人物に目をやった、次の瞬間。

　再び、破壊音と悲鳴が耳に入る。

　……どうやら街全域に《魔族》達が現れ、騒乱を起こしているようだ。

「致いたし方かたありません。今は犯人探しよりも、街の救済に注力いたしましょう」

　皆、同意見だったらしい。反論を口にする者は誰もいなかった。

「では早速──」

　近場にて暴動を起こしている《魔族》達を、鎮ちん圧あつせんと駆け出す、その直前。




　オォォォォォォン……




　何か、恐おそろしい怪かい物ぶつの唸うなり声のような異音が、周囲一帯に響ひびき渡わたった。

　それを耳にしてからすぐ、我が全身に冷ひや汗あせが浮うかぶ。

「この音は、まさか」

　聞き間違いか何かであってくれ。

　そう思いつつ、俺は南方へと目を向けた。

　そして──

　我が双そう眸ぼうに、最悪の光景が飛び込んできた。

「んなぁっ!?」

「ど、どういうこと、ですか……？」

「……ちょっと、マジでヤバすぎるのだわ、これは」

　驚きよう愕がくで目を丸くするイリーナとジニー。

　現状を理解出来るがゆえに、大量の脂あぶら汗あせを浮かべるシルフィー。

　我々の瞳ひとみに映っているモノ、それは。

　遥か遠方にて、地じ盤ばんごと天空へ浮かびつつある……

　我が愛城、キャッスル・ミレニオンの姿であった。

「ゲヒャヒャヒャヒャ！　ヤッバい！　こりゃマジでヤッバいわ！　キャッスル・ミレニオンが戦せん闘とう形態になっちゃったよ！」

「せ、戦闘形態？」

「ど、どういうことですか、ヴェーダ様」

「うん！　キャッスル・ミレニオンはヴァル君が造った最高の芸術品であると同時に！　最強の魔導兵器でもあるのさ！　いつもは普ふ通つうのお城として機能してるんだけど、街の近くや内部で争いが勃ぼつ発ぱつした場合、戦闘形態へと変形っ！　《邪じや神しん》さえも滅ほろぼすトンデモパワーを発揮するんだ！」

「じゃ、《邪神》さえも滅ぼす、って……！」

「そ、そんなものが《魔族》の手に渡ったら……！」

「人類社会は瞬またたく間まに滅めつ亡ぼうしちゃうだろうねぇ！　ゲヒャヒャヒャヒャ！」

「笑い事じゃないのだわっ！」

　シルフィーの言う通り、全く以もつて笑えぬ状況ではあるが……

　しかし、決して絶望的というわけでもない。

「以前に読んだ文ぶん献けんが正しければ、キャッスル・ミレニオンは戦闘形態へと移行する際、二つの段階を踏ふむとか」

「そうそう！　敵に乗っ取られた場合を見み越こしてのセーフティーだろうね！　まず第一段階！　今みたく上空へ昇のぼって形態変化をアピール！　そっから一定時間が経過して、ようやく変形を開始！　それが第二段階！」

「つ、つまり、戦闘形態に変形するまで、まだ時間があるってことね」

「その間に城へ潜せん入にゆうして、変形を止めればいい、と」

「だったら早く行かないとっ！　このままじゃ街どころか世界がヤバいのだわっ！」

「えぇ。民間人に関しましては……オリヴィア様や騎き士し隊たいなどにお任せしましょう。我々は急ぎ、城へ向かわせていただく」

　全員、顔を見合わせて一いつ斉せいに頷うなずくと、早速行動を開始した。

　全力で疾しつ走そうし、魔王城へと向かう。

　本当なら転移魔法を用いて、一いつ瞬しゆんで城内へと移動したいのだが……

　当然、敵方は手を打っている。

　転移魔法を始めとした、移動系統の魔法を封ふうじる反術式が街全域に展開されているようだ。この状況では転移魔法は使えない。

　一応、反術式を解かい析せきすれば使用可能となるのだが……そうする間にタイムオーバーとなろう。

　よって我われ々われは、自らの足で以て目的地へと向かう。

　その道すがら、ついでに《魔族》達を掃そう討とうし、民間人の安全を確保していく。

　が……救った感じがしない。

　なぜならば、敵方が民間人を誰も傷付けていないからである。

　実に奇き妙みような状況だった。

《人造生命ホムンクルス》達は建造物を破壊するばかりで、人に対しては積極性をみせない。

　時たま逃げ惑う民衆に向けて魔法を放つのだが……そのことごとくが地面を抉えぐるのみ。

　これではまるで、手を抜ぬいた遊びである。

　……やはりこの一件、俺が睨にらんだ通りか。

　胸中にてある確信を深めつつ、俺は皆みなと共に走り続けた。

　その最中。

　我々の目前に、多くの人ひと影かげが飛来する。

　その姿を見て取ったと同時に、俺は連中が《人造生命ホムンクルス》の一群であると理解した。

　なぜならば。

「おやおや、懐なつかしい顔ぶれだねぇ」

　今は亡き我が配下達。そして、俺が手ずから葬ほうむった強敵の数々。

　見み紛まごうはずもない。

　我々の眼前にて佇ちよ立りつする彼等は、古代の英えい雄ゆう達であった。

「ちょ、ちょっと前に古代世界で見かけた顔が、チラホラ居るわね」

「あの方は、リディア様にお仕えしていた元・奴ど隷れいの……！」

　脂汗を流すイリーナとジニー。

　だが、シルフィーはというと、

「はんっ！　所しよ詮せん、偽にせ物ものは偽物ねっ！　本物に比べたら雑魚も同然なのだわっ！」

　胸を張って断言する。

　そう、彼女の言葉通り、姿形こそ同一だが、力量までは再現できなかったらしい。

　とはいえ……これほどの数になると、足止めは必至か。

　ともすれば、時間切れになってしまうかもしれない。

　ならば、ここは一つ。

「アードっ！　ついでにヴェーダっ！　アンタ達は先に行くのだわっ！　こいつらはアタシ達が片付けるからっ！」

　……これしか、ないだろうな。

「イリーナさん。ジニーさん。……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　問いかけに対し、二人は大きな胸を張って、背筋を伸のばしながら答えた。

「と～ぜんよっ！　こんな連中、あたし達だけで十分っ！」

「ミス・シルフィーがおっしゃった通り、お二人は先へ。もし第二波が来たなら、そのときはヴェーダ様。アード君をお願いいたしますね？」

　……どうやら古代での出来事は、二人を大きく成長させたらしいな。

　本当に、心の底から、頼たのもしいと思う。

「わかりました。行きますよ、ヴェーダ様」

「りょ～かい、りょ～かいっ！」

　俺とヴェーダは同時に跳ちよう躍やくし、集団の頭上を跳とび越こえんとする。

　それを撃げき墜ついせんと身構える敵集団。

　しかし。

「そうはさせないのだわッ！　デミス＝アルギスッ！」

　聖せい剣けんを召しよう喚かんし、ギュッと握にぎりしめると、途と端たん、激げき烈れつな踏み込みを見せるシルフィー。

「あんただけに良い格好はさせないわよっ！」

「援えん護ごしますわっ！　ミス・シルフィーっ！」

　集団へと火属性の攻こう撃げき魔ま法ほう、《メガ・フレア》を放つイリーナとジニー。

　彼女等の行動により、俺とヴェーダは無事、集団の向こう側へと着地した。

「皆さん、ご武運を……！」

　彼女等の身を案じつつも、俺は皆の力量を信じ、振ふり返かえることなく疾走する。

　それからの道中は、比ひ較かく的てき穏おだやかなものだった。

　今し方のように手て強ごわい連中がやってくることもなく……

「跳びますよ、ヴェーダ様」

「いえ～い！　れっつ侵しん入にゆうた～いむっ！」

　飛行魔法もまた、反術式によって使用不可となっている。

　ゆえに我々は身体機能強化の魔法で以て膂りよ力りよくを底上げし、全力で跳躍。

　蒼そう穹きゆうの只ただ中なかにて浮かぶ我が城へと、急接近する。

「ご無礼」

　言うや否や、門に向けて雷らい撃げきを放ち、木こっ端ぱ微み塵じんに破は壊かいする。

　そして我々は、キャッスル・ミレニオンの内部へと侵入した。

「向かう先は城内中ちゆう枢すう。急ぎますよ、ヴェーダ様」

「忙せわしないねぇ。でもそれが楽しい！　ゲヒャヒャヒャヒャ！」

　二人、肩かたを並べて城内を行く。

　……こうしていると、なんとも懐かしい気分になるな。

　古代でも、俺は何度かこうやって、こいつと共に行動したことがある。

　まさか現代でも、同じことをするハメになるとはな。

　……とはいえ。

　あの頃ころとは少々、事情が異なるが。

　もし、想定した内容が正しかったなら、最終的に俺達は──

　と、考える最中のことだった。

　広々とした通路を進む我々の目前にて、壁へき面めんが粉ふん砕さいされる。

　そしてモクモクとした煙けむりを伴ともなって現れたのは……

「わぁ～お！　《勇者》ちゃんのおでましだ！」

　たなびく白銀の髪かみ。

　冷然とした、絶世の美び貌ぼう。

　かつての我が親友にして……《勇者》。

　リディアの姿が、そこにあった。

「…………」

　一言も発することなく、彼女は片手に握る得物を構えた。

　聖剣、ヴァルト＝ガリギュラス……と瓜うり二ふたつな模造品である。

　それを携たずさえて、リディアを模した《人造生命ホムンクルス》が、鋭するどい踏み込みを見せた。

　音を置き去りにするような速さで迫せまってくる。

　そんな相手に対し、俺は……

　やれやれと息を吐はいた。

　この一件を仕組んだ首しゆ謀ぼう者しやは、こうした状じよう況きようで俺が精神的な脆もろさを見せるとでも思っていたのだろうか。

　だとしたなら、ずいぶんと舐なめられたものだ。

「…………ッ！」

　こちらを刃は圏けんに捉とらえた《人造生命ホムンクルス》が、大上段に構えた剣を振り下ろしてくる。

　迫はく力りよくある斬ざん撃げきを、俺は横へ小さく移動し回かい避ひすると、すぐさま返礼の一撃を送った。

　細い顎あごへと掌しよう打だを叩たたき込む。脳のう震しん盪とうを起こし、たたらを踏む《人造生命ホムンクルス》。

　次いで、力が抜けきったその腕うでを取り、関節を極きめてへし折る。

　……あぁ、実に弱いな。喧けん嘩かのやり方がまるでわかってない。

　本物なら関節を極められる前に、頭ず突つきを浴びせてくるだろう。

　こいつはまさしく、ガワだけ似せた贋がん作さくだ。

「失礼」

　へし折った腕から零こぼれた剣を奪うばい取とると、

「塵じん芥かいへと還かえりなさい」

　遠えん慮りよも容よう赦しやもなく、リディアを模した《人造生命ホムンクルス》を袈け裟さ懸がけに両断する。

　絶命と同時に、彼女の全身が粒りゆう子しとなって弾はじけ飛とんだ。

「……さぁ、移動を再開しましょう」

「ゲヒャヒャヒャヒャ！　さっすがアード君！　余よ裕ゆうだねぇ～！」

　楽しそうに、嬉うれしそうに、腹を抱かかえて笑うヴェーダ。

　彼女と共に城内を駆かけ回る。

　二階、三階と進み、やがて最上階へと到とう達たつ。

　それから中心部を目指して進行し……

　ある一室に繫つながる大おお扉とびらを開いた。

　キャッスル・ミレニオン、形態管理室である。開けた空間の中には、祭さい壇だんに似せて造った装置のみが中央に置かれ、それ以外は何もない。

　そんな、ひどく無機質な室内には今……一人の先客が佇たたずんでいた。

「やはりキャッスル・ミレニオンの変形は、彼を模した《人造生命ホムンクルス》の仕業でしたか」

　こちらを静かに見み据すえるその姿は、俺が言うのもなんだが……あまりにも美しかった。

　腰こし元もとまで伸びた純白の髪。透すき通とおるような肌はだ。

　創造主が気まぐれで創ったとしか思えぬ、完かん璧ぺきな美貌。

　道を歩けばそこに花が咲さき、三秒も直視すればあまりの美しさに卒そつ倒とうする。こんなふうに評された容姿を持つ、あの男は……

《魔王》、あるいはヴァルヴァトスと呼ばれていた頃の俺を模した、《人造生命ホムンクルス》である。

「……文ぶん献けんによると、キャッスル・ミレニオンは《魔王》様のみコントロールが可能であるとか。ゆえに形態変化もまた、《魔王》様にのみ許された特権。となると、彼を模した《人造生命ホムンクルス》が城を操作しているのではと、そう予想していたのですが……」

「見事に的中したようだねぇ。……それで、あの子に勝てるのかな？」

　挑いどむように問いかけてきたヴェーダへ、俺は微び笑しようを返した。

「愚ぐ問もんですね」

　言葉を紡つむぐ最中、相手方が右手をこちらへと突つき出だしてくる。

　一いつ瞬しゆんの間を置いて、奴やつの手先に魔法陣じんが顕けん現げん。

　紅ぐ蓮れんが渦うずを巻き、蛇じや龍りゆうの姿を形作りながら、こちらへと殺さつ到とうする。

　現代基準で言えば、この魔法は上級よりもさらに上。特級レベルの魔法であろう。

　それはこの時代における我が父母、大魔導士のみが扱あつかえる等級だ。

　ゆえに現代生まれからすれば、規格外の一撃として映るのだろうが。

「これしきの相手であれば、何も問題はありません」

　下級の防ぼう御ぎよ魔法、《ウォール》を発動。

　魔法陣が我われ々われの目前に顕現し、半はん透とう明めいの壁面を召喚する。

　巨きよ大だいな壁かべが向かい来る炎えん龍りゆうを阻はばむ。

　顎あぎ門とを開いた紅蓮の怪かい物ぶつは勢いよく防壁へと衝しよう突とつし……半透明なそれにヒビを入れた。

　けれども、そこで限界を迎むかえたらしい。

　炎龍は紅あかき粒子となって霧む散さんした。

「次は、私の番ですね」

　言うや否や、敵方の足下に法陣が浮うかび上あがった。

　相手が本物、あるいはそれに近い力量の持ち主なら、微び動どうだにしないだろう。躱かわす必要さえ感じないほど惰だ弱じやくな攻撃とみなすからだ。

　目前に立つ《人造生命ホムンクルス》も一切合切、身動きをしなかった。

　しかしそれは、強者の余裕ゆえではない。

　こちらの返礼に反応出来なかっただけだ。

「《ホワイト・パニッシュ》」

　魔法名を口にすると同時に、敵方の足下から眩まばゆい白光が伸びる。

　超ちよう高熱を伴うそれは、まるで柱のように天へと向かい、城の天てん井じように風穴を穿うがった。

　自じ慢まんの城を傷付けたくはないが、まぁ、これぐらいならすぐに修しゆう繕ぜん可能である。

　そして、城内の風通しをよくしてくれた光柱は、敵の全身を余すことなく消しよう滅めつさせたらしい。粒子さえ搔かき消けして、その存在を無き者とする。

「ふぅ。所しよ詮せん、贋作は贋作といったところでしょうか」

　小さく息を吐いて、俺は祭壇に似た魔導装置へと近づいた。

　これを操作し、我がキャッスル・ミレニオンを元に戻もどせば、とりあえず一段落となろう。

　しかしその前に。

　もう一つだけ、心に抱いだいていた推測が正か否か、確かめておく必要が……

　いや。

　どうやら、相手の方がこちらに先んじて、証明してくれたようだな。

　すぐ背後にて蠢うごめく気配に、俺は肩を竦すくめつつ、

「やはり、貴女あなたが首謀者でしたか」

　後ろを振り向いて、その名を呼んだ。

「ヴェーダ様」

　幼い美貌には相変わらず、気味の悪い笑みが浮かんでいる。

　その小こ柄がらな体の真上には、闇やみ色の穴がグルグルと渦を巻いており……

「もし、私が装置に触ふれていたなら、容赦なく攻撃を浴びせるつもりでいましたね？」

「ゲヒャヒャヒャヒャ！　一から一〇までバレてたか！　ちょっと悔くやしい！　でも、それ以上に嬉しい！　やっぱ遊びはこうでなきゃ！」

「……一応、聞いておきますが。なぜこのようなことを？」

「言わなくてもわかってるだろう？　でも、あえて言うなら……ワタシの神の才能と！　君のトンデモパワー！　どっちが凄すごいのか、試してみたかったのさ！　そしてそれは！　今もなお進行中っ！」

　叫きよう声せいが室内に響ひびき渡わたると同時に。

　ヴェーダを中心として、周囲の虚こ空くうに闇色の穴が複数開いた。

「君を一目見た瞬間、ワタシの胸は大きくときめいた！　何千年も独りぼっちだったけれど！　ようやく！　ようやく、遊び相手じつけんだいに巡めぐり合えた、ってね！」

「……ゆえに我々、というか。私に関かん与よしてきた、と。初日、二日目は間接的に。そして最終日たる本日は、直接的に」

「そのとぉ～りっ！　イリーナちゃん絡がらみで悄しよう然ぜんとする君は、本当に面白かった！　惚ほれ薬を巡っての戦いに翻ほん弄ろうされる君は、まさに爆ばく笑しようモノだった！　もっともっと、君の面白い姿が見たい！　君と思う存分、遊びたいっ！」

　ヴェーダの全身から、無む邪じや気きな殺意が迸ほとばしった。

　幼子が羽虫の羽や足をむしり取って笑うように。

　彼女は純じゆん粋すい無む垢くな笑顔と共に、襲おそいかかってくる。

「さぁ！　実験ゲームを始めようか！」

　宣戦布告が高らかに言い渡された、その矢先。

　ヴェーダを取り囲むように開いた闇色の穴から、何かが飛び出してきた。

　なんとも形容しがたい。オカリナに取っ手がついたような玩具おもちや、といったところか。

　それを二挺ちよう、両手に握にぎると……

「まず取り出しますは、人呼んで破は壊かい光線銃じゆうっ！　なんでもかんでも一発でブッ壊こわしちゃうゴッド・ウエポンでございま～～～すっ！」

　それらの先せん端たんをこちらに向け、取っ手に付いていた引き金を引く。

　刹せつ那な、珍ちん妙みような物体、ヴェーダ曰いわく破壊光線銃の先端から紅い線が放たれた。

　ウネウネと這はい回る芋いも虫むしのような軌き道どうを描えがき、こちらへ殺到する二本の光線。

　いつもなら、まずは防御魔ま法ほうで無効化し、様子を見るのだが……

　今回の相手は、あのヴェーダである。ゆえに攻こう撃げきは全て回避すべきか。下手に受けたらその時点で即そく死し、といった可能性もある。

　幸いにも、光線の推進速度はたいしたものじゃない。

　横へ跳はねて、悠ゆう々ゆうと回避──

「スケアリー・モンスター！　カァ～ム、ヒアっ！」

　着地の寸前、背後にて気配。

　直感的に危機を悟さとった俺は、半ば反射運動の如ごとく防御魔法を展開。

　上級防御魔法《ギガ・ウォール》。その凝ぎよう縮しゆく版といったところか。

　黄金に煌きらめく半透明な膜まくが、我が全身を包み込む。

　前後して──

　俺の背後に空いた闇色の穴から、形容しがたい怪物が、その巨大な首を出した。

　まるで鉄と筋肉をグチャ混ぜにして、龍頭を形成したような異形。
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　そのおぞましい口がガバッと開き、蒼そう穹きゆう色の光波を放つ。

　寸前に防御魔法を発動していたため、我が身にダメージはない。しかし異形の波動砲ほうを受けて、球体状の防壁は隅すみ々ずみまで亀き裂れつが走り、愛城の中心部に穴が穿たれてしまった。

「キャッスル・ミレニオンをこんなふうにして……！　《魔王》様が見たらどう思われるか……！」

「ゲヒャヒャヒャヒャ！　大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　きっと笑って許してくれるよっ！」

　誰だれが許すか馬ば鹿か野や郎ろう。

　むしろ怒いかり心しん頭とうだ、この変態博士めが。

「先刻、思う存分遊びたいとおっしゃっていましたね……！　そちらがその気なら……！　えぇ、私も全身全ぜん霊れいを尽つくして遊んで差し上げましょう……！」

　我が愛城に傷を付けまくったこと、心の底から後こう悔かいさせてくれる。

　怒りに任せて、攻撃魔法を発動。

　我が周囲に都合一〇八の法陣が展開。

　煌めく幾き何か学がく模様の群れを前にして、ヴェーダが笑みを浮かべつつも……

「わぁ～お、こりゃビックリだ」

　タラリと冷ひや汗あせを流すヴェーダに、俺は全力の攻勢を仕し掛かけた。

「城を破壊した罪、万死を以もつて償つぐないなさい」

　怒ど濤とうの雷らい撃げき。

　激げき烈れつな爆ばく炎えん。

　獰どう猛もうたる暴ぼう風ふう刃じん。

　壮そう絶ぜつな岩がん塊かい群。

　次から次へと間断なく放たれる破壊の軍勢に、ヴェーダは回かい避ひ一いつ辺ぺん倒とうへと追い込まれた。

「あわわわわ！　ちょっ！　アード君っ！　タンマタンマ！」

「いいえ待ちません」

「ワタシの番！　ねぇっ！　ワタシの番だから！　今ワタシの──」

「貴女にはもう番など回しません。最後までずっと私の番です」

「うぉおおおいっ!?　あっぶな！　もうちょいで死ぬとこだった！　ていうかアード君、さっきから流ながれ弾だまでお城が壊れまくってるんだけど！　部屋が拡張されまくって、最上階が一つのフロアになりつつあるんだけど！　ヴァル君が見たら怒おこるんじゃないかなぁっ!?」

「大丈夫です。私が壊す分には問題ありません」

　気の抜ぬけるようなやりとりをしつつも、攻勢の手は一切緩ゆるめない。

　……流石さすがはヴェーダといったところか。コミカルながらも、無む駄だのない動きで全てを躱しやがる……！　おかげで我が愛城はもうボロボロだ……！

　本当なら、こんな自殺にも似たことはしたくない。

　けれども、これ以外に攻こう略りやく法ほうがないのもまた事実。

　ヴェーダが扱う力は魔法であって魔法ではない。

　俺が生まれつき、解かい析せき／支配という異能を有するのと同様に、ヴェーダにもまた、生まれ持った異能性がある。

　それは、万物の改造。

　奴は生まれ持った異能性で以て、あらゆる概がい念ねんを改造出来るのだ。

　その力によって魔法という概念を改造し、わけのわからん未知の力を用いる。

　それに加え、自らが開発した魔導兵器を組み合わせ、無限の戦術を組み立てる……というのが、ヴェーダの真骨頂だ。

　奴の力には我が異能性たる解析／支配が通用しない。その点だけを見れば相性は最悪だが、しかし、攻略法はある。

　それこそが、現在実行中の物量作戦だ。

「ちょいちょいちょぉぉぉぉぉい！　もう避よけるの飽あきましたぁああああああああ！」

「ならば直ちよく撃げきを食らってはいかがでしょう？」

「ゲヒャヒャヒャヒャ！　冗じよう談だんきついぜ、心の友よぉおおおおおおおおお！」

　奴やつの力は発動するまでのタイムラグがあるのだが、それは一いつ般ぱん的てきな魔法発動よりも僅わずかに遅おそい。ゆえにこうして、何十、何百といった魔法を雨あられと打ち込み続ければ、実質完かん封ぷうすることが可能である。

　わけのわからぬ力も、発動する前に潰つぶしてしまえば無意味というわけだ。

　また──

「くそくそうっ！　こうなったらぁ～！　《固有魔法オリジナル》を発──」

「させませんよ？」

　攻勢をさらに激しくして、詠えい唱しようの暇ひまを与あたえない。

《固有魔法オリジナル》とは、魂たましいに刻まれし異質の力。もっと別の言い方をすると……生まれ持った異能性を、究極レベルまで引き上げた能力といったところか。

　俺の《固有魔法オリジナル》が解析／支配を極限まで高めたものであるのに対し、奴のそれもまた、万物の改造という異能性を究極の領域へ押し上げたものとなる。

　その力は絶大、どころではない。

　なんの誇こ張ちようもナシに、やろうと思えば一いつ瞬しゆんで世界が滅ほろぶ。

　この星が、ではない。宇宙全域全てを含ふくめた、世界全てが消し飛ぶような力だ。

　とはいえ、それも発動できねば無意味である。

《固有魔法オリジナル》は、俺もなぜかは知らんが、詠唱なしでは発動出来ない。よって詠唱さえ妨ぼう害がいしてしまえば、発動を防ぐことが可能だ。

「もぉおおおおおおおおおっ！　ずるいよアード君！　ワタシにばっか避けさせてっ！　君もたまには無様に踊おどってみたらどうかなぁっ!?」

「お断りします。滑こつ稽けいなダンスは貴女にこそ相応ふさわしい」

「むむむのむぅ～～～～！　性格悪いなぁ、君はっ！」

「貴女にだけは言われたくありませんね」

「えぇ～い！　このままじゃ埒らちがあかないっ！　そういうわけでっ！」

　うろちょろと動き回っていたヴェーダが、ピタリと足を止めた。

「もったいないけど！　この体は放ほう棄きしまぁ～すっ！」

　両手を広げ、激烈な魔法の群れを受け入れるヴェーダ。

　城内に巻き起こる破壊の渦うずに、彼女の全身もまた引き込まれ……

　一瞬にして、その華きや奢しやな体が消しよう滅めつした。

　普ふ通つうなら、これで決着、なのだが。




　テッテレ～ン♪




　我が背後にて、珍妙な音色が響いたかと思うと、

「はい、ふっかぁ～～～～～つ！」

　どこから湧わいて出たのか、ヴェーダの元気すぎる声が響ひびいた。

　やはりこれしきでは死なぬか。

　まぁ、想定の範はん囲いだ。

　復活するというのなら、死ぬまで殺してくれるわ。

　我が愛城を破壊しまくった罪に対し、地じ獄ごくで詫わびるがいい！

　背後を向いて、再び奴へ攻勢をかける……

　その直前。

「切り札その二っ！　いっきま～すっ！」

　元気いっぱいに叫さけびながら、彼女は左ひだり掌てのひらで己の胸を叩たたいた。

　次の瞬間。

　彼女の胸部に強い煌めきが生じ……続いて、全身が輝かがやき始めた。

「……っ！　ヴェーダ様、貴女あなた、まさか！」

「ふははのは～～～っ！　そのまさかだよ、アードくぅんっ！」

　笑声を放ちつつも……その額には、脂あぶら汗あせが浮うかぶ。

　それはまさに、彼女にしか実行出来ぬ自殺行為だった。

「霊れい体たいの改造……！　そんなことをしたら、貴女は！」

「うん、ぶっちゃけマジでヤバい。でもね、アード君……」

　顔に大量の脂汗を流しながらも、ヴェーダは心底楽しいといった調子で笑う。

「君に勝てるなら！　なんだっていいのさ！　ワタシってば見た目通りの負まけず嫌ぎらいだからねぇえええええええええっ！　ゲヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャっ！」

　狂くるったように笑いながら、すぐ傍そばにある魔導装置へと手を掛かける。

　不味まずい。

　奴の霊体は今、俺と同質のそれへと変容している。

　即すなわち──

「部外者を排はい除じよっ！　あ～～～～んどっ！　強制ちぇ～～～んじっ！」

　奴の行動を妨害しようと動いたが、しかし、手て遅おくれだった。

　気付けば俺は、城の外へと弾はじき出されていた。

　雲海の下、己の身を魔ま法ほうで浮ふ遊ゆうさせながら、我が愛城を睨にらむ。

「やれやれ、まったく……！　相も変わらず、お前との遊びは刺し激げき的てきだよ、ヴェーダ……！」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、誰にも聞こえぬよう、小声で呟つぶやいた。

　そんな我が目前にて。

　キャッスル・ミレニオンが、戦せん闘とう形態へと変化する。

「いえ～～～～～いっ！　ヴァル君の玩具おもちや、ゲットだぜぇ～～～～～いっ！　ワタシの才能に不可能はないのだぁ～～～～～～！　きゃっほぉい！」

　音おん響きようの魔法によるものか、ヴェーダのハイテンションな叫びが、蒼穹の只ただ中なかに木霊こだまする。

　その声に合わせて、城全体が無数のパーツへと分解。

　それらはさらに分解、再構築を繰くり返かえし……

　やがて、山のように巨きよ大だいな人型を成していく。

　漆しつ黒こくの全身を黄金の装そう飾しよくによって煌びやかに彩いろどられし、鋼の巨人。

　あれぞまさに、我が人生最高の傑けつ作さくにして、最強の魔導兵器。

　キャッスル・ミレニオン、戦闘形態の姿であった。

「初日に宣言した通り！　ぎゃふんと言わせてやるぜ、アード君っ！」

　鋼の巨人、その背後にて、超ちよう弩ど級きゆうの魔法陣じんが、まるで光輪の如ごとく展開する。

《メガロ・ソーラ・レイ》

　魔法名が脳内にて浮かび上がった瞬間──

　無限にも等しき膨ぼう大だいな光線が、巨大な魔法陣から放たれた。

　古代世界において、敵軍の過半数を一撃のもとに抹まつ消しようしてきた魔法。

　それをまさか、この身に受ける日が来るとは。

「旅行中、色々と体験学習をしたものだが……これを上回るものはなかったな……！」

　現状を皮肉りつつ、俺は天空を駆かけ巡めぐった。

　ふざけた速度で殺さつ到とうする、膨大な光線の群れ。そのことごとくを時には躱かわし、時には防ぼう御ぎよ魔法で防ぐ。

　……ヴェーダめ、さすがだな。キャッスル・ミレニオンは俺にしかコントロール出来ない思っていたのだが、なかなか見事に使いこなすじゃないか。

　とはいえ、さしものヴェーダも我が愛城を制御するので精せい一いつ杯ぱいと見た。

　その証しよう拠こに、先程からキャッスル・ミレニオンによる魔法攻こう撃げきを繰り出すのみで、自らが有する異能性を発揮しては来ない。

　もしそれが出来るのであれば、俺は一切の反撃を許されなかっただろう。

「まずは《テンペスト・フレア》あたりから試してみるか」

　依い然ぜんとして襲おそい来る光線を紙一重で躱しつつ、脳内にて術式を構築。

　特級攻撃魔法・《テンペスト・フレア》、発動。

　鋼の巨人を囲むように、多数の魔法陣が顕けん現げん。一いつ拍ぱくの間を置いた後、全ての陣が灼しやく熱ねつを噴ふき放った。

　それはまさに、豪ごう炎えんの嵐あらし。

　おおよその物体はこの一撃に耐たえうることはなく、きっと消し炭さえ残るまい。

　しかし……

「ゲヒャヒャヒャヒャ！　やっぱ凄すごいや、このお城っ！　さすがヴァル君の最高傑作っ！」

　魔法の発動限界を迎むかえ、灼熱が消え失うせる。

　キャッスル・ミレニオンは、健在。

　その身に変化は微み塵じんもなく、威い風ふう堂どう々どうとした巨体を誇こ示じし続けている。

　むぅ……！

　さすが、我が愛城だ……！

　正直、現状は深刻な事態なのだが、逆に嬉うれしくなってきたぞ。

　やはり俺の城はマジで凄い。

「よ～～～し、攻撃再開っ！」

　またもや、無数の光線を相手取っての逃とう走そう劇げきが展開される。

　此こ度たびは別の魔法も発動したらしい。

　戦闘形態となった我が愛城の膝しつ関かん節せつ装そう甲こうが上下に開かれ……魔法陣が展開。

　そこから多数の金輪が放たれた。

《ネガティブ・ハッピー・リング》

　拘こう束そく用の魔法であり、ひとたびあれに捕つかまれば、俺とて永遠に身動きが出来なくなる。

　我が身を捕ほ捉そくせんと迫せまる光線と金輪。

　それらに対応しつつ、俺は幾いく度ども反撃を行うのだが……

　ことごとくが無む駄だに終わった。

「ぬぅ……！　追おい詰つめられているというのに……やはり、ちょっと嬉しいぞ……！」

　出来た我が子を愛めでる、親のような気持ちである。

　……とはいえ、このまま敗れてやるわけにもいかん。

　こうなればもう仕方がないか。

　状じよう況きようを好転させるには、アレを使うほかあるまい。

　俺は切り札を発動すべく、詠唱を始めようとするのだが……それよりも前に。

「どうしたのかなぁ？　アードくぅん？　もしかして君、もう限界だったりするぅ？」

「……えぇ、そうかもしれませんね」

　こちらとしては何も考えることなく、完全適当に言い放った返答、だったのだが。

　それがどうやら、ヴェーダの心に予想外な刺ささり方をしたらしい。

「……は？　おいおい、冗じよう談だんでしょ？」

　ピタリと、攻撃の手が止やんだ。

「噓うそだよね？　こんなぐらいで終わりだなんて、ありえないよね？」

　震ふるえた声には、確かな恐きよう怖ふが宿っている。

　……奴やつがこのような声音を発したのは、初のことではないか。

　少なくとも、俺は聞いたことがない。

　いったいなぜ、奴は怯おびえているのか。

　眉まゆ根ねを寄せながら困こん惑わくしていると、

「ようやく……！　ようやく、会えたと思ったのにっ……！　君はぁっ！」

　今度は怒いかりを乗せた声を放ちながら、攻勢を再開する。

　これもまた、初めて聞くものだった。

　……思い返してみれば、奴はいつだって笑っていたな。

　俺の記き憶おくにあるヴェーダは、常にヘラヘラと、気味の悪い笑みを浮かべていた。

　それが奴の本質であり、未み来らい永えい劫ごう変わるものではないと、そう思っていたが……

　どうやら、間ま違ちがっていたらしい。

「数千年間、本当に寂さびしかった……！　誰だれも、ワタシとまともに遊んでくれなくて……！」

　奴が浮かべていた、あの不ふ愉ゆ快かいな笑みは。

　俺達が、創っていたのだ。

　俺やリディアを始めとした、あの時代における数多あまたの怪かい物ぶつ達。

　それらが彼女の笑顔を保たせていた。けれども、既すでに怪物のほとんどは消え失せ……

　この世界に、ヴェーダという名のバケモノを笑わせてくれる同類は、いなくなってしまったのだろう。

「君を見た瞬しゆん間かん、あの頃ころに戻もどれたような気がした！　それなのに！　君はまた！　ワタシを裏切るのっ!?」

　孤こ独どくな怪物。

　ヴェーダの叫びを聞いていると、そんな言葉が浮かんできた。

　……そうか。

　ようやっと、気付くことが出来た。

　古代世界から常に変わらぬ、奴の本質を。

　奴の、孤独を。

「ワタシを……！　ワタシを！　独りにしないでよっ！」

　涙なみだ声ごえで紡つむがれた、ヴェーダの叫さけびに。

　俺は答えを示すべく、その準備を開始した。

「《《その道に在りしは絶望》》《《それは哀あわれな男の生き様》》」

　我が切り札、《固有魔法》の詠えい唱しようを実行する。

　その間にも、光線や金輪を始めとした無数の攻撃が飛来するが、それら全てを回かい避ひ。

　そうしつつ、俺はヴェーダの感情に思いを馳はせた。

「《《その者は独り》》《《背を追う者はいても》》《《覇は道どうを共に進む者はなし》》」

　奴もまた、俺と同じだったのだろう。

　世界の理ことわりから外れた、異常を極めし怪物。

　ゆえに。

「《《誰にも理解されることはなく》》」

　ゆえに。

「《《皆みな、彼のもとから離はなれていく》》」

　ヴェーダはいつだって、独りぼっちだった。

　しかし、似たような同類達バケモノに出会ったことで……

　彼女はようやっと、輩やからを得たのだろう。

　……俺は知らずのうちに、彼女からそれを奪うばっていたのだ。

　自分勝手な、転生という形で。

「《《唯ゆい一いつの友にさえ捨てられて》》《《彼は狂きよう気きと孤独の海へと沈しずんでいく》》」

　されどヴェーダよ、安心するといい。

「《《その死に際に安らぎはなく》》《《悲ひ嘆たんと絶望を抱いだいて溺おぼれ死しぬ》》」

　もう二度と、お前が孤独に陥おちいることはない。

　この俺が、そうはさせぬ。

「《《きっとそれが》》」

　今、万感の思いを込めて、最後の一小節を紡ぐ。




「《《孤独なりしプライベート王の物語・キングダム》》……！」




　たとえ、我が人生の本質が孤独であろうとも。

　この身が、他者の孤独を消し去れるというのなら。

「思う存分、遊んでやる……！」

　己が意志を発はつ露ろしたと同時に、我が右みぎ腕うでを闇やみ色の粒りゆう子しが覆おおう。

　それらはやがて鎖くさりとなって腕わん部ぶに巻き付き──

　最後に、漆しつ黒こくの大たい剣けんを形作った。

「リディア、フェイズ：Ⅱ」

【了解しましたイエス・マイ、御主人様・ロード。勇ゆう魔ま合身、第二形態へ移行します】

　迫る光線群。多数の金輪。

　標的を害するべく、我われ先さきにと飛来する。

　それらを睨にらむ中……我が総身に変化が生じた。

　身に纏まとうそれが闇色の鎧よろいへと変容し、頭とう髪はつが白銀へと染まる。

　形態変化、完かん了りよう。

　絶対的なパワー感に息を唸うならせながら──

「森しん羅ら万ばん象しようの命運、我が手に在り」

　向かい来る数々の魔法に対し、黒剣を無造作に払はらった。

　ただ一ひと振ふり。

　それだけの動作で、こちらを仕留めんとやって来た破は壊かいの群が、一瞬にして消失する。

「……ふ、ふふ。ふふふふ」

　鋼の巨きよ人じん。その内部から、ヴェーダの笑い声が放たれた。

「ゲヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャ！　そうだよっ！　そうこなくちゃっ！」

　心の底から嬉しそうに、彼女は笑い続けた。

　そうしながら、再び激しい攻こう勢せいを仕し掛かけてくる。

　天てん蓋がいを覆い尽つくす光線と金輪の群れ。それに加えて、キャッスル・ミレニオンが有する全ての攻こう撃げき魔法が、こちらへと飛び交う。

　が──

「今の俺には、ことごとくが無力であると知れ」

　避よけるつもりもない。

　防ぼう御ぎよするつもりもない。

　ただ突とつ貫かんするのみ。

　唸り声を上げて迫る死と破壊の権化達。俺はその全てに、真正面からぶつかった。

　無数に飛び交う攻撃魔法を、全身に浴びる。が……我が身に傷はなし。

「なにそれヤバいっ！　ゲヒャヒャヒャヒャ！　こっち来んなっ！」

　声をあげると同時に、鋼の巨人を動作させるヴェーダ。

　規格外な鉄てつ拳けんが、猛もう然ぜんとやってくる。

　一撃で山をも粉ふん砕さいせしめるその拳こぶしを、俺は悠ゆう々ゆうと躱かわし……

　巨人の前腕から上腕にかけてを螺ら旋せん状じように飛び回り、輪切りにしていく。

「うっそぉ!?」

　慌あわてた様子で後退し、距きよ離りをとってくる。

　……その後も、似たような展開が続いた。

「これならどうだぁ！」

　キャッスル・ミレニオンが攻撃を放ち、俺がその全てを完かん封ぷう。

「おぉう！　予想以上のダメージっ！」

　返礼の一撃により、鋼の巨人が傷を負う。

　ゆっくりとだが確実に、キャッスル・ミレニオンは、崩ほう壊かいへと向かいつつあった。

　ヴェーダは、敗北へと近づきつつあった。

　しかしそれでも。

「ゲヒャヒャヒャヒャ！　すごいすごぉ～～～～いっ！」

　彼女は笑う。

「楽しいか、ヴェーダ。嬉うれしいか、ヴェーダ」

　俺の口元にもいつの間にか、笑みが宿っていた。

「まったく。しようがない奴だ、お前は」

　古代では常に迷めい惑わくでしかなかった、ヴェーダとの遊び。

　だが、今。

　俺は初めて、それを楽しいと思っていた。

　まるで、友とじゃれ合っているような気分だった。

　しばし互たがいにそれを味わっていたが……

「あ～～～、もうそろそろ、このお城も限界かなぁ」

　キャッスル・ミレニオンは左半身を丸ごと失い、右半身もまた、足をなくしている。

　見た目通りの満まん身しん創そう痍い。ゆえに、次の一合が最後となろう。

「いよぉ～～～～しっ！　じゃあ、最大最強の必殺技っ！　ぶっ放しちゃうぞぉ～～～～～っと！」

　キャッスル・ミレニオンが残された腕を前に突き出し、掌を開く。

　次の瞬間、巨人の全身が鳴動を始め……掌全体が、金色に煌きらめいた。

「アレをやるつもりか。ならば……！」

　こちらもまた、大技の発動準備に取りかかる。

「コード：シグマ、レディ」

【了解。《アルティメイタム・ゼロ》、スタンバイ】

　我が目前にて、七つの魔法陣じんが重なるように顕けん現げん。

【魔力充じゆう塡てん率、三〇％……四〇％……】

　七つの魔法陣が、輪転を開始する。

　それを機に、ゴウン、ゴウンと、打ち鳴らされる鐘かねのような音色が響ひびき出す。

「ゲヒャヒャヒャヒャ！　恨うらみっこなしだぜ、アード君っ！」

　相手方の用意が完了したらしい。

　突き出した掌を中心に、黄金色の煌めきが全身を覆い尽くしている。

　そうした鋼の巨人を前に、こちらもまた、

【充塡率一〇〇％。撃うてます】

　黒剣の切っ先を我が愛城へと向ける。

　そして、一息の間を置いて、すぐ。

「《アルティメイタム・ゼロ》、発射フアイアッ！」

「《バイオレント・ブルーム》、放射シユートッ！」

　全く同時に、二つの波動が放たれた。

　まるで大だい瀑ばく布ふの如ごとき、漆黒と黄金のそれ。

　両者が衝しよう突とつすることで、ド外れた衝撃波が世界全域に広がっていく。

　眼下にて広がるキングスグレイヴの街もその影えい響きようを受け、多くの建造物が瓦が礫れきへと変わる。

　二つの波動はしばらく破壊の奔ほん流りゆうを放ちつつ、拮きつ抗こう状態を維い持じしていたが。

　やがて、均きん衡こうが崩くずれ出す。

　闇色の波動、即すなわち、我が一撃が金色のそれを搔かき消けしながら進み……

　その末に。

「ゲヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャ！　今回もワタシの負け──」

　ヴェーダの声ごと、鋼の巨人を飲み込んだ。

　……数秒後。魔法の発動限界を迎むかえたことで、漆黒の波動が消失。

　射線上にて破壊の嵐あらしに晒さらされたキャッスル・ミレニオンは……

　もはや、原形を留とどめてはいない。

　巨人の腹部。管理制せい御ぎよ室が存在する部分のみが残り、他は全て失われている。

　戦せん闘とう続行は不可能。

　それを示すように、キャッスル・ミレニオンが崩壊を始め、瓦礫が街中へと降り注ぐ。

「……落ちた場所は、奇くしくも城しろ跡あと、か」

　ごっそりと穴が空いたその場所に、人は誰だれもいない。巻まき添ぞえの心配はなかろう。

　俺は「ふぅ」と息を吐はき、《固有魔法オリジナル》を解除。

　元の姿へ戻もどってからすぐ、飛行魔法を制御し、下降する。

　そうして、かつての愛城を構成していた残ざん骸がいの只ただ中なかへと降り立った。

「ゲヒャヒャヒャ……なかなか、勝てない、ねぇ……」

　声が飛んできた方角へと、ゆっくり首を動かす。

「やはり、そうなりましたか」

　地べたに転がる、華きや奢しやな体。

　ヴェーダの全身は今、粒子化が進行し……

　その半身が、失われていた。

　……霊れい体たい改造の代だい償しようである。

　いくらヴェーダといえど、無茶をしすぎた。

　こうなってしまえば、もはや救う手立てはない。

　どう足あ搔がいても、ヴェーダは死ぬ。……それは奴やつ自身が、一番理解しているだろう。

　しかしそれでも。

「あ～、楽しかった。やっぱり君と遊んでるときが、一番楽しいや」

　こちらを向きながら、ヴェーダは笑う。

　ヘラヘラと、不気味に、笑う。

「……その表情。ずっと、不ふ愉ゆ快かいに思ってきましたが。今は不思議と、悪い気持ちではありませんね」

　こちらの呟つぶやきが聞こえたのか、彼女の笑みが一層不快なものとなり、

「あぁ、やっと。本当にやっと。楽しい、だけ、の……人生、が……戻…………」

　言葉を紡つむぐ最中。ヴェーダの全身が粒りゆう子しとなって、天へと昇のぼっていく。

　やがてそれも消え失うせ……

　何もかもが、無へと還かえった。

「……ヴェーダ」

　憎にくらしいほどの晴天を見上げながら、

「遊ぶだけ遊んで、後片付けもなしに逝ゆくとはな」

　俺は苦笑を浮うかべつつ、呟いた。




「嫌いやな友人だよ、お前は」








エピローグ　修学旅行の終わり／騒そう乱らんの始まり









　実に。

　実に実に。

　なんやかんやとあった修学旅行だが、ようやくそれも終しゆう了りようし、我われ々われは帰き還かんの朝を迎えた。

　先の一件による死傷者はゼロ。軽傷者は多くいたものの、その全てが回復済みである。

　また、崩壊した建物も俺が手ずから修復した。

　よってもう、なんのやり残しもない。

「旅行とは普ふ通つう、心を癒いやすもののはず、なのですがね」

「なんだか疲つかれたわ……」

「帰ってのんびり、休みたいですわね……」

「アタシはなかなか楽しめたのだわっ！　……まぁ、二度目はゴメンだけど」

　言い合いながら、馬車へと乗り込んでいくイリーナ達。

　俺もまた、籠かごへ乗ろうとする。

　その直前だった。




「お～い！　アードく～～～ん！」




　……今、絶対に聞きたくない声が、耳に入った。

　思わず舌打ちを零こぼしてから、そちらを見る。

　……そこには、しばらく見たくない顔があった。

「ふぅ、ふぅ、あ～～～、疲れた！　でも、間に合って良かったよ！」

　ヴェーダ・アル・ハザード、その人である。

　霊体改造の代償として、存在消しよう滅めつに遭あった彼女だが……そんなことはなかったかのように、平然と我が前に立っていた。

　とはいえ、驚おどろきなど微み塵じんもない。

　こいつがあの程度でくたばるわけがないのだ。

　もしそうだったなら、そもそも四天王の座には就いていない。

　まったく、どこぞの害虫よりもしぶとい奴だ。

「……伝説の使徒様直々のお見送りとは、恐おそれ入いります」

「ゲヒャヒャヒャヒャ！　恐れ入ってる顔じゃないね、それは！」

　何がおかしいのか、腹を抱かかえて笑うヴェーダ。

　しかし、彼女はすぐに居住まいを正して、

「ねぇ、アード君。君は運命ってやつを信じるかい？」

「……どうでしょうね。奇き縁えんという概がい念ねんがあることは、認めざるを得ませんが」

「そっか。ワタシはね、運命ってやつを信じてる。だから……君とは近いうちに、また会うことになると思う。どういった形かは、まだわかんないけどね」

　幼い美び貌ぼうに、不気味な笑みを浮かべる。

　そうしながら、ヴェーダはこちらへと近づいて、背せ伸のびをすると。

「久しぶりに、君と遊べて楽しかったよ」

　俺の耳元で、こう囁ささやいた。




「またね、ヴァル君」




　これを最後の言葉として、奴はてくてく走りながら、去って行った。

　……やはり、気付いていたか。

　やれやれ、悩なやみのタネが増えてしまったな。

　……まぁ、それも俺が背負うべき業というやつか。

　認めたくはないが。

　此こ度たびの一件で友人が一人増えたのだから、プラマイゼロということにしておこう。




　ヴェーダの言う運命とやらに思いを馳はせながら、俺は馬車へと乗り込んだのだった──




　　　　◇◆◇




　王都へ帰還して、はや一週間。

　旅行の疲れもある程度抜ぬけて、我々はいつもの平へい穏おんを謳おう歌かしていた。

　まぁ、平穏といっても。

「シルフィーの馬ば鹿かはどこだぁああああああああああああッッ！」

「だわわぁあああああああああああああッッ!?」

　相変わらず、馬鹿は馬鹿である。

「あの様子だと、シルフィーは一いつ緒しよに帰れそうにないわね」

[image: ]

「貴女あなたもミス・シルフィーに付つき添そってはどうです？　妹分でしょ？」

「そうしたいんだけどね。泥どろ棒ぼう猫ねこを放置したくないからね」

　バチバチと火花を散らせる、イリーナとジニー。

　こちらも相変わらずだった。

　放課後。

　我々は夕ゆう陽ひの下、いつものように校舎を出て、敷しき地ち内ないにある学園寮りようへと戻る。

　……その、道中のこと。

「もし。貴方あなた達はアード・メテオール氏と、イリーナ男だん爵しやく令れい嬢じようとみて間ま違ちがいないか？」

　校庭の中に、不似合いな者が一人、紛まぎれ込んでいた。

　全身を甲かつ冑ちゆうで覆おおった彼。

　そのフルプレートの胸元には、王家の紋もん章しようが刻印されている。

「……女王陛下、直属の騎き士し様、ですか」

「左様。陛下がお二人を呼んでおられる。ただちに王宮へ来られたし」

　この言葉を受けて、俺とイリーナは顔を見合わせた。

「なんていうか。こっちに来てから退たい屈くつしたことがないわね、あたし達」

「えぇ。たまには暇ひまをもてあましたいものですね」

　互たがいに肩かたを竦すくめ合うと、

「今から参上いたします。ご案内を頼たのめますか？」

「承った。それでは共に参ろう」

　そして。




　俺達はまた、新たなる騒動へと巻き込まれるのだった──








あとがき









　三巻目から引き続きの方は、本当にお久しぶりです。

　四巻目からのご新規様は……さすがに居ませんよね？　下か等とう妙みよう人じんでございます。




　今回の第四巻はこれまでとは違うスタイルでお送りさせていただきましたが、いかがだったでしょうか。

　本来なら紙し幅ふくを割きに割きまくり、一日目から四日目に至るまで、事細かな解説を行いたいのですが……残念ながら今回のあとがき、尺は三ページしかないのです。

　そういうわけで、事前に考えていた何十ページにもわたる解説文を、ただ一言に集約いたします。




　学者神を主役にしたブラックコメディー短編が描えがきたいッッッ！




　……え～、本来ならばここで締しめの文へ繫つなぐところ、なのですが。

　今回は二点、お知らせがございます。

　まず一点目。

　このあとがき終了後、オマケの短編が始まります。

　これは元々、ドラゴンマガジンに掲けい載さいさせていただいた、最初の短編でございます。

　内容をわかりやすく、かつネタバレせずに解説するとしたなら……少年ジ○ンプにおける「読み切り版」みたいなもの、といったところでしょうか。

　四〇～五〇ページと結構な文量ですが、ご一読くださると幸いです。

　続いて、二点目。

　拙著、史上最強の大魔王（以下略、ですが──

　なんと。

　なんとなんとなんと。

　ドラマＣＤ化が決定いたしました！

　こちら、二〇一九年八月二〇日発売予定の、第五巻目に付属する……と思います。多分。

　キャストはもう、「マジかよ」とビックリするほど豪華なメンバーが揃っておりまして。内容も完全書き下ろしとなっておりますので、どうかお手にとっていただければ、と……。

　以上、お知らせでございました。




　では、最後に謝辞を。

　まず担当様。なんかもう、謝罪の言葉しかありません。反省文を書こうか迷うレベル。

　続いて、水みず野の様。ヴェーダのデザイン、実に実に素敵でした。前回と同じ言葉ですが、何度でも繰くり返かえしたいです。

　やっぱりプロって凄すごい。

　そして最後に、この本を手に取ってくださった方に極限以上の感謝を。

　五巻目でお会いできることを祈いのりつつ、筆を置かせていただきます。


下等妙人





















　敗北が知りたい。

　いつしか俺は、そんな願いを抱いだきながら生きるようになっていた。

　神々に等しき存在とそれに与くみする者達から人類を解放するために、俺は人生の大半を費やしてきた。ゆえに我が人生は常に闘とう争そうと共にあり……

　軍を立ち上げて国を簒さん奪だつし、数多あまたの英えい雄ゆう達を屠ほふり、勢力を拡大し、神々を殲せん滅めつする。

　そうした道程の果てに。

　俺は、御お伽とぎ噺ばなしの怪かい物ぶつと同様、《魔ま王おう》などと呼ばれるようになってしまった。

　民衆やほとんどの配下達は、もはや俺のことを人間としては見てくれない。

　神々に代わる畏い敬けいの存在としてしか、見てはくれない。

　長き生の末に得たものは、孤こ独どくだけだった。

　だから、己の敗北を願うようになったのだ。

　無様に敗れる姿を見れば、人々は俺のことを自分達と同じ人間として認識してくれるようになるだろうと、そう思ったから。

　しかし念願は終ついぞ果たされず……俺を倒たおせるほどの敵が、いなくなってしまった。

　是ぜ非ひもなし。我が人生は詰つみの境地に至ったらしい。

　だが、望みは絶たれていない。

《魔王》・ヴァルヴァトスは最終的に、孤独な怪物へと堕おちて死ぬ。そんな運命を背負って生まれてきたのだろう。だがしかし、来世では別の運命を享きよう受じゆできるかもしれない。

　昔のように、友と笑い合って面白おかしく過ごす。そんな人生を歩めるかもしれない。

　孤独感に耐たえきれなくなった俺は、早速、転生用の魔法を創造。配下達に遺書を書いて転生魔法を発動したのであった。




　……そういうわけで、おぎゃ～である。

　組み立てた術式の通り、俺は遠い未来世界で一いつ般ぱん的てきなヒューマンに転生した。

　今の俺は《魔王》・ヴァルヴァトスではない。

　普ふ通つうの村人・アード・メテオールだ。




　さて。転生してから早三年が経過した。

　前世の人格・知能をそのまま受うけ継ついだため、言語習得は簡単なものだった。

　肉体についても中々に壮そう健けんな生まれであったらしい。生後すぐに立って歩けるようになり、三歳にして、俺は母の農作業を手伝っている。

「ねぇアードちゃん。ママ、ちょっと留守にするけれど、大だい丈じよう夫ぶかしら～？」

「はい、留守の番はお任せください、母上」

　第二の人生における母は、結構な美形である。そんな彼女は俺の返事に微笑ほほえみながら頷うなずくと、

「それじゃあ、ちょっと行ってくるわね～。畑仕事はそこそこでいいから。無理しちゃダメよ～」

　気き遣づかいの言葉と共にヒラヒラと手を振ふって、どこかへと歩き去って行った。

　それを見送ってから、俺は農作業を続行する。

　鍬くわを握にぎり、ザクッ、ザクッ、ザクッと土を耕す。

　こうしていると、自分が本当に普通の村人になったことを実感できて、思わず笑みがこぼれた。

「うむ。今の俺はまさしく、どこにでもいる普遍的な村人だ。前世の頃ころとは違い、何をどう間違っても、一いち撃げきで大陸を吹ふっ飛とばしたりはできん。今の俺には、他者から引かれたり怯おびえられたりするような要素など、寸すん毫ごうもありはしない」

　この肉体であれば、死の間際に思い描いた友達一〇〇人計画も上手うまく行くことだろう。

　……ゆえに、今しばらくは生きていく上で必要な力を得ることに専念すべきか。

　まずは戦闘能力。現段階の力量では心こころ許もとない。この村は戦などとは無む縁えんというが、いつ何時、脅きよう威いが襲おそい来るかわからん。友ができたとしても、それを守れるだけの力がなければダメだ。

　そして戦闘能力だけでなく、知ち恵えも身に付けねば。別に立身出世など興味はないが、最低限、世間から一目置かれるような存在になった方が、身の回りに人が集まりやすかろう。

　とかく子供は、腕うでっ節ぷしの強い者、頭が回る者を持ち上げやすい。

　だから、今後は家にこもって書物を読み漁あさったり、村近くにある山で鍛たん錬れんをする予定だ。

　友達作りは満足いく力を得てからでよかろう。

　……そう、焦あせる必要はないのだ。ゆっくりやればいい。ゆっくり。

　などと思いつつ、黙もく々もくと鍬を振るい続けていると、どうやら母が帰宅したらしい。

「おや、お帰りなさい、母上。お早い帰りでしたね」

「うん。たいした用じゃなかった、か……ら……？」

　──？　なぜだろう。母がこちらを見つめながら、信じられない、といった顔をしている。

「ね、ねぇ、アードちゃん。その畑、アードちゃんがやったの？」

「えぇ、そうですが……」

　あぁ、そうか、わかったぞ。俺の耕し方に問題があったのだな。

「申し訳ありません、母上。なにぶん、不慣れなものでして」

「いや、そうじゃなくて…………この短時間で、こんな広い面積を全部耕しちゃうなんて、どうなってるの……？」

　母の呟つぶやき声は声量が小さかったため、よく聞こえなかったが、どうやら怒おこってはいないらしい。それを感じ取り、ホッと胸をなで下ろす。

　……フフ、親が怒っていないことを知って安あん堵どするとは、俺もなかなか普通の村人らしくなってきたじゃないか。この調子で普通に成長していきたいところである。




　季節は巡めぐり、俺は一〇歳になった。

　当初の予定通り、これまでず～っと家や山にこもって鍛錬していたため、知恵や力については満足のいく状態である。

　しかし当然のこと、友達は一人もいない。

　朝、眠ねむりから覚め、ベッドから起き上がりつつ、俺はそのことについて思考し一人呟く。

「ふむ。もうそろそろ、友達一〇〇人計画を本格的に進めるか」

　そう一人ごちてすぐ……俺は、重大な問題にブチ当たった。

「計画を進めようにも……そもそも、友達とはどうやって作ればいいのだ？」

　そう、まずはそこである。

　一応、俺とて最初から《魔王》だったわけではない。幼年期はやや波は瀾らん万ばん丈じようではあったが、世の中を騒がすようなことなどしていないし、普通に友達と遊びながら過ごすような、どこにでもいる子供だったのだ。

　しかしいかんせん、大昔のことである。およそ千年ほど過去のことゆえ、詳しよう細さいなどは流石さすがに記き憶おくから抜ぬけ落ちている。だから──

「俺はあの頃、どうやって友達を作ったのだ？」

　それがもう、さっぱりわからん。

　う～～～～～む……微び妙みように目的と異なるが……かつてアルバという軟なん派ぱな配下が、こんなことを言っていたな。

『陛下、女を捕つかまえるときゃあね、声がけが大事なんスよ！　声がけが！　印象に残る声がけをやりゃ、まずは第一ステップ完かん了りようっス！　そっからはもう、流れで余よ裕ゆうっスわ！』

　チャラチャラしてて非常にウザい奴やつだったな、アイツは。優ゆう秀しゆうだったから傍そばに置いていたが……いや、まっことウザかった。

　ともあれ、あのウザい配下の言は、友達作りにも応用できるのではなかろうか。

　うむ。よく考えてみれば、人間関係の始まりは声がけが基き礎そとなるように思える。

「よし、ならば今日は、村の子供達に片かたっ端ぱしから声を……声、を……」

　呟く途と中ちゆう、俺はまたもや大きな壁かべにブチ当たってしまった。

「……どういうふうに声をかければよいのだ？」

　わ、わからん。普通の人間として、普通の相手に対しどういう内容の声がけをすればいいのか、まったくわからん……！

　なにぶん、もう長いこと王として生きてきたのだ。周囲に対する態度というのも常に王として相応ふさわしい居い丈たけ高だかなものだった。ゆえに、普通の接し方というのはどうにも……。

「ま、まずは、普通の声がけの研究と練習から始めるべきか？　……否。そんなふうにグズっていては、すぐさま時が過ぎよう。ここはもはや、当たって砕くだけるしかあるまい」

　おそらく、最初は失敗するだろう。しかしそれにめげず研けん鑽さんを積み重ね、栄光を摑つかみ取る。

　前世でもそうやって昇のぼり詰めたのだ。今回もそのようにすれば間ま違ちがいはない、はず……！

　よし！　時は満ちた！

　いざ、友達作りに出しゆつ陣じんッ！




　……というわけで。親と共に朝を摂とってすぐ、俺は家を出て村を散策した。

　するとすぐさま、第一の標的を発見。同年代の可か憐れんなる少女である。

　栗くり色いろの髪かみを三つ編みにした、素そ朴ぼくな容姿をした彼女に、俺は今から声をかける。

　かける。かけ、る。かける……。

　かける、の、だが……。

「な、なんだ、この緊きん張ちよう感かんは……!?」

　それは、久しく味わったことのない不快感であった。

「い、胃が痛い……！　ひ、冷ひや汗あせが止まらん……！　ば、馬ば鹿かな。神々との決戦を迎むかえたときですら微み塵じんの怯えも抱かなかったこの俺が……！　か、かような小こ娘むすめを相手に、縮み上がっているというのか……!?」

　認めたくないが、これはそういうことだ。

　怖こわい。あの少女が、怖い。いや、正確には、あの少女の反応が、である。

　声をかけたとして、「はぁ？　なんだこいつ？」みたいな反応をされたらどうしよう。

　そう思うと、怖くて怖くてしょうがないのである。

「くぅっ……！　初めてだぞ、小娘……！　この俺をここまで追おい詰めた存在は……！」

　どうする!?　こ、ここは一いつ旦たん、退くか!?

　……否！　何を情けないことをのたまっているのだ！

　この俺の辞書に、敵前逃とう亡ぼうなどという言葉はないッ！

　望まぬ立場であったとはいえ、俺とて元は帝てい王おう！　帝王に後退の二字はないのだ！

　俺は冷や汗に塗まみれつつも意を決し、一歩踏ふみ込んだ。

　そして．少女の背中に声をかける。

「そ、そこなる者よッ！　こちらを向けいッ！」

　あぁ、我われながら情けない声音であった。……というか、この声がけの仕方は間違っているのでは？　なんというか、振り向いた少女がやや引いてるように思えるのだが……。

　ええい！　気にしてもしょうがあるまい！　今は全力でぶつかるのみッ！

「よ、よくぞ我が声に応じたな。ほ、褒ほめてやろう」

「……あっ、はい」

「き、きき、貴様には、その、えっと」

「……はぁ」

「あの、その、だな」

　何をまごついているのだ！　要求をさっさと言えばいいだけだろうが！

　言え！　さぁ、言うんだ！　勇気を振り絞しぼれ！　勇者になれ！

　勇者になるんだ！　俺ぇッ！

「わ、我が友になれ。さすれば、貴様に世界の半分をくれてやろう……！」

　……うん。失敗したということは、なんとなくわかる。

　で、この言葉に少女は──

「………………キモっ」

　嫌けん悪お感かんむき出しな顔をして吐はき捨すてると、逃にげるように去って行った。

　……転生してからまだ一〇年そこそこだが。

　もう、なんか、死にたいわ。




　その後、俺はすぐさま家に帰り、自室へこもって、自身の態度を猛もう省せいした。

　何が「世界の半分をくれてやる」だ。そういうこと言って了りよう承しようした奴なんぞ、これまで一人もいなかったろうが。

　ともあれ。失敗は成功の母という言葉もある。此こ度たびの失敗は成功に繫つながる、大いなる一歩であったのだ。

　なぁに、次は上手くやればいい。明るく、前向きに行こう。

　そうした心持ちで、俺は友達一〇〇人計画を成功させるべく声がけを行い続けた。

　来る日も来る日も。失敗と研鑽を積み重ね。

　そして、遂ついに──

「友達になってくれええええええええええええ！　お願いだからぁあああああああああああ！　友達欲しいんだよ、俺はあああああああああああああッ！」

「…………キモっ」

　なんかもう、心が折れた感じがする。




　一年が過ぎ、俺は一一歳になった。このところ、ようやっと心も癒いえたので、友達一〇〇人計画を再開しようと思う。元・《魔ま王おう》はへこたれない。

　とはいえ、これまでのやり方はダメだ。どのように足あ搔がいても、自分一人の力ではどうにもならんということは学習した。

　ゆえに、俺は身近な成功者に意見を伺うかがうことにしたのだった。

　身近な成功者というのは、父母のことである。

　つがいを見み出いだし、子を成すというのは、至極当たり前のことではあるが、しかし、その当たり前は実のところ難しい。それをこなした彼等であれば、きっと友達の作り方など熟知しているに違いあるまい。

　そういうわけで、二人に意見を求めたところ。

　まず、父はこう答えた。

「友達の作り方ぁ？　ハハッ、そんなの簡単だぜ！　とりあえずボッコボコにブン殴なぐってから、お前も今日から友達だ！　って言や──」

「それは舎弟の作り方では？」

　続いて、母の回答はこちら。

「ん～。友達の作り方かぁ～。性奴ど隷れいの作り方なら知ってるんだけどぉ～」

「どんな人生歩んできたんですか」

　二人とも、人としてどこかがおかしかった。

　どうやら相談する相手を間違えたらしい。そのため、我が家へ頻ひん繁ぱんに泊とまりに来る両親の友人にして子持ちの美青年エルフ、ヴァイスに相談を持ちかけたところ、

「僕もあまり友達は多い方じゃないんだけど……とりあえず、礼れい儀ぎ正ただしく振ふる舞まうべき、かな。そうして、相手を不快にさせないよう気を付ける。そうしつつ、相手に対し常に敬意を抱いだいて接していれば、きっと君を慕したってくれる子が出てくると思うよ」

　うちの両親はヴァイスの爪つめの垢あかを煎せんじて飲むべきである。

　彼のアドバイスをもとに、早速、俺は友達作り作戦を決行したのだった。

　なるほど、常に礼儀正しく、紳しん士し的てきに、相手を不快にさせない、か。目から鱗うろこである。

　早速、俺はヴァイスの意見を取り入れ、さまざまな努力を積み重ねた。

　その結果がコレだ。

「えっ、アード君と、友達……!?　や、やだ気持ち悪い……！」

　なんでだよ。

　俺が何をした？　そんな、汚お物ぶつを見るような目をされる筋合いはないぞ。

　俺がしていることと言えば、常に敬語で話し、あらゆる動作を無む駄だに洗練させ、相手に敬意を抱いていることを伝えるべく、住所・年ねん齢れい・性別・趣しゆ味み嗜し好こう・家族構成などなど様々な情報を調べ上げ、「お前のことならなんでも知ってるんだぞ」と熱ねつ烈れつに語るという、至極まっとうなことばかりだが……

　まさか、他人の目で見ると、俺は気持ち悪い変人でしかないのか？

　いや、そんな馬鹿なことはあるまい。

　しかし、いったいなぜ引かれてしまうのだろうか。原因が思いつかん。




　それからもずっと、結果は同じであった。

　友達作りに励はげむものの、相手の反応は大たい抵てい、

「…………キモっ」

　コレである。滅ほろぼしてやろうか、こんな世界。

　日々、心が荒すさんでいくのがわかる。そんなストレスを発散すべく、ここ最近は山ごもりが増えた。

　山には魔物が住み着いており、ダンジョンもある。即すなわち、八つ当たりの相手には困らんというわけだ。

　さりとて。鬱うつ憤ぷんを全力で晴らすことはしない。山中で暴れすぎれば生態系が狂くるう可能性もある。特に、ダンジョンではある程度気を遣つかう必要がある。

　山中にあるダンジョンは極めてレベルが低いため、魔力許容量というものが低い。

　そのため、魔力が高い人間が大暴れしすぎると、ダンジョン・コアに負担がかかり暴走。魔物の異常発生を引き起こし、多くの者へ多大な迷めい惑わくをかけてしまう。

　そういう事情もあり、俺はマナーを守り楽しく虐ぎやく殺さつをしているのだ。

　さて。時刻は昼前だが、山中は密集した木々に陽光を遮さえぎられ、どんよりと薄うす暗ぐらい。

　まるで俺の心境のようである。

　さて。本日も魔物相手にうさを晴らしてやろう。

　あぁ、全く以もつて、いつも通りの最悪な日常──と、ため息を吐つく直前のことだった。

「こぉぉぉぉのぉおおおおおおおおおおッ！」

　やや離はなれた場所から、絶ぜつ叫きようが轟とどろいた。

　その声色は年とし端はもいかぬ少女のそれで……

　気付けば、俺は現場へと向かっていた。

　周辺の魔力を探知。対象のそれと思おぼしき反応を感じ取ると、転移魔法《ディメンション・ウォーク》を発動。相手のもとへと一いつ瞬しゆんで移動した。

　風景に変化はない。相も変わらず薄暗い山中である。

　その只ただ中なかに、一人の少女と、一いつ匹ぴきの魔物がいた。

　前者はやはり、幼年の少女。白銀色の美び髪はつと勝ち気そうな美び貌ぼうが特とく徴ちよう的てきなエルフだ。

　後者は大型の猪いのししに似た魔物である。少女の矮わい軀くと比べ、その肉体はあまりにも大きい。

　年端もいかぬ幼女と、それに対する巨きよ体たいの魔物。字面だけを見れば、早急な救助を要する状じよう況きようであるが──

「《灼しやく炎えんよ来たれ》！　《我が猛たけき怒いかりを以て》！　《全てを焼き尽つくせ》！」

　怒ど気きを感じさせる声音で紡つむがれた、三節の詠えい唱しよう。

　彼女が魔物に向けた左ひだり掌てのひら、そのすぐ前方に複雑な幾き何か学がく模様、魔法陣じんが顕けん現げんし──




　刹せつ那な、そこから紅ぐ蓮れんの業火が一直線に推進する。




　渦うずを巻きながら、獰どう猛もうな軌き道どうを描えがいて進むそれを、魔物は回かい避ひすることができなかった。

　猪に似たそいつはたちまち灼熱に飲み込まれ、悲痛な叫きよう声せいをあげる。

　だが、少女は。

「《雷らい鳴めいは我が手にあり》！　《天雷よ》！　《目前の的へと降り注げ》！」

　捨て置けばすぐに死ぬであろう魔物に対し、苛か烈れつな追つい撃げきを実行。

　猪型の魔物の頭上に浮うかび上あがった魔法陣から、幾いく筋すじもの紫し電でんが放たれ、相手の巨体を貫つらぬく。

　体外だけでなく、体内まで焼き尽くされた魔物は、断だん末まつ魔まの悲鳴さえあげることなく絶命。その様子を見やりながら、少女がくたびれたように息を吐く。

　……最後の一撃は、苦しむ魔物に対する介かい錯しやくと受け取ることもできるが。

　俺はそう思わなかった。

　彼女は、そう……俺と同じように、魔物へストレスをぶつけているように思えてならなかった。

　それにしても。

　あの幼いエルフの姿・形は……どこか、懐なつかしさを感じさせる。

　なぜだろう。

　……あぁ、そうか。似ているのだ、アイツと。

　前世における一番の親友であり……

《勇者》と呼ばれたアイツと、よく似ているのだ。

　かつて失った友と、再び出会えたような気がして。だからなのか、俺は自然と彼女に向かって歩を進めていた。

　下生えがサクサクと音を立てる。それに反応したか、彼女がこちらを向いて。

「……なによ、あんた」

　警けい戒かい心しんも露あらわに睨にらみつけてくる。明らかな拒きよ絶ぜつ反応に俺は胸の痛みを覚えたが……

　この程度ではへこたれんぞ。彼女とはなんとしてでも友達になりたいのだ。

　だから。

「は、初めまして、私はアード・メテオールと申します。もしよろしければ、貴女あなたのお名前を伺っても？」

　警戒心を解くため、穏おだやかな微び笑しようを浮かべつつ、いつも他者にやっているように敬語で話す。

　だが、少女の顔に変化はない。こちらを敵視するように睨ねめつけ、何も答えない。

「えっと……さ、先程の戦い、見させていただきましたよ！　実に素晴らしい！　そのお歳としでここまで出来る方はそうそういないでしょうね！」

　おべっかを使っても無駄だった。少女は何も答えることなく、こちらに刺さすような視線を向けるのみ。……いや、むしろ表情がより険しくなったように感じられる。

　力量を褒ほめたことは、逆効果であったのか？

　己が持ちうる力を誇こ示じするどころか、忌いまわしく思うようなタイプ、か。

　その気持ちはよくわかる。俺だって前世の頃ころはそうだったのだ。

　ますます気に入ったぞ。ぜひとも友好な関係になりたい。

　気持ちが逸はやった俺は、やや早急だが勝負に打って出た。

「あ、あの……もしよろしければ……わ、私と！　友達になってくれませんか!?」

「……友達？」

　ほんの僅わずかに、少女の顔つきが変わった。

　それは片かた眉まゆが少し動いた程度であったが……

　初めて見せる心の動きに、俺は気をよくした。

　このまま押せば、なんとかなるのでは？　という希望的観測を抱いたのだ。ゆえに、

「そう！　友達！　私達はよく似ていると思うのですよ！　我われ々われはきっと、互たがいを理解し合える、素晴らしい関係になれると思います！　だから──」

　熱の入った言葉を投げかける。

　しかし。

　次の瞬間、俺の心中にある熱を、少女が根こそぎ消し去った。

「……あたしのことを、理解できる？　ふざけないで」

　まるで親の仇かたきへ向けるような、苛烈な視線。

　哀あい愁しゆう、憎ぞう悪お、不快感、そして……

　諦てい観かんを感じさせるその瞳ひとみに、俺は思わず後退った。

「あんたなんかに、あたしの何がわかるっていうのよ……！」

　吐はき捨すてるように呟つぶやくと、彼女は銀ぎん髪ぱつをなびかせながら、逃にげるように走り去っていった。

　……去り際、彼女の瞳が涙なみだで濡ぬれているように見えたのは、気のせいだろうか。




　しばらくその場に立ち尽くしていたが、やがて俺は自宅へと帰き還かん。

　当初の目的であるストレスの発散など、もはや心の何ど処こにもない。

　今、俺の胸中を埋うめ尽くすのは、あの可か憐れんなエルフの少女のみ。

　こっぴどくフラれてしまったものの、諦あきらめるつもりはない。

　なんとしてでも、彼女と友好な関係を築いてみせる。

　……そして、かつてのような失敗は二度としない。絶対に。

　そういうわけで。

　俺はあのエルフの少女と仲良くなるべく、行動を開始したのだった。




「こんにちはイリーナさん！　本日もご機き嫌げん麗うるわしゅう！」

「……あんた、なんであたしの名前知ってんのよ」

　あるときは山中で再会し、声をかけ、

「友達になりたい相手のことを徹てつ底てい的てきに調べ上げるのは当然のことでしょう？　いやぁ、それにしても世間は狭せまいですね。まさか貴女がヴァイスさんの娘むすめさんだったとは──」

「キモい！　キモいキモいキモい！　どっか行ってよ、このストーカー！」

　ゴミを見るような目で見られ──




　またあるときは、

「お誕生日おめでとうございます、イリーナさん！　貴女が好きなセリーヌ産の赤薔ば薇らをご用意しましたよ！」

「……なんであたしの好み知ってんの？」

「フフ、私は貴女のことならなんでも知っているのですよ。それこそ体に存在する黒子ほくろの数まで──」

「死んじゃえ、この変態っ！」

　用意したプレゼントを消し炭にされ──




　またまたあるときは、

「こんばんは、イリーナさん！　今夜は月が綺き麗れいですね！」

「……ねぇ、あんたさ、なんでウチの住所知ってんの？」

「ハハハ、簡単なことですよ！　山中からお帰りになるイリーナさんを尾び行こうしたのです！」

「あ、そう。で……なんであんた、あたしの部屋にいるの？　部屋には鍵かぎがかかってたし、今日は誰だれも来なかったはずだけど」

「サプライズ的なものを演出しようと思いまして！　窓の方から入らせていただきました！」

「……もう、気持ち悪い通とおり越こして怖こわいわ」

　その日以降、イリーナの窓には木板が打ち付けられるようになり、入れなくなった。

　なので正面玄げん関かんから堂々とお邪じや魔まし続けた結果。

「アード君、ものごとには限度というものがあると思うんだ。だからもうちょっとこう、自重しなさい」

　なぜか家主であり彼女の父でもあるヴァイスに怒おこられた。

　いったい何が悪かったのだろうか。

　俺がしたことと言えば、おはようからおやすみに至るまで四六時中イリーナを追いかけ回し、友人になってくれるようこんこんと説得しただけなのだが。




　……そんなこんなで。

　イリーナと出会ってから一年近くが過ぎたものの、俺達の関係に進展はほとんどない。

　それどころか、どうも避さけられているようなフシさえある。

　友好関係を結びたい相手から暴言を吐かれるどころか、もう何をしても無視をされるという現状は、なかなかにキツい。

　しかし、俺はめげないぞ。

　こういう苦しい状況でこそ、人一倍のガッツを発揮すべきだ。さすれば活路は開けよう。

　自分を信じるのだ。

　自分を信じて夢を追いかけ続ければ、夢はいつか絶対に叶かなう。

　これは前世の頃からずっと掲かかげている信念の一つである。

　しかし……今までと同じようなアプローチだと、状じよう況きようは進展しないというのもまた事実。

　夕刻。俺はベッドに寝ね転ころがり、思考を巡めぐらせた。

「う～～～む。どうしたものかな。前世での経験で、利用できそうな内容は……」

　記き憶おくを掘ほり起おこす。

　と、あのチャラいウザいクサい、三さん拍びよう子し揃そろった配下、アルバの顔が浮かんだ。

　そういえばかつて、あいつはこんなことを言っていたな。

『陛下！　女ってのはね、サプライズに弱いもんなんスよ！』

　当時、俺はある理由で女の気を引く必要があり、このチャラくてウザくてクサい配下に相談を持ちかけたのだった。

　そのとき、奴やつの助言に俺はこう答えた。

『しかしサプライズと言ってもな。なんら特別でもなんでもないタイミングでプレゼントを、といったことは既すでにやったのだが、結局なんら効果がなかったぞ。いやまったく、邪神の魂こん魄ぱくをわざわざ取ってきたのだが、まさか興味を示さぬとは思わなんだ』

　すると奴はチャラい顔をニヤつかせ、チッチッチッとウザい調子で舌を鳴らし、

『わかってないっスねぇ。女は物品以上にロマンチックなシチュエーションとか光景みたいなものを好むんスよ。陛下は世界中転戦してるし、マジパネェ絶景スポットとか余よ裕ゆうで知ってるっしょ？　そこにサプライズ的な感じで連れてって、口説き文句の一つでも囁ささやいてやりゃ一発っスよ！』

　……ふむ。

　かつて助言を受けた状況と現状は、多々被かぶるものがある。

　ここは一つ、サプライズ的な感じで絶景を見せる、という方向性でアプローチをしてみるか。

　いやはや、やはり持つべきは優ゆう秀しゆうな配下といったところか。

　……しかしあのアルバという男、さも自分は女を知り尽つくしているといったふうに喋しやべる奴だったが、死ぬまで童どう貞ていだったな。仲間内で常に後ろ指さされて笑われていたっけか。

　死んだときは悲しみの声などほとんどなく、「アルバの奴、童貞のまま死んじゃったよマジウケる」とか笑われていた。

　……そんな奴の助言を真に受けてよいものだろうか？

　付け加えると、なぜか当時の記憶が思い出せないのだが。果たして俺はあの当時、アルバの助言通り行動したことで女の気を引けたのか？

　あまりにもショックな結果だったため、記憶を消去している、という可能性も……

　まぁ、とはいえ。もはや策が思いつかないのも事実。

　もしかしたら上手うまく行くかもしれんし、一応試してみよう。

「とりあえず、見せたい絶景を選定するところから始めようか。前世で見たもっとも美しい光景と言えば……う～～～む、アレは大量の魔物を用意せねばならんのだが。この村近くにある森や山には、それほどの数は住み着いてないし……」

　別の光景で妥だ協きようしようか。そう思った矢先のことだった。




「うぉああああああああああああ────ッ!?」




　唐とう突とつに轟とどろいた悲鳴。外から飛来したそれにピリッとしたものを感じたときには、俺は既にベッドの上から下りていた。

　そのまま黙もくして進み、外へ。

　夕暮れ時、オレンジ色の空の下──村内に、魑ち魅み魍もう魎りよう共が跋ばつ扈こしていた。

「ひ、ひぃいいいいいいい!?」

「た、助けてぇぇぇぇぇぇ！」

　飛び交う悲鳴と怒ど号ごう。その中に、魔物達の雄お叫たけびが混ざり合う。

「これは、いったい……？」

　何事であろうか。首を傾かしげていると、視界の片かた隅すみに、逃げ惑まどう同年代の少女が入り──

　その背後から、狼おおかみ型の魔物が襲おそいかかる。

　無論、捨て置くわけもない。魔物に対し魔法を、という直前のことだった。

「おらぁああああああああああッ！」

　勇ゆう猛もうな雄叫びが響ひびき渡わたると同時に、少女の体に牙きばを突つき立たてんとしていた魔物の胴どうが両断される。

　我が父、ジャックであった。両りよう刃ば剣けんを握にぎり締しめた彼が、裂れつ帛ぱくの気合いと共に少女を救ったのである。

　父は少女に何か一言二言伝えた後、こちらに視線を向けると、

「アードッ！　外に出るんじゃねぇッ！　この子と一いつ緒しよに家の中入って大人しくしてろッ！」

　その顔には強い緊きん迫ぱくがあり、額や頰ほおから絶えず冷ひや汗あせが流れ落ちていた。

　……俺からしてみれば、この程度の状況で慌あわてふためく気にはなれんのだが。まぁ、普ふ通つうの村人からすれば、現状はまさに緊急事態というやつなのだろう。

「ところで父上。なにゆえこうした事態になったのです？」

「おまっ……!?　なに落ち着いてんだ！　いいから早く──」

「その前に。私の質問に答えていただきたい」

　ジッと目を見て言うと、こちらの気勢に飲まれたか、あるいは返答せねば言うことを聞かぬと諦てい観かんしたか。父は早口で事情を語った。

「お前も山ん中にダンジョンがあるってことは知ってるだろ？　ついさっき、そのダンジョンのコアが暴走したみたいでな……」

　んん？　ダンジョン・コアの暴走？

　いや、それ自体はよく知っている。なんらかの理由でダンジョンのコアが暴走することで、コアが生成する魔物の量が爆ばく発はつ的てきに増加。その結果として、溢あふれた魔物達がダンジョン内から抜ぬけ出でて、近きん隣りんに大きな被ひ害がいを与あたえる。

　いわゆるダンジョンハザードという奴やつだが……おかしいな。ダンジョンハザードであれば、この数十倍の魔物がやってくるはずなのだが。

「村の観測員の予想じゃ、あと一年は暴走しねぇってことだったのに……！　どうしてこんなタイミングで……！」

　苦く渋じゆうを顔に浮うかべる父に、俺はちょっとした罪悪感を覚えた。

　此こ度たびの災害、その原因としてあげられるのは……やはり、俺とイリーナであろう。

　俺単体であったなら、ダンジョン・コアを刺し激げきすることもなかったろう。しかしイリーナもまた、俺と同様にストレス発散として魔物狩がりを行っていた。

　一応、やりすぎるなと注意はしておいたのだが、彼女は聞き入れなかったらしいな。

　……まぁいい。

　現状は俺にとって、非常に好ましいものだ。

「お、おい！　どこ行く気だ!?」

　横を通り過ぎようとした俺の肩かたを、父がガシッと摑つかんでくる。

「それは無論、イリーナさんの──」

　彼の問いに対し返答を、という最中。

　俺達の目前、少し離はなれた道の只ただ中なかを走り、こちらへやってくる者の姿を認め、開きかけた口を閉ざした。

「ヴァイスッ!?　どこ行くつもりだ!?　お前も俺等と一緒に魔物の迎げい撃げきしなきゃなんねぇだろうが！」

　彼の言う俺等に、このアード・メテオールは入っていないだろう。自分と妻を含ふくめた自警団、という意味である。その自警団の中にはヴァイスも入っているのだが……

　彼の進行方向は明らかに、村の外へと続くものであった。

　よもや現状に怯おびえて逃にげようとしたのか？

　その顔に張り付けられた恐きよう怖ふと焦しよう燥そうを見るに、ありえなくは──

「イリーナがッ！　娘むすめが、山中にいるんだッ！」

　ヴァイスの叫さけびに、俺は石化したように硬こう直ちよくした。

　……なるほど、それは不味まずいな。山中に跋扈する魔物の数は、村内のそれとは比にならぬものであろう。イリーナの技量で大量の魔物を相手取るというのは、少々荷が重い。

　最悪の事態もありうる……が、今回に限ってそれは絶対にないと断言できる。

　なぜならば、この俺がいるからだ。

「放せジャック！　僕はイリーナを助けに行くッ！」

「落ち着け！　あの子なら大だい丈じよう夫ぶだ！　自力で逃げ切れる！」

　取っ組み合いになりながら揉もめに揉めまくる二人を尻しり目めに、俺は彼女のもとへはせ参じるべく、魔法を発動した。

　飛行魔法、《スカイ・ウォーカー》である。全身がふわりと宙に浮かび、そして、

「おやめください、二人とも。私がイリーナさんを連れ帰りますので」

「はぁッ!?　なに、言っ、て……」

「……えっ」

　ついさっきまでの威い勢せいはどこへ行ったのか。二人は俺を見て、なぜだかポカンとしていた。とはいえ、なにゆえか問い質ただす時間はない。

「では、行ってきます」

　そう述べると、俺は暮れなずむオレンジ色の空へ向けて飛ひ翔しようし、それからすぐ、村近くの山へと推進する。……その直前。

「……なぁ、ヴァイス、アレって飛行魔ま法ほうだよな？」

「う、うん。《不可能技術ロスト・スキル》の代表みたいな魔法、《スカイ・ウォーカー》、だね」

　地上よりこんな会話が聞こえたような気がしたが、きっと空耳だろう。

　たかだか飛行魔法なんぞが《不可能技術ロスト・スキル》であるわけもない。

　まぁ、ともあれ。

「待っていろよ、イリーナ。助けると同時に……」

　サプライズイベントを楽しませてやる。

　そう呟つぶやきながら、俺は山へ向けて、空中を一直線に斬きり裂さいていった。




　　　　◇◆◇




　やはり、自分は呪のろわれているのだろうか。

　目前に広がる光景に冷や汗を流しながら、イリーナは歯は嚙がみした。

　時刻を判然とさせぬ、山中の薄うす暗くら闇やみ。密集した木々と雑草達が織り成す自然色に、膨ぼう大だいな怪かい物ぶつ達が交ざり合っている。

　眼前に陣じん取どりし魔物の数は、目算するのも馬ば鹿か馬鹿しくなるようなもので……

　そうした状じよう況きようは、幼き少女に死を連想させるに十分なものだった。

「ハハ、コレハコレハ、素敵ナオ嬢じようサンジャナイカ……」

　こちらへと一歩前に踏ふみ出た、一いつ匹ぴきのゴブリンが言葉を口にした。

　驚おどろくイリーナ。知性を持って生まれる魔物は滅めつ多たにおらず……そして例外なく、強大である。相手がたとえ最弱の魔物とされるゴブリンであっても、村の一つや二つ、簡単に潰つぶしてしまうほどに。

　そうした希少種が慈じ悲ひの心を有しているならば、自分は助かるのだろうが。

「アァ、俺ハ運ガイイ……生マレテスグ、上等ナ肉ニ有リ付ケルトハ……」

　緑色の顔が、嗜し虐ぎやくと恍こう惚こつに歪ゆがむ。

　やはり自分は、ここまでのようだ。

　……これは、罰ばつなのだろうか。己のストレスを発散するため、毎日のように山の生命いのちを奪うばい続けてきた。そんな自分に、山の神が怒おこったのだろうか。

　もしそうだとしたら……ますます神が憎にくくなった。

　誰だれも好きこのんで、命を奪い続けてきたわけじゃない。

　自分のような呪われた生まれであれば、誰だってこうしたくなるだろう。

　神が与えたもうた境きよう遇ぐうに、イリーナはずっと苦しんできた。そしてきっと、これからも苦しみ続けるのだろう。そう思うと──

　ここでこいつらに蹂じゆう躙りんされ、食い殺されるのも、悪くはない。

「サテ……ン？　ナンダ、オ前等ら。コノ娘ノ肉ヲ、オ前等モ食ライタイノカ？　フン、イイダロウ。タダシ、俺ノ分ハ残シテオケヨ」

　歓かん喜きしたように叫ぶ魔物の軍勢。大地を震しん撼かんさせるようなその轟ごう音おんを前に、イリーナは完全に死を受け入れていた。

「デハオ嬢サン、精々抵てい抗こうシテ、俺ヲ楽シマセテクレ」

　下げ卑びた笑いを緑色の顔に浮かべるゴブリンだが、彼の期待通りにはならない。

　このまま死を受け入れる。きっと痛い思いをするのだろうが、それも長くて数分程度のことであろう。

　これから何十年にもわたって、孤こ独どくという名の生いき地じ獄ごくを味わうより、ずっとずっとマシだ。

　そうした思いを感じ取ったのか、ゴブリンがつまらぬものを見るような目を向けてきた。

「助ケヲ呼ブナリシテ欲シイモノダナ。オ前ニモ家族ヤ友ガ居ルダロウ？」

　友。その言葉に、イリーナの胸がズキリと痛んだ。

「居ないわよ、そんなの……皆みな、離れていったもの……」

　そうだ。イリーナとて、ずっと孤独だったわけではない。

　もっと幼い頃ころは、それなりに友達もいた。毎日が楽しくて、幸せだった。

　しかし……彼女が秘してきた己が事情を明かした途と端たん。

『えっ……う、噓うそでしょ……!?』

『イリーナが、そんな……』

　その顔に映りし拒きよ絶ぜつは、友を信じ、秘密を打ち明けたイリーナにとってまさしく裏切りであり──

『あ、あたし達、ずっと友達だって、そう言ったじゃないの！』

　そして。

『……バケモノと友達だなんて、冗じよう談だんじゃないよ』

　この言葉を受けたことで、イリーナはもう、誰にも友愛の情を抱いだかないと決めたのだ。

「ハァ……ツマラン。オイ、モウ好キニシテイイゾ、オ前等」

　ゴブリンの言葉を受けて、魔物達が歓喜の雄お叫たけびを上げ──襲おそいかかってくる。

　来たりし死の群れを見つめながら、イリーナはきゅっと唇くちびるを引き結んだ。

　これで楽になれる。呪われた宿命から解放される。しかし……ちっとも、嬉うれしくない。

　それどころか、胸中にあるのは恐怖と悲ひ哀あいのみ。

（あぁ、終わることができるのに）

（それなのに）

　受け入れたはずの死が、怖こわくて怖くてたまらない。

　だからか。毎日毎日、心の中で呟き続けてきた言葉が、勝手に漏もれ出た。

「誰か、助けてっ……！」

　その瞬しゆん間かん。

　迫せまり来る魔物の軍勢、その目前に黄金色に光輝かがやく半はん透とう明めいな壁かべが顕けん現げん。

　猛もう進しんしていた怪物達は壁に激げき突とつし、潰れた豚ぶたのような悲鳴をあげ、急停止する。

　そして──

「ふぅ～む、希望していた数には足りていないようですねぇ」

　まるで緊きん張ちよう感かんがない、聞き慣れた声。

　発声者の顔がイリーナの脳裏に浮かんだ直後、当人が目前へと降り立った。

「ア、アード……!?」

「おや、初めて名を呼んでくださいましたね」

　こちらを向き、嬉しそうに微笑する彼に、イリーナは呆ぼう然ぜんとしながら呟いた。

「あ、あんた、なんで……!?」

　あまりにも予想外な状況に、思考がまとまらない。

　出てくる言葉は全て断片的で、自分自身、何が言いたいのかわからなかった。

　そんな中。

　敵方の、高度な知性を持つゴブリンが興味深げに顎あごへ手をやり、

「コウイウ時、ニンゲン共ハ飛ンデ火ニ入ル夏ノ虫、トイウ言葉ヲ用イルノダロウ？　ワザワザ食ワレニヤッテクルトハ、ゴ苦労ナ──」

　そうだ。とにかく、これは不味い。

　このままでは自分だけでなく、アードも死んでしまう。

　それはダメだ。このアードという少年は頭がおかしい変態だが、別に憎んでいたわけじゃない。むしろ……どれだけこっぴどく振ふっても付きまとってくる彼のことを、イリーナはほんの少し、好ましく思っていた。

　彼には死んでほしくない。そう思ったイリーナは、アードへ逃げろと叫ぶ……その前に。

　違い和わ感かんを覚えた。

　さっきから、ゴブリンが何事も発することなく棒立ちしているのだ。

　言葉を紡つむいだ途と中ちゆうの時点で停止し、それ以上、何も喋しやべらず微び動どうだにしない。

　何事か？　そう疑問に感じた矢先。

「ふむ。高知能個体とはいえ、所しよ詮せんゴブリンはゴブリンですね。この程度の魔法すら避よけることができないとは」

　魔法？　どういうことだ？　そう思った瞬間のことだった。

　ゴブリンの全身に輝く流線が無数に走り──

　そして、奴やつの総身が細かな肉片へと断だん裂れつし、バラバラと地面へ転がった。

　なにがなんだかわからない。イリーナの脳内には疑ぎ問もん符ふだけが満ちていた。

　彼女の理解が追いつかぬのも無理はない。

　アードが先刻実行したのは、この時代基準ではありえぬ早業だった。

　超ちよう高こう速そくの魔法言語処理による無む詠えい唱しようと、神速の法陣じん形成。

　目にもとまらぬ、どころではない、まさに規格外の早業。アード・メテオールはそれを、まるで児じ戯ぎの如ごとく平然と実行したのである。

　それから彼はイリーナに爽さわやかな笑みを向け、

「これから貴女あなたに、とっておきの光景をお見せしましょう」

　何を言ってるのか理解できない。というかもう、現状がどういうものなのか理解できない。悪い意味で、夢でも見てるような気分であった。

　そんなイリーナを尻しり目めに、アードは魔物達の方へと向き直る。

　その途端、彼等の生存本能が爆ばく発はつした。

　全個体、脱だつ兎との如く逃とう走そう。こちらへ背を向け、我われ先さきにと走り出す、のだが──

「おやおや、私魔王から逃にげられるとでも？」

　言葉を紡ぐと同時に、魔物達が微動だにしなくなった。

　やはり何をしたのか判然としない。あれだけ必死に逃げようとしていた魔物達を、いかなる手管で止めたのか。あまりにも理解しがたく、ゆえに、イリーナは思考を停止した。

　そんな彼女を尻目に、アードは周りを見回し、

「ふぅ～む、木々が邪じや魔まですね。これでは見づらい」

　そう呟いた矢先、うっそうと生おい茂しげっていた草木が一瞬にして消しよう滅めつ。開けた空間が出来上がり、周辺一帯と天てん蓋がいを見み渡わたすことができるようになった。

　無論、これについてもイリーナはなんの思考もしない。するだけ無む駄だである。

「ではイリーナさん」

　水を向けられ、ビクッと震ふるえるイリーナ。それを尻目に、アードは右みぎ掌てのひらを魔ま物ものの軍勢へと向け──天へと振り上げる。その挙動に合わせ、膨大な魔物達が空高くへと舞まい上がり、

「御ご笑覧あれ」

　微笑と共にそう呟つぶやくと、アードは開かれていた掌をグッと握にぎり込んだ。

　刹せつ那な──闇やみ色に染まりつつある天空に、眩まばゆい煌きらめきが広がった。

　爆ばく裂れつである。アードの動作に合わせ、無数の魔物達が爆裂したのだ。

　凄すさまじい閃せん光こうと轟音。夜にさしかかった世界が、真昼に戻もどったかの如き眩さ。

　それはもう、この世のものとは思えぬ光景で……

「どうです、イリーナさん！　見てください！　綺き麗れいな花火ですよ！　ははは！　何度見てもこの光景は美しいですねぇ！」

　満面に花が咲さいたような笑みを浮うかべ、楽しげな声を上げるアード・メテオール。

　その姿はまるで──

　神話に名を刻みし大だい英えい雄ゆうにして、御お伽とぎ噺ばなしの定番たる怪物。

《魔王》・ヴァルヴァトスのようであった。




　　　　◇◆◇




　イリーナを救助し、そのうえでサプライズ的なこともした……のだが。

　彼女は喜ぶどころか、むしろ引いたような調子である。どうしてこうなった。

　何が悪かったのか、と俺が首を捻ひねる最中。イリーナがギュッと拳こぶしを握り、こちらを睨にらむ。

「なん、で……なんで、助けたのよ……！　あたしは、死にたかったのに……！」

　聞き捨てならぬ言葉を紡ぐイリーナ。その涙なみだに濡ぬれた瞳ひとみを、俺はジッと見つめる。

「……そんな悲しいこと、言わないでください。というか、なぜ死にたいなどと思うのですか。私でよければお話を──」

「お断りよっ！　あんたなんかにわかるわけない！　あたしの苦しみが、孤独感が、わかるわけがないっ！」

　涙を流しながら喚わめくイリーナに、俺は真しん剣けんな面持ちで応答した。

「……貴女がどういう事情でそうした感情を抱いているのかはわかりません。しかし、孤独がもたらす苦しみなら、私は誰だれよりも理解できますよ。だからこそ……」




「私は、貴女と友達になりたいのです」




　俺達は必ず、理解し合える関係になれる。そういう思いが伝わったのかはわからない。ただ、イリーナが見せた反応は……拒絶であった。

「嫌いやよ……！　あんただって、どうせいつか裏切るもの……！　誰かと友達になっても、絶対に裏切られる！　だからあたしは──」

「裏切りませんよ。私は絶対に、もう二度と、友人を裏切りません」

　そう断言してから──俺は、とある魔法を発動した。

　我が目前に幾き何か学がく模様、魔法陣が顕現する。やがてそれは槍やり状へと形を変え、

「我、アード・メテオールはここに誓ちかう。イリーナ・リッツ・ド・オールハイドを決して悲しませることはしない、と。これを違たがえたとき、我は命を失うことを了りよう承しようする」

　そう述べた直後。槍状となった魔法陣が、俺の胸を貫つらぬき、そして消えた。

「い、今のって……」

「そう、誓せい約やくの魔法、ですよ。元来は奴ど隷れいや捕ほ虜りよなどに強制させるもの、ですね。誓った内容を違えた際のペナルティーは絶対。即すなわち、私は貴女を裏切れば死ぬ。そういうことになりました」

　落ち着いた調子でそう話すと、イリーナはあわあわとした様子となり、

「あ、あんた、馬ば鹿かじゃないの!?　そ、そんなことしてまで……な、なんで、あたしなんかと……！」

　この問いに、俺はチクリと胸の痛みを覚え……俯うつむきながら、受け応えた。

「詳くわしくは話せませんが、私はかつて、親友を裏切ったことがあります。そのせいで、彼女は……」

　これ以上は話したくない。そういう意図を込めて首を横に振ると、俺は当とう惑わくするイリーナの目をまっすぐ見み据すえて、

「貴女は彼女に似ている。私にとっての、唯ゆい一いつ無二の理解者に。姿形だけでなく、人格もそっくりです。だから、私は貴女と友達になりたい。……貴女からしてみれば迷めい惑わくなのかもしれませんが、しかし……お互たがい孤こ独どくに苦しむ者として、私達はきっと、深く互いを理解し合えると思うのです。私は何があろうと貴女を裏切らない。逆に、貴女もまた、私を裏切らない。そういう関係に、なってはくれませんか？」

　懇こん願がんする。と──イリーナの頰ほおに、涙が伝った。

「あ、あたし、本当に性格、悪いわよ？」

「かまいません」

「ワガママだし、頭悪いし……一いつ緒しよにいても、つまんないわ」

「そんなことはありません。イリーナさんは素晴らしい御お方かたです」

「い、いつか……いつか、あたしを嫌きらいになるときが来るわ、絶対……」

「ありえません。何があろうと貴女を嫌う瞬しゆん間かんなど訪れはしません。なんなら、それも誓約に加えたってよろしい」

「で、でも、あ、あたしは……！」

　彼女にもなんらかの事情があるのだろう。しかしあえて聞くまい。

　今は彼女の答えに身を委ねるのみ。

　そして──しばらくの葛かつ藤とうの末に、イリーナは、

「あ、あたしなんかと……友達に、なってくれるの？」

　おずおずと、左手を差し出してきた。

　望外の喜びとはこのことか。勝手に目が見開き、頰が緩ゆるんでしまう。

　俺は万感の思いを抱いだきながら、イリーナの手を握り、大きく頷うなずいた。

「もちろん。これからよろしくお願いしますよ、イリーナさん」

「う、うん……よ、よろしくねっ！　アードっ！」

　笑むことに不慣れなのか、彼女が作った笑顔はどこか不器用で。

　そこがなんとも、可愛かわいらしかった。

　ともあれ──

　ようやく、未来世界での生活が始まった。そんな気がした。







　初の友人ができてから早数年。俺は一五歳になった。

　友達は相変わらずイリーナのみであるが、なんの不自由もしていない。

　なんかもう、イリーナだけいればいいかな、と、そう思うぐらいに彼女は可愛らしいのだ。

　さりとて、イリーナちゃんマジ可愛いエピソードを書き連ねていくと数百万字を超こえる恐おそれがあるため、今は割愛させていただく。

　そんなことより重要なのは、今宵こよいの家族会議である。

　一五歳となれば、世間的には立派な成人であり、今後の人生設計を決める時期でもある。

　ゆえに今夜、イリーナと彼の父、ヴァイスを交えて家族会議をする予定だった。

　そして現在、時刻は夜の七刻。我が家の中に、コンコンというドアノッカーの音が響ひびく。

　俺は父母に代わって玄げん関かんへ向かい、二人の来客を迎むかえた。

「やぁアード君、今日はよろしく頼たのむよ」

　にこやかに微笑ほほえむヴァイス。その横には、

「こんばんはっ！　アードっ！」

　大輪の如き美しい笑顔の、イリーナちゃんが立っていた。

　友人になった当初こそ、なかなか笑顔を見せてくれなんだが、今やこれである。

　イリーナちゃんマジ可愛い。誰より可愛い。世界一可愛い。異論は認めない。

　さておき。二人を家内へと迎え入れ、リビングへ案内し、食しよく卓たくにつく。

「今日はイリーナさんがお好きなカレーをご用意させていただきました」

「わ～い！　アードだいすきっ！」

「光栄の極み」

　俺のカレーに舌した鼓つづみを打つイリーナちゃん、マジ天使。

　それからしばらく、温かな団らんを楽しんだ末に。

「さて、と。んじゃそろそろ、本題に行くか」

「そうね～。将来のことに関して、なんだけどぉ～……」

　二人がチラっと、ヴァイスを見やる。その視線を受け、彼はやれやれといった調子で肩かたをすくめ、

「僕は人に何かを強制することは好きじゃない。だからこれは、あくまでも一つの提案だと思ってほしい」

　そう前置いてから、ヴァイスはこう述べた。

「アード君……君、魔法学園へ入学してみないか？」




　この提案に、俺は────





（初出：ドラゴンマガジン２０１８年７月号）
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